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言

は しがき

本研 究は ｢ 啓蒙前期 の フ ラ ン ス における唯物論 の 生成｣ を研究課題 に ､ 平成 11 - 1 3 年度

の 3 年 間にか けて
､ 科学研究費補助金 (基盤研究(C)(2)) の助成を受けて 行われた｡

研 究は三井吉俊個人によ っ て なされたも の で あるが
､

パ リ第4 大学ア ラ ン ･ モ チ エ 氏 ､

パ リ第1 2 大学ジ ュ ヌ ヴィ エ ー ヴ ･

ア ル テ イ ガ ･ ム ナ ン氏 ､ 元 ラ ン ス 大学教授 ロ ラ ン ･ デ

ス ネ氏 ､ 元パ リ第 1 大学教授オ リヴイ エ ･ ブ ロ ッ ク氏 ､ 元駒沢大学教授 野沢協氏お よび氏

が主催 されて い る ｢ 1 8 世紀地下文書読書会｣ 参加者の 方 々 か らの 有益 な示 唆や情報の提

供が あ っ て始めて 可能に な っ た ｡ こ こ に記 して感謝 の意を表 したい ｡
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第 1 部 神 と狂人と パ ン と - ジ ャ ン ･ メ リ エ の カ トリ ッ ク教義批判 の構造

は じめに

ヨ
ー

ロ ッ パ の
一

隅で ､ 私たち の 時代か らは るか に遠い 時代に ､ ジ ャ ン
l

･ メリ エ 司祭は沈

黙 したまま
一

人だけの 道を歩 い て い た. しか し彼は孤独では ない . 自分 の精髄を､ 自分 の

正 確な コ ピ ー を､ 自 らが消滅する時をみ つ め なが ら作り つ づ けて い た｡ それ はまだ見ぬも

う
一

人の
､

いや無数 の ｢ ジ ャ ン ･ メリ エ ｣ を信 じたか らか ､ 時と世界 の 無限をイ言じたため

で あ っ たの か｡ こ の 田舎司祭に ラ
･ フ ォ ン テ

ー

ヌ が描い たデモ クリ トス の 姿をその ままに

重ねる の は正 確でない と しても ､ 『覚え書』 を発見した近隣の 司祭たちに1
､ 以下の アブデラ

人た ちの 言葉を貸 し与えた い気がす る｡

｢ われらの 同国人は 正気を失 っ て しまい ま した｡ 読書がデ モ ク リ トス をだめに したの です｡

かれが無学だ と したら ､ わた したちはも っ とかれを尊敬する ことで し ょ う｡ かれは こ んな

こ とを言 っ て い ます｡ 数か ぎり ない世界が ある ､ そ して ､ おそらく ､ それ らの 世界には数

か ぎりない デモ クリ トス が い る ､ と ｡ そん な夢み たい なこ とを言うだけで なく ､ さらに
､

原子 を ､ 空 っ ぽの 頭か ら生まれたも の ､ 目に見えない 幻を､ もちだ し
､

こ の 地上 に じ っ と

座 っ た ま ま 天 の こ と を考え ､ かれ は宇宙の こ と知り なが ら､ 自分の こ とを知 らな い の で

す ｡

- - - 今は自分ひ とりに話を して い ます｡ ｣ ( ラ ･ フ ォ ン テ
ー

ヌ 『寓話』 第8 巻 2 6 章

｢ デ モ クリ トス と アブデ ラ の人た ち｣ ､ 今野 一

雄訳)

唯物論者メリ エ
､ ある い は無神論者､ 革命理論家メリ エ というo しか し､ こ こ でまとめた

研究報告にお い て は ､ 彼が生き た 1 8 世紀初頭の 思潮 の 中で ､ メ リ エ が ど の ように して唯

物論を形作り なが ら､
｢ 神｣ と ｢ 霊魂｣ と い う巨大な錯誤を反駁 しようと したか ､ とい う側

面 に分析を集中 しようと思う｡

第
一

部で は ｢ 神｣ 反駁 を扱うが
､ そ の 唯物論的展開を明らか にするた め に､ メリ エ の カ

トリ ッ ク 教義反駁 を辛がか りとする こ とに しようo さて ､ メ リ エ 『覚え書』 の ｢証明 5 ｣

は ､ キリ ス ト教の
､ とりわけカ トリシ ス ム の 教義 ･ 道徳反駁と して提出されて い る｡ こ の

事書き本は改行と欄外に書かれた証明分けのみで 区切られて い るにすぎない が2
､ 証明 5 前

1 ジャ ン ･ メ リ エ 司祭の 生涯と作品に つ い て は ､ 拙論 ｢小 さな墓地か ら - ジ ャ ン ･ メ リ エ

司祭の 生涯と作品｣ ､ 千葉大学 『人文研究』 第 2 9 号 ( 2 0 0 0 年 3 月)
､

2 6 1 - 2 8 9

頁を参照｡

2 各証明内の 草分け､ そ の 章題 などは 手書き本末尾にメリ エ に より添えられたもの に過ぎ

ない ｡ 読者の便宜を図 っ てメリ エ によ っ てお そ らくは最後に付 け加 えられた こ の ｢日次｣

は
､

必ず しも論述 の構成を明瞭に示 して い るとは限らな い ｡ なお ､ 『覚え書』 からの 引用に

は ､
ア ン ト ロ ポ ス 版 ジ ャ ン ･ メ リ エ 全集を用 い

､
こ の 全集を 0 . C . と略記 しそ の 巻数と頁数
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半は カ トリ シ ス ム の 教義 4 つ を数え上げ､ これに批判を加 えたも の と して
一

塊をなして い

る ことは間違い ない
o その 4 つ とは ､ 三位

一

体､ 受肉､ 聖体の 秘蹟､ 原罪 と永遠の 定罰で

ある ｡
こ の 4 つ が カ トリシ ス ム の 根幹の 教義､

とりわけトリ エ ン ト公会議以後 の カ トリ ッ

ク教会にお い て強調された主要教義で ある こ とは言うまでもな い 3
｡ しか し始め の 三 つ は ､

神 - イ エ ス とい う観念を軸と した ､
キリ ス ト教の 神に 関する規定で ある が ､ 4 つ め の原罪

と地獄落ちと いう教義は ､ 世界と人間に関するキリ ス ト教的定義 と いう側 面を持 つ
｡ こ の

点にお い て ､ 4 番目 の 教義は キリ ス ト教が提出す る道徳 - と直接結び つ い て いく ｡ 実際､

メリ エ 自身の反駁も こ の 教義を介 して ､ 証明 5 後半 の キリ ス ト教道徳の 批判 - と移行 して

いく ｡

したが っ て ､
こ こ では始め の 3 つ の教義批判に おけるメ リ エ の 論旨を

一

連の もの と して

た どろうo すなわち証明 5 前半の 分析 を試みたい と思うo メリ エ が所与と して い る至高の
､

霊的 な神概念と い うもの を､ 三位
一

体 ･ 受肉 ･ 聖体とい う 一 連の 教義批判 を通 して ､
い か

に物体的 な､ 物質的な神の 姿 - と切り 下げて いくか
､ そ の 論理を追うこ とになる ｡ それを

追う過程 は同時に
､

メ リ エ がキリ ス ト者で ある具体的読者 - どの ように コ ミ ッ トしようと

す る の かをも示 すはずで ある｡

第 1 章 三位 一 体の 教義ある い はメリ エ の 戦略

メ リ エ は ｢三位 一 体｣ の 教義をどの よう に批判す るだろうかo ある い は ､
こ の 神秘なる

｢ 玄義｣ の 不条理をどの ように記述するだろうか .
｢ 同 一

物 に対 して
,

-

で あり三 で あると

は ､ 真理と して は言 い得ない｣ ( 0 . C . , 七.Ⅰ
, p .3 7 7) ､

｢ 互 い に何 の依存関係も前後関係もなく ､

生み 出 し生み 出されたとい うの は馬鹿げて い る｡ ｣ ( 0 . C . , t .Ⅰ, p .3 7 8) こ の ような批判は ､ 十

八 世紀前半 の 地下文書 ､ 反宗教的作 品に は枚挙の い とまが ない ほ ど多数見 られるもの にす

ぎな い 4
｡ そ れだけで はない

｡ こ の ような批判論理は ､ カ トリ ッ ク教会側 にと っ て は既知 の

を記すo また ､ 引用中などで の論者に よる補足は ､ 〔〕 で示 すo

3 反キ リ ス ト教著作家が 4 教理を - 体の批判対象と して い た例と して
､

メ リ エ と同時代 の

著名な地下文書か ら 1 例を引 い て お こ うo
｢彼 [ イ エ ス ･ キ リ ス ト] は自分の 生誕 の 奇跡 を

説い た ことは
一 度もない し

､
三位

一

体に つ い ても､ 秘蹟に つ い ても ､ 原罪 に つ い ても語 っ

たこ となどはない ｡ しか しなが ら､
これが キリ ス ト教の 基礎 をなす 4 箇条なの で ある｡ ｣

(C 6 8 a r C h e s n e a u D u M a r s ai s , E x a m e n d e l a r el l

･

gl o n , e diti o n c ritiq u e p a r G i a n l u c a

M o ri
,
O x f o r d

,
1 9 9 8 , p . 16 8)

4 メ リ エ の 『覚え書』 とほぼ同時代 の ユ ー トピア小説から
､

一

例 を挙げて お こう｡ テ ィ ソ ･

ド ･ パ ト『ジ ャ ッ ク ･ マ セ の 旅と冒険』( 1 7 1 0 年 ? ) で
､
ある シ ナ人は次 の ように語る o

｢ 何よ り働陳す る の は ､ こ の 上なく完全で非物質的な存在が自分と同等で物体的なもうひ

と つ の 神を永遠の 昔か ら産むとか
､

子 と父か ら発する独立 の霊 と してさらに もうひ と つ の

神が あるとか ､ 三 つ の それぞれは別人格で完全な神だ が
､

そ れ でも三 つ 全部が ただ ひと つ

の 完全な神 しか作らな い とか思い こ まそうとする こ とだ｡ ｣ (『啓蒙 の ユ ー

トピアⅠ』､ 法政大
学出版局 ､

7 8 2 頁､ 野沢協訳)
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%

もの で あろう｡
いや ､ これはカ トリ ッ ク側 が三位

一

体を ｢ 玄義｣ とする際の 前提と い っ て

もよ い
｡ 三位

一

体論が 理性に反す る ことは ､ 教会側に と っ て も批判者側 にと っ ても自明 の

こ とで ある｡ それ を承知 して い るか らこ そ ､ メ リ エ も教会側 の 立場と して パ キ ェ ･ ケネ ル

の 次の ような発言 を引く｡
｢ 理解できない 玄義を崇め るために ､ 理性を信仰のくびきに付け

ると いう こ の 点には ､ 人間的なもの や肉的なも の はま っ たくな い
｡

- - - こ れら [ 三位
一

体論] は理性 が道に迷う
'
ような真理である. ｣ ( 0 . C .

,
t .Ⅰ

, p .3 7 9) そ して1 土れに対する自分

の側 からの応答として
､ 次の モ ン テ

ー

ニ ュ 『ェ セ - 』の 一 節を原文 の 文脈か ら切り離して､

批判 の ため に利用す る｡
｢ そ の 事柄は人間 の理性 に反すれば反す るだけ､ 彼 らによれば理に

か な っ て い る の で ある｡ ｣ ( 0 . C . , 七.Ⅰ, p .3 7 9
-

3 8 0) すなわち､ メ リ エ は ｢倍仰｣ 対 ｢理性｣

とい う二項対立 の 図式を提示 し､
｢理性｣ が其 ､

｢信仰｣ は偽で あり , 三位 - 体説は ｢倍仰｣

に属するが ゆえに偽で ある ､ と したにす ぎな い
｡ しか し

､ 論争技術か らするならば､ これ

は三位
一

体説 の真偽を､
｢信仰｣ 対 ｢理性｣ の真偽の 問題 - と送り返 したにすぎない ｡ また､

非理性的で あるが ゆえに真であると主張されて い る三位
一

体説を､ 非理性的であるがゆえ

に偽であるとする の で は ､ 説得技術と しても拙劣であろう.

三位
一

体説 へ の メ リ エ の 思弁的反駁は
､

二項対立 を枠組みと した教会側 の論理を転倒し

たもの にす ぎな い ｡ これは教会側と同 じ独断論 の 同語反復である ､ とさえ見なす ことでき

る｡ しか し､ こ の ような説得技法として の 弱点を､ メ リ エ は十分に意識 して い たように思

ゎれ る｡ 彼は直ちに ､ こ の ような思弁的反駁か ら 一

種の 比較宗教論的立論 - と移行 して い

く ｡ すなわち､ 古代異教 の神 々 と､ キリ ス ト教の 三 つ の ｢ 神 々｣ と の 劣等比 較を行う｡

｢ わが神 ･

キリ ス ト崇拝者たちは ､ 多数の 神を認めて崇拝した古代異教徒の 盲目さを非難

し
､ 断罪 し､ 異教徒 が語 る神 々 の 系譜 ･ 誕生 ･ 婚姻 ･

子 供の 出産な どをか らか っ て いま

す ｡

- - しか し､ わが神 ･ キリ ス ト崇拝者たち の 教理 と信心に は ､ そ れ よりはるか に滑

稽で馬鹿 げた点が あります｡ ｣ ( 0 . C .

,
t .Ⅰ

, p .3 8 0 - 3 8 1)

確か に
､

1 6 ･ 1 7 世紀か らの リ ベ ル タ ン的伝統に あ っ て は ､ 諸宗教の 比 較分析と い う辛

法が
､ 人間 の迷信深 さを糾弾する た め の ､ また キリ ス ト教を相対化する ため の 最上の 手段

と して用 い られてきた ｡ モ ン テ
ー ニ ュ

､ ガブリ エ ル ･ ノ ー デらを数多く引用す るメリ エ が ､

こ こ でもそ の 手法を用 い ると考えてもよ い
｡ ただ､ メ リ エ の 論理展開にお い て特徴的な次

の 2 点は
､

強調 してお か なければならな い
｡ まず ､ 教会側 ･ 批判者側双 方にと っ て共通 の

了解事項で ある ､ ギリ シ ア
･

ロ
ー

マ の神 々 の 愚劣さを基盤 に して ､ キリ ス ト教 の神の 一

層

の 愚劣さを､ メ リ エ は劣等比較に より証明 しようとする ことである｡ 第二点目は
､

その 比

較にお ける優劣 を､ 彼はそ れぞれ の 概念の 整合性に求めて い る こ とで ある｡

｢ 古代 の 異教徒は自然の働きの 通常の歩み に したが っ て ､ 神 々 は何人も何人も子を産む こ

とが でき る し
､ そ の 子もま た何人も の 子 を産 める し

､ そう して神 々 は世代を重ねて ゆける

3



と信 じて い たか らですo

卿 o ｣ ( 0
.
C .

,
i .Ⅰ, p .3 8 3

､ 下線に よる強調は引

用者)

と こ ろが
､

キリ ス ト教の 三 つ の ｢神 々 ｣ とはなん なの であろうか
｡

｢ わが 巧 妙博識 な る神 ･ キ リ ス ト教崇拝者たち の 感嘆す べ き健全 な教 理と信 心 に よれ

ば . - ･ ･ ･ そ の 三 に して
- なる唯

一

の神 の 中に は ､ それぞれみ な体も形も 姿もどん な色もな

い
､ 三 つ の位格が い る こと になります｡ それらは何 らか の性 を持 つ ､ つ まり雄か雌 かで あ

るとは言えない が ､ それでもなお か つ
､ 雄で も雌でもな い の に

一

つ が低か ら産出され生み

出されたと言う の で す｡ ｣ ( 0 . C . 】七.Ⅰ, p . 3 8 2)

人間 の 想像力をは るか に超 える ､
こ の 奇怪な神観念の 中に は ､ メリ エ に よれば どの ような

整合性も認 められな い
o こ の整合性 の判定基準は ､ 共通基盤と した異教の 神 々 の 物体性 ､

肉体を備えた神と いう観念か らもたらされ る｡ メリ エ は 断固 と して
､ 物 体的な神以外 を考

察の 対象と しない
｡

さて ､ メリ エ はさらに三位
一

体とい う概念規定全体の 中に
一 層多く の矛 盾が含まれて い

ると言うo ギリ シ ア ･ ロ
ー

マ の 神 々 と異な っ で ､ キリ ス ト教の 神は全知全能 の 強大な唯
一

神 で あるにも関わらず ､ なぜわずか
一

人 しか子 を生まな い の で あろうか o

｢ しか し
､

わが神 ･ キリ ス ト教徒た ちは ､ どうい う理 由で 父 なる神の 生殖能力を息子
一 人

を生むだけに限ろうとす る の で し ょ うか ｡ それ以上生めなか っ たの で し ょ うか ､ 生み たく

なか っ たの で し ょ うか ｡ ある い はも しかすると ､ 多くの 息子や娘を持 つ こ と は神 にふ さわ

しく な い こ とだ っ た の で しょ うか o ｣ ( 0 . C
リ
セ.Ⅰ

, p .3 8 3)

異教神 の 愚劣さと い う教会側 と の共通了解事項の 上に立 っ て ､ リ ベ ル タ ン的伝統 の 枠組み

を利用 して ､ すなわち比較宗教的言説を用 い て ､ 三位
一

体反駁を行うメ リ エ は ､ こ こ で再

び思弁的神学の領域内に立ち戻 る｡ 上の 問題設定に答えるか の ように､
｢ 神の 生殖能力 は こ

の 最初の 息子 を生ん だだけで完全に尽きて しま い
､ 神はそれ以上子を生 めなか っ た ､ とい

うの は 滑稽で馬鹿げた ことで し ょう｡

･ - - 無限なも の が 汲み尽くされ る こ とはありませ

ん｣ ( 0 ･ C ･

,
t ･Ⅰ

, p ･ 3 8 4) とい う､
神学的反駁さえメリ エ は行う5

o しか し､ 彼 は これ以上には ､

5 三位
一

体説 - の こ の ような思弁的反駁は
､ 反啓示 宗教的地下文書では珍し い もの では ない

.

た とえば
､ 現在で は ロ ベ ー ル ･ シ ヤ

ー ル と推定されて い る理神論者 ｢ 軍人哲学者｣ もや は

り異教徒 を狂言回しに用い て
､ メ リ エ と同様 の 思弁的反駁を行う.

｢彼 ら [異教徒] は ､ こ

うい うす べ て の 神 々 [ 異教の 多く の神] は唯
一

神の位格だと言 い さえすれ ばよ い の だo キ

リ ス ト教徒が好ん で限定 して い る三 つ で あれ ､ 十万で あれ
､

どちらか が
一

層困難だとい う



@

神 の属性を根拠 にす る自然神学的論争 の 手法を用 い ようと は しない
｡ それは なぜな の か｡

そ もそも ､ こ の ような論争苧牲自体､
メ リ エ が自然神学か ら学んできたもの であろうo

た とえば､ ト マ ス ･ ア ク イ ナ ス は 『神学大全』 第 3 部問題 3 第 7 項 ｢神 の 一

つ の ペ ル ソナ

が 二 つ の 人間本性 を受容する こ とは できる か｣ にお い て ､ メ リ エ の 問題設定に直結する問

い を立て ､ そ れに肯定で答えて い る｡

｢ 神の ペ ル ソナの 能力は無限で あり ､ 何か被造 の もの に限られる ことは あり えな い ｡ それ

ゆえ神 の ペ ル ソナ は ､ 別 の 人間本性は受容でき ない ような仕方で ､

一

つ の 人間本性を受容

したの だと い っ て はならな い ｡ それゆえ神 の ペ ル ソナ は - - - じ っ さ い に受容 した人間本

性以外 に
､ それとは個別 に別の 人間本性 を受容 しうる とい わねばならな い ｡ ｣ ( ト マ ス ･ ア

ク イ ナ ス 『神 学大全』､ 創文社刊 ､ 第2 5 巻 ､ 2 5 4 頁)

それだけで はな い ｡ メ リ エ 自身も立 てて い る問 い ､ 第 2 ､ 第 3 の 位格にも どうして 息子が

生めると しない の か ､ とい う問 い もト マ ス ･ アク イ ナ ス は設定 して い る｡ すなわち､
｢ 子の

ペ ル ソ ナ 以外 の他の神 の ペ ル ソ ナ が人間本性 を受容す る こ とはできたで あろうか｣ とい う

問い を立 て ､ それに肯定で答えて い る｡

｢ 神の 力は ､ 人間本性 を事実､ 子 の ペ ル ソナ に合
一

せ しめたように ､ 父 の ペ ル ソナに合
一

させ ることもできた し､ 聖霊 の ペ ル ソナに合
一 させ る こ ともできた. それゆえ､ 父も聖霊

も､ 子 と 同様 に ､ 肉を受容する こ とが できた｡ ｣ ( 同上 ､ 第 2 5 巻､ 2 3 3 頁)

すなわち ､ メ リ エ が 提出す る三位
一

体説概念全体に見られる論理的矛盾 は ､ 教会側 にと っ

て既知 の もの で あり
､

自然神学内に お い ては ､ それぞれ の矛盾に対 して それ を解消させる

｢ 可 能性｣ が提示 されて い る｡ だが ､ キ リ ス ト教神学体系全体にと っ て は ､ そ の ようなも

の は可能性提示 にす ぎず ､ 啓示 に よ っ て 示 され る究極的真理 の背景をなすにすぎな い ｡ 批

判者メリ エ の 側か らすれば､ 教会側の そ の ような補完的論理 をい くら反駁 したと こ ろで ､

本格的攻撃に は なり えな い ｡

したが っ て ､ メリ エ にと っ て 主戦場は自然神学ではない ｡ 啓示神学､ 『聖書』 の 記述に関

して論戦が行われ なけれ ばならな い ｡ こ の 点に関 しても ､ メ リ エ はきわ めて意識的だ っ た

と思われる ｡

｢ 第
一 の位格 は息子 や娘をたく さん 生む こ ともできた があの 息子

一 人 しか 生もうとしなか

っ た の だと か
､ 第二

､ 第三 の位格も同様に他の位格を生もうとも作ろう ともしなか っ たの

こ とは ない だろうo

･ ･ ･ ･ ･ ･ どう して第 3 の 位格は第 4 の位格を生み 出さない の か
､ 以下無

限に こ の 間い は続く｣ ( ドゥ ロ 社刊批評版『マ
ー

ル ブラ ン シ ュ 神父 - の 宗教に 関する異議』､

2 0 0 0 年 ､
4 1 3

- 4 1 4 頁) 0)
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だ とか彼 らが言う の なら､ そ の 時に は次の ように問う こ とができ るで し ょうo

-

､ 彼 らは

ど こ からそ んな ことを知 っ たの かと. とい うの も､ こ れ らの神 の位格 なるもの の
一

つ と し

て ､ そ の 点に閲 し意志をは っ きり表明 したとは ､ 彼 らの い わ ゆる 『聖書』 に も載 っ て い な

い か らですo

- -
- ですか ら､ そ ん なこ とを言う の は 自分たちの 観念や自分たち の 空想に

従 っ て い るだけで ､ そん な空想も空疎な想像にすぎません . ｣ ( 0 ･ C . , t .Ⅰ
, p .3 8 7)

こ こ か ら､ メリ エ は ｢ 受肉｣ の 教義批判 - と向か っ て い くが ､ そ の 方向性はすで に定 めら

れて い るo すなわち､ 『聖書』 に措かれたイ エ ス
､ 肉体を持 っ た神イ エ ス こ そ が そ の タ

ー ゲ

ッ トとなる ｡

第 2 章 受肉ある い は貧民の 中の 狂信者

メ リ エ が文字通り の 教義批判を企てたの であ っ たら､
｢受肉｣ に つ い て ､ い わゆる ｢神人

一

体的結合｣ の概念検討か ら始 めて もよか っ た であろう｡ しか し､ 彼 は神学体系内部 の 網

に絡 め捕 られる こ とを慎重に避ける｡

｢ こ こ で ､ わが キリ ス ト崇拝者たちが 次の ような 口実を設けて反論 して も何 にもならない

で し ょうo
つ まり - - - われわれ の キリ ス トは真の神 であるとともに其の 人な の だ

､

- - ･

神 の 本性が 人間 の本性に結ばれて神人
一

体的に な っ た ､

- - - こ うい う こ と は古代異教徒
の い わゆる神 々 には起 こ らなか っ た - - - などと ｡ ｣ ( 0 ･ C リ t .Ⅰ, p . 3 8 9)

｢ 受肉｣ の 教義内容を問わずに ､ 教理体系の 外側 に
一

挙に位置す るた め に ､ メリ エ は再び

リ ベ ル タ ン 的伝統､ 比較宗教的視点を導入す る｡ ギリ シ ア ･

ロ
ー

マ の 異教徒たちで さえ同

じ屈理屈を主張でき たろう ､ と言 うの で あるo これ自体はキ リ ス ト教相対化 の伝統的な手

法だが ､ こ こ でもメ リ エ の 意図す る の はや はり劣等比較で ある｡ しか し今回は どの ような

劣等比 較なの か o リ ベ ル タ ン の 伝統的論理 の -

つ に ､ 古代 の神 々 の発生 は偉人 の神格化に

そ の 起源 を有す る､ という宗教学的論法が あ っ たo メ リ エ が 比較の 一

項 に立 て る の は こ の

｢ 偉人の 神格化｣ で あり ､ もう 一

つ の 項が ｢ イ エ ス の 神格化｣ で ある｡ すなわ ち ､ 古典古

代 の偉人神格化と ユ ダヤ人の 賊氏神格化と､ どちらが より愚劣で あるか とい う劣等比較 で

ある｡

｢ しか しくだん の神 々 には 関して は ､ 異教徒の 説よりもキリ ス ト教の 説 の 方に こ の 点で は

も っ と滑稽なと こ ろがあります｡ それは ､

- - - わが神 ･

キリ ス ト崇拝者たちは い っ た い

どの ような人物に神性を与えて い る の か とい う点ですo 才肯的 知力も学問も技術もなく ､

世間でま っ たく軽蔑されて い た
､ くだ らな い男 にですo

- -
- あ えて言 えば

､
そ うです ､

一

人 の 気違い
､ 狂人

､ 惨め な狂信者 ､ 哀れなろく でなしに与え て い る の です｡ ｣ ( 0 . C .

,
t .Ⅰ

,



蛋

p .3 9 1)

メ リ ェ は こ こ か ら 『聖書』 にお けるイ エ ス の 記述 の 具体的検討に入 る0

しか し
､

メ リ エ の 目指すと こ ろは先の 劣等比 較をさらに超えて設定されて い るo メ リ エ

が証明 した い の は ､ 人間イ エ ス が下層民だ っ た こ とだけで はない ｡ 馬 小屋で生まれた
一

介

の 大 工 の 息子 に過 ぎず
､ 名声 を得 ようと して噸笑の 的になり ､ 十字架上で 処刑 されたろく

で なしで ある こ とは ､ キリ ス ト教徒自身が静 めて い る こ とな の だからo イ エ ス 自身が ｢枕

す るとこ ろもな い｣ とそ の 身の 上を 『新約聖書』 にお い て述 べ て い る の だか ら｡ 彼が こ こ

で証明した い の は
､ 人間イ エ ス が ｢ 狂人 ､ 惨めな狂信者｣ で あるとい う

一 点で ある ｡ メ リ

エ の 内在的反駁法か らするならば､ キリ ス ト者が礎石 とする 『新約聖書』 の 記述から ､ イ

エ ス に 関す るデ ー

タ を棟出 し､ 先の 断定を証明 して いく こ とに なるD すなわち ､ 『新約聖書』

を歴史的資料と して用い
､ こ こに記述された ある ｢ 人間｣ に世間的判定 を適用 し､ 無価値

とい う判決を下そ うと い うの で ある｡

しか し､ これ は果た して証明となりう る の だろうか ｡ メ リ エ は ｢証明 2 ｣ におけるキリ

ス ト教奇跡反駁 の 際に ､ 『聖書』 における記述を歴史的資料と して用い る こ とに対 して鋭い

批評をすで に行 っ て い たはずで ある｡ 『聖書』 の記述を確実なも のと して利用するには ､ 以

下 の 条件が い ると言う｡ 長くなるがそ の 全体を引 い て お こ う｡

トー

､ そうい う種類 の話や物語 の 最初の 著者だと言われたり信 じられたり して い る人 々 が ､

本当にそ の 著者で あるか どうかを知らなければならな い の です｡ という の は ､ ある人 々 が

行い もせず言 い も しなか っ た多く の こ と が
､

誤 っ て そ の人 々 に帰され る こ とが よくある の

は確か だか らで す｡ また けしか らぬ 著作家たちは しば しば､ 著名人 の 名 を隠れ 蓑に して自

分の 嘘や ペ テ ン に信用を与えようとす るか らです ｡
二

､ 本当にそう いう種類 の 物語 の 最初

の 著者で ある ､ ある い はあ っ た人 々 が ､ 誠実 な信用できる人物で あ っ た か どうか ､ 賢明で

広 い 知識を持 っ て い たか どうか ､ それほ ど有利な ことを語 っ てや る当の 人たちに好意的な

先入観を持 っ て い なか っ たか どうかも知らなければなりま せん ｡ とい うの も
､

その 最初の

著者が誠実な人 々 で ない なら､ 彼らが奇跡 なるもの に つ い て語る ことを信用す べ きで ない

の は確か ですか らo 同 じく ､ それらを伝える の が賢明で知識 の ある人物 でない なら
､

やは

り彼 らは信用に催 しない で し ょう｡ 物事を健全 に判断する の に必要なあらゆる知識 の 光と

あらゆる慎重さを持 っ て い ない た め ､ あま りにも簡単に騎されて しまう こ とはありうるか

らですo 同様 に ､ 彼 らが話題とす る当の 人 々 に好意的な先入観を持 っ て い たり ､ そ の連中

の利害に関係 して い たりする なら､ やは り彼 らが語る こ とにそれほ どの信用を与えるわけ

には い かない で し ょ う｡ 先入観は物事を健全に判断す る の を妨げ､
よくある ように へ つ ら

い や好意に よ っ て
､

物事を実際とは別の ように人に言わせ
､ 作らせ

､ 曲げさせさえするか

らです｡ それは 日常経験される こ と です し
､ 必要なら無数の 例でその 証明もできるで し ょ

う｡ 三
､ それら の 奇跡 なるもの を伝える人 々 が自分が伝える事実の あらゆる付帯状況を十

7



分に検討したか どうか
､ 十分に知 っ て い たか どうか

､ また本 当にあり の ままにす べ て伝え

て い るか どうかを知らなければなり ません . と いうの も ､ 故意に せ よ誤 りにせ よ ､ ある事

実 の 個 々 の 付帯状況を い ささか で も変えるなら､
つ まり少 しで もそ れを落と したり ､ そ こ

に はなか っ た状況を何か付 け加 えた りする なら､ そ の 事実 をそ の もの と は ま っ たく違 っ た

ように示 すこ とに なるか らです ｡ そ して よく人は こう いう こ との ため に ､ あり の ままを本

当に知る なら称賛など直ちにや める事柄 を称賛す る の です｡ ｣ ( 0 .C
っ
t .i

, p . 1 0 8
-

10 9)

それだけで はない ｡ メ リ エ は 『新約 聖書』 は歴史的資料体と して信用に 催しない
､ 改寛さ

れて い るからだと主張 し､ 証拠と して ヒ エ ロ ニ ム ス の言葉を引用 して い る ｡

｢教皇 ダ マ ス ス に宛て た 『福音 書』 序文で も彼 〔ヒ エ ロ ニ ム ス〕 は こ う濡 っ て い ます o

< - - - われわれ の こ れらの 巻 に甚だ しい 誤りが 忍び込 んだの は確 か です ｡ 同 じ主題 に関

して ､ ある福音史家が他の 福音史家が語 っ て い る以上 の こ とを語 っ て い る場合 ､ 欠けて い

た こ とは他 の と こ ろにも付加す べ きだと翻訳者ある い は解釈者た ちは思 い ま した し､ ま た

四福音史家の うちで 自分が最初に読ん だもの を範と して他 を修正す べ きだと思 っ た の です｡

す べ て が われわれ の もとで は混 ざり合い
､ 聖ル カと聖 マ タイ に由来す る多く の 事柄が聖 マ

ル コ の 中にあり ､ 聖 ヨ ハ ネと聖 マ ル コ に由来する多く の事柄が聖 マ タイ の 中に あり ､ ある

もの に固有な多くの 事柄が別 の も の の 中に あるとい う事態が ､ そ こ か ら起 こ っ た の です｡

> ｣ ( 0 . C .

,
t .Ⅰ

, p . 1 2 1
-

12 2)

また､ 現行 の 4 福音書だけが正 当なるイ エ ス の 言行録とする ことも不可能で ある ､ なぜ な

ら ｢ 正典｣ は後世が勝手に編ん だも の にすぎな い の だか ら､ ともメ リ エ はすで に指摘して

い た ｡

｢ しか しさらに言 えば､ こ の 四手高音書お よびそ の 他類似の い く つ か の 書物 は ､ 私がすで に

指摘 しま したように これら同様 『福音書』 と題 され たり ､ また こ れ ら同様他 の ある使徒た

ちの名で か っ て は公 にされたり した多くの 他の書物より ､ どの ような特権に よ っ て神聖で

聖なるもの と見なされる の ですか ｡ というの も､ 多くの 別の 福音書や ､ か つ て は人 々 が正

典､ つ まり神聖な神感に よ る書と見なさせ ようと した多く の 別 の 書物 が あるか らで す｡ ｣

( 0 . C .

,
t .I , p . 1 4 9)

で はなぜ ､ すで に歴史的資料と して の確実性を否定 した『新約聖書』 の記述 をもとに して
､

しかもそれだけをもとに再構成した イ エ ス 像に よ っ て
､ 証明が なり た っ の で あろうか

｡

メ リ エ の 『覚え書』 を直線的に論旨が 展開 して い く
-

論文 と見なすならば
､

こ こ にお け

る証明は ､ 資料と して分析されるデ ー

タ の 確実性が否定され て い るわけだか ら､ 証明と し

て の 要件を備えて い ないと言 える o 『覚え 割 自身 の 内部に矛盾 が含まれ る と言 っ ても良 い
｡
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i:;
;

;

しか し､ こ の 教義反駁にお けるメ リ エ の 戦術を思 い 出そう ｡ 教会側と批判者側に共通 の 了

解事項 を設定 し､ それ を定点と して教会側 の 言説 の価値を切り 下げ､ キ リ ス ト者を説得す

るとい う戦略で あ っ た ｡ 神人 キリ ス トに 関 して言えば ､ まずメ リ エ は 異教徒にお ける偉人

- の 神性付与説 を共通 の 了角牢事項として ､ 賎民キリ ス ト - の 神性付与を提示 して ､ キリ ス

ト教 の 言説 の 価値を切り 下げた｡ 偉人 - 神性を付与する愚劣さより
､ 賎民 - 神性を付与す

る愚劣さの 方が程度がひ どい とする劣等比較で ある ｡ リ ベ ル タ ン 系譜 の論旨と言える｡ だ

が
､

こ れ はキリ ス ト者 - の 説得と して は力の ない もの である｡ なぜ なら ､ 神が人間 のうち

で も最も賭し い 存在に受肉 し､ 最も不名誉な死 を蒙る こ と によ っ て こ そ ､ 絶対者 - の人間

の 罪を購うこ とが できたと い う教義こそ
､

キリ ス ト信仰の パ トス の
-

つ だ っ たか らであるo

｢ 司祭｣ メ リ エ が これに気づ かぬ はずは ない
｡ それならば､ 人間イ エ ス に付与 して キリ ス

ト者の信仰 を揺るがす べ き ､ キリ ス ト者にもキリ ス ト教批判者にも共通に理解されうる事

項とは何か ｡ メリ エ が 選んだそ の 属性とは ｢ 狂人 ､ 狂信者｣ であ っ た0

｢ キリ ス ト自身か
､ 彼 に似た別の ある人物が今戻 っ てきて ､

こ んな思考や想像を頭に宿し

て い ると私た ちに言 い
､ それを示 すなら ､ 当時そう思われて い たの と同様 に今でも私たち

は こ の 男を見神者 ､ 気違 い
､ 狂信者としか見なさない にきま っ て います｡ ｣ ( 0 . C リ

セ
.Ⅰ, p .3 9 7)

｢ そ して
-

そ ん なこ とが あり うるならです が -

今また彼 〔イ エ ス〕 が私た ちの と こ ろ

に戻 っ てきて昔と 同 じ言動をするなら､ また私たち自身も必ず彼を気違い ､ 狂信者と しか

見なさない こ とも確 かですo ｣ ( 0 . C .

,
t .Ⅰ

, p .4 1 0)

メリ エ は福音書 にお けるイ エ ス の 記述を､ でき る限り説得 しようとす る人 々 の 生悟次元

に近づ けようとす る｡ イ エ ス が悪魔によ っ て 山頂に運ばれ､ 世界を見渡 したと いう エ ビソ

- ドの 愚か さを言及する際に ､ 説得対象と して 自国 の人 々 をは っ き りと思 い描い て い るo

｢ 悪魔に よ っ て高い 山に運ばれて ､ そ こ か らこ の 世のすべ て の 国々 を彼 〔イ エ ス〕 は見た

と思 っ た ようです が ､ そん なことは見神者や狂信者に しか当てはまらな い の も確か ですか

ら｡ なぜ なら､ 地上に は こ の 世のす べ て の 国々 を見渡せ る山などな い し ､ わ が フ ラ ン ス の

あの 小 さなイ ヴ ェ ト王 国はお そ らく別に して ､

一

国全部を見渡せ るだけの 山さえない の は

確か だか らです｡ ｣ ( 0 . C . , t .Ⅰ, p . 4 10
-

4 1 1)

多彩なキリ ス ト教反駁論を盛り込ん だキ
ー トピ ア /J ､ 説 『ジ ャ ヤ ッ ク ･ マ セ の 旅と冒険』 の

著者テ ィ ソ ･ ド ･ パ トは
､

そ の 『書簡選集』( 1 7 2 7 年) で 『マ タイ による福音書』 第4

章の 同 じ箇所を ､ たとえば次の ように説明す る｡ こ こ は福音記者たちが部分を全体と して

表現す る修辞法を用 い た例だと い うの で ある｡

｢ こ こ では
､

悪魔がイ エ ス
ー

キリ ス トを高 い 山の 上 に運び
､ 世界の あらゆる国 々 を見せ た
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などと言われて い ますが ､ それ は不可能です｡ 地球は丸 い の ですか ら
､

そ の 表面か らい か

に高く持ち上げられて も
､

い
.

75 ､ に鋭 い 視力を持 っ て い た と して も､ 絶対 に地球 の 半分 しか

見渡せない で し ょうo ｣ ( L e ttl
-

e S CA o l

'

s ]

'

e s d e M z: S l

'

m o n 7 y s s o t d e P a t o t, L a H a y e
,
17 2 7

,

i .I
,p .2 7 5)

メ リ エ とは読者 と の 距離が ､ 記述 の 目的が異なる の である｡ テ ィ ソ ･

~
ド ･ パ トに と っ て は

一 般 に 『福音書』 の 不合理 性を明瞭 に示す こ とが ､ ある い は そ の合理 的 な読解法を示 すこ

とが 目的だが ､ メリ エ にと っ て は ､ イ エ ス が神人で はなく狂人で ある こ とを眼前 の キリ ス

ト者に納得させ る ことが必要 なの である｡

三位
一

体 ･ 受肉 ･ 聖体と い う 一 連の 教義反駁で ある にも関わらず､ 教義と して の ｢受肉｣

批判がきわめて短く ､ しかもすで に行 っ た 『福音書』 - の 歴史批評を無視 してまで ､ メ リ

エ が 『福音書』 記述をもとに したイ エ ス
･

キリ ス トの 歴史的検討 - と 向か っ た の に は ､ は

つ きりと した意図があ っ た｡ 物体的存在に切り下げた神を､ 人間と して のイ エ ス を ､ 狂人
､

狂信者と して描き 出す こ と ､ こう して人間と して の 価値をゼ ロ にまで切 り下 げる こ と､
こ

れがその ねら いだ っ た ｡

メ リ エ は『福音書』をもとに してイ エ ス を次の 3 項目に よ っ て描き判定 した い とい う｡
ト

､

世間 の 人が彼 に下 した判帆 二
､ 彼自身の 思考と話｡ 三 ､ 彼 の行 い と振る舞い ｡ ｣ ( 0 . C .

,
t .Ⅰ

,

.p ･3 9 2) 福音記者自身が以下 の よう な世間の判断を伝 えて い るとメ リ エ は言うo イ エ ス の 話

を聞い た ユ ダヤ人た ちは ､
｢ ア ブラ ハ ム は死 に ､ 予言者た ちもみ な死ん で い る の は わか っ て

い る｡

- - ･

おま えは まだ五十 にもならな い の に ､ 何世紀も前に 死ん だア ブ ラ ハ ム を見た

の か｣ と反発 し､
｢ おまえが気違 い か ､ 悪霊にとり つ かれて い るか だと い うこ とが今わか っ

た｣ ( 0 ･ C ･

,
t

･Ⅰ, p ･3 9 3) と言 っ た. また ､ おまえたちの 内に命が あるようにと
､ 自分 の 肉と

血を与えるというイ エ ス の 言葉を聞き ､
｢ 弟子 の 多くの 者たちさえそ ん な話 の ひ どさと馬鹿

らしさに耐 えかね ､ こ の 話か ら彼 は気違い にすぎない とは っ きり判断 して 挟を分か ち見捨

て て いきま した
o ｣ ( 0 . C ., t .Ⅰ

,

.
p . 3 9 4) また ､ イ エ ス が ある家で群集に 取り巻かれて しま い身

動きが取れなく なると､
｢ こ の こ とを知らされて身内の者たちがや っ て来て彼を引きだそう

と し
､
気が狂 っ て い る の だか らと言 いま した o ｣ ( 0 .C . , t .Ⅰ, p .3 9 4) さらに メリ エ は こ の箇所

に ､
｢ こ の ように狂人を取り囲み ､ そ の 後を追う の は 下層の 民衆

一

般に よく見られる こ とで

す｣ ( 0 .C
リ
t .Ⅰ

, P .3 9 4) とい う注を付 して い るo

イ エ ス の 思考と して ､ メリ エ は次の ような 『福音書』 の 要約 を行う｡ イ エ ス は次の よう

な想像を して い た ｡ すなわち
､ イ エ ス は ユ ダヤ人の 王 であり ､

ユ ダヤ の 地が彼 の 王 国にな

っ た ら使徒た ちを十 二 の 王座 ､ 食卓に つ か せ て飲み食 い させ る
､

イ エ ス の ため に親兄弟
､

資産 を捨 てた者たちにはそ の 百倍 の もの を授 ける
､ イ エ ス を信 じた もの はみ な死 なな い ､

死者 をも生き返 らせ る
､ と｡ 下層 民に語 りか ける ､ 狂信者 と して の イ エ ス の 姿をメ リ エ は

摘出して いくの である ｡ さらに ､ イ エ ス の 誓えを用 い た宣教に つ い て次の ように言う ｡
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｢ これらが たくさん の 素晴 らしい 巧妙な誓え､ 比愉だと い うの です ! こ んなも の がそ の素

晴ら しい 天 の 王 国とか の 偉大と卓越に つ い て高い観念を い っ たい与 えられる で し ょうか ｡

畑にまかれ たか ら し種と か
､ 海に投げられた網 とか

､

一

定量の ねり粉や小麦粉に混ぜられ

た パ ン 種とか い う ､ あれ ほ ど多くの あれほ ど立派な物にそれが似て い る か らと い っ て ! わ

が博士や説教師たち の 誰かが今こ んな説教 を私たちに したら噸笑されな い で し ょうか｡ 笑

われ軽蔑され るだけにきま っ て い ます. ｣ ( 0 . C .

,
t .Ⅰ

, p .40 2)

『福音書』 か ら再構成す るイ エ ス 像を､ メ リ エ は意図的に読者に身近な世界 の 中 へ 導入し

ようと して い る｡ それ だけでは ない ｡ その 貧民の中の狂信者､ 妄想家の精神の うちに ､ 盲

目的憎悪と戦闘的怒 りを見て取ろうとする｡ イ エ ス は わざと訳が分か らぬ響えを使 っ たと

さえ言うとすれ ば ､ とメ リ エ は続ける.

｢ ですか ら､
キリ ス ト教徒の キリ ス トは自ら語 っ て い るように

､
わ ざと響えで民衆に語り

か け ､ 彼 らが見て も見ず ､ 言われた こ とが 聞い てもわか らな い ように し､ したが っ て彼 ら

が け っ して悔い 改めず､ その罪が け っ して許されな い よう に したの ですか ら ､ 明らかに彼

の話や宣教に は愚か さだけでなく ､ 悪意や邪悪さもある こ とになります ｡ そ の 点で彼は軽

蔑す べ き者に なりさが っ て い ただけで なく
､

民衆の 憎しみと怒りを買 っ て当然の 者ともな

: , て い たの です. ｣ ( 0 . C .

, t .Ⅰ, p . 40 3)

実際､ イ エ ス は ｢自分が来た の はは っ きり眼が見える者を盲目にするためだ ､ 自分が来た

の は地上に平和 をもたらすた めだ と思うな ､ 戦い の 火を点けるためだと思 え｣ ( 0 . C .

,
七.Ⅰ

,

p .4 0 3) とは っ きり語 っ たて い る のだとメリ エ は結論付ける｡

｢ 心 の貧 し い者 は幸い で ある - ･ -

｣ と い うイ エ ス の 著名な ｢ 山上 の 垂訓｣ ､ 下層民の 心

を動か した であろ う宣教も
､

メ リ エ にと っ て は貧民 の 中に い る無
一

物の 狂信者の言動と し

か見えな い
｡

｢ これと同 じことを自分の 弟子 たちに言 っ たり約束したりできな い ペ テ ン師も狂信者もい

ませ ん o 弟子た ちに与える も っ と良い もの は何も持 っ て い ない 連中は ､ 彼らにせ めて何か

空 し い 希望を抱かせ ると相場はきま っ て い ます ｡｣ ( 0 . C . ,
t .Ⅰ, p . 4 0 5)

メ リ エ が設定 した 3 点目 ､
｢イ エ ス の 行い と振る舞い に つ い て｣ 以下 の 論述は簡単に見るだ

けでよい だろう｡
｢ ラザ ロ を蘇らせ た時､ というより蘇らせ るふ り をした時 ､ 彼は泣き女の

振 る舞い をし精神が動揺 し高ぶ り｣ ( 0 . C .

,
t .Ⅰ

, p .4 1 2) ､ 墓石 に近づ い て
､

天 を仰い で体を震

わせ て い た ｡ ある い は
､ ある日 ､ 突然神殿 で売り買い を して い た者たちを鞭で追い 出し

､

台や椅子 をひ っ くり 返 した｡ ある い は､ 死 の 前日 ､ 突然精神が乱れ て ､ き っ と裏切り者が

出るだろうと弟子 たちに言 い 渡 した
､ などという記述によ っ て ､ メ リ エ は具体的なイメ

-
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ジによりイ エ ス の 行動を狂信者 の 典型的行動 パ タ
ー

ン と し て描き出す｡ またそ の 後 ､ メ リ

エ は 3 番目 の 教義 ｢聖体｣ 批判に移 る前に ､ 古典古代 の 歴史家や福音記者自身 の発言をも

とに して ､ 初期キリ ス ト教徒が貧民か ら成る
-

狂信的セ ク トだ っ たと述 べ る ｡ これは メ リ

エ と同時代 の さまざまな反キ リ ス ト教地下文書作家たちにも共通 の 記述で あると ともに ､

メ リ エ 自身 の 論理展開か らすれば ､ 先の 見てきた 下層 民に取 り巻かれた 狂信者イ エ ス とい

う強烈な像 の 延長 に過 ぎない だろう｡

しか し､ こ う して証明 5 で 措き出された ､ 貧民 の い わば絶望 の 中か ら生み 出され憎悪と

闘争心 に彩られたイ エ ス の 狂信と い うテ
ー ゼ は ､ メ リ エ 自身が証明 1 で提 出した ｢宗教創

設者 - 政治的 ペ テ ン 師｣ と い うテ ー ゼ と矛盾 しない の だろうか ｡ 後者の テ
ー

ゼ をメ リ エ は

証明 1 冒頭で 次の ように提出 して い たはずで ある o

｢ 純然た る人間の 法と制度を
､

こ とごとく超自然的な神 の 法と制度だと思わせ ようとす る

の が
､
悪弊と誤謬とまやか しと嘘 と ペ テ ン で ある の は 明白で 明瞭なこ とです｡ さて

､ 世界

の さま ざま な宗教すべ てが ､ 私が言 っ た ように純然た る人間に よる発明 と制度にす ぎな い

こ と､ また最初に発明 した連中が神の 名 と権威を用 い た の は ､ 確 立 しようとする法と命令

をそれで い っ そ う速やか に簡単に受 け入れさせ るため にすぎなか っ た こ とは間違 い ありま

せん o ｣ ( 0 . C . , 七.Ⅰ
, p .4 3)

また ､ メ リ エ は古代の 東西 の さまざまな宗教的政治的 ペ テ ン師 の名 を挙 げなが ら､
モ ー セ ､

イ エ ス ､
マ ホメ ッ トを同列に扱 っ て もい る ｡ い ささか長い 引用となるが

､ メ リ エ 版 ｢ 世界

の 三大詐欺師｣ 記述 の 全体像 を引い て お こ うo

｢ ロ
ー

マ 人の 王 ヌ マ - ボ ン ビリウ ス がそ の 民の 粗野で荒々 しい 習俗 をやわ らげる の に私が

述 べ た詐術や粁計を用 い たこ とは知 られて い ます｡

- - 神 々 の どんな意志も ニ ン フ ある

い は女神 エ ゲリ アが自分に明かすと ロ
ー

マ 人たちに信じさせたの です｡

ス ペ イ ン軍の 名高い 将軍セ ル トリ ウ ス が そ の 部隊を意 の ままに動 かす の に ､ 類似の 詐術

を用 い た ことが同 じく知られて い ます｡

- - - パ ク トリア 人の 王 ゾ ロ ア ス タ ー もそ の 民に

対 して自分が与える法は神 ア フ ラ - マ ズ ダに由来する と信 じ込ま せ同 じ ことを しま したo

同様に エ ジプ ト人 の 王 トリ ス メ ギ ス トク ス･も神メ ル クリウ ス の名 と権威 の もと に自分 の 法

を民に与え
､

ス キタイ人 の 王 ザ モ ル ク シ ス はその 民に女神 ウ ェ ス タ の 名 で ､ カ ン ディ ア人

の 王 ミノ ス は神 ユ ピテ ル の名で 自分の 法を公布 しま した (『歴史大辞典』) ｡ また コ ル キ ス 人

の 立法者カ ロ ン ダス は神サトウ ル ヌ ス の名で
､ ラ ケダイ モ ン 人の 立 法者リ ュ ク ル ゴ ス は神

ア ポ ロ ン の名 で ､ 同 じくアテ ナイ 人 の 立法者 ドラ コ ン と ソ ロ ン も神 ミネル ヴァ の名で
､

な

ど以下そ の 他も同様に ､ それぞれ の 法を公布 しま した｡ と い うの も ､ 当時は それぞれ自分

の勝手な神 を持た ない 民族 はほ とん どなか っ た か らです｡ また ､
ユ ダヤ 人の 立 法者 モ

ー

セ

も自分 の 法を公布す る の に
､

彼に よれば燃 えさかる茂み の 中か ら現れた とい うある神の 名
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を用 い ま した｡ キリ ス トと異名を つ けられた マ リア の 息子 ､ 私たちが奉 じて い る キ
L
u ス ト

教と い う
一

派の 首長イ エ ス も､ 自分は自ら来た の で はなく父 である神 か ら遣わされた の で

あり ､ 父 が語る ように命 じた こ とを語 り ､ 行うように命 じたこ とを行 っ て い るにすぎない

と同 じく自派 の者 つ まり弟子 たちに請け合 い ま した｡ < 私 ハ 父ガ命ジ タ通リノ コ トヲ行ウ

ノデア ル > と言 いま した (『ヨ ハ ネの福音書』 第八草四
一

節､ 同書第五章二 四節､ 同書第
一

二章四○節､ 同書第
一

四孝三
一

節) o 魔術師と異名をと っ た シ モ ン はサ音 り

'

ァ の 民を長 い 間

IW し､ そ の 言葉や そ の詐術と魔術によ っ て彼が偉大な何物かであると信 じ込ませ ､ そ の た

め彼が語 る の を聞 い た人 々 はみな 一 人残 らず彼を神 の威力と呼びま した - - -

｡ さらにそ

の 他大勢に つ い て はもう言 い ませ ん が ､ 最後に ､ あれ ほど喧伝されて い る偽予言者 マ ホメ

ッ トも､ 自分 の 法と宗教を全オリ エ ン トに 打ち立て るの にやはり同 じ詐欺と ペ テ ン の術策

を用 い
､ 天使ガブリ エ ル に よりそれ らを天 から授けられたなどと配下の 者に信じさせ た の

です｡ ｣ ( 0 . C . , t .Ⅰ, p . 4 5 - 4 8)

明らかにリ ベ ル タ ン 的伝統をそ の ままに継承 したこ のイ エ ス 詐欺師論 ある い は政治家論は､

先の イ エ ス 狂人論とは確か に相容れない
｡ だが ､ メ リ エ は どの ように して こ の 記述を作成

したの だろうか ｡ ある い は ､ 校滑な政治家イ エ ス とい う観念を､ メリ エ は果 た して どれほ

ど重要視して い たの だろうか ｡

メ リ エ は上 の 引用に おい て ､ 典拠と して は当時の 人名辞典モ レ リ 『歴 史大辞典』 しか指

示 して い ない
｡ しか し実際には ､ こ の箇所は以下の 二 つ の 典拠を再編集 したも の にすぎな

い ｡ モ ン テ ー ニ ュ とガブリ エ ル ･ ノ
ー

デか らの引用を組み合わせ ､ メ リ エ はただそ こ に モ

ー セ
, イ エ ス の名を組 み込ん だだけで あるo

｢ ヌ マ とセ ル トリウ ス も､ 人民 の 信頼を強め ようと して ､ 愚 にも つ かぬ考えを吹き込ん で ､

前者は ニ ン フ の エ ゲリア が ､ 後者は白鹿 が ､ 自分 の お こ なう計画をす べ て神 の もとか ら運

ん でくれ るもの と思 い込ませ た｡

また､ ヌ マ はあの 女神の加護を 口 実に して 自分の 法律の権威を高めた が ､
パ ク トリア人

と ペ ル シ ア人の 立法者の ゾ ロ ア ス トレ ス 〔ゾ ロ ア ス タ
ー 〕 はオ ロ マ ジ ス 〔ア フ ラ

･

マ ズラ〕

の神 の名 をもち出 して 法律の 権威を高め たo
エ ジプ ト人の 立法者トリ ス メ ギ ス トス はメ リ

ク リウ ス 神を､
ス キ ュ テ ィ ア 〔ス キタイ〕 人 の 立法者ザ モ ル ク シ ス 〔サル モ ク シ ス〕 はウ

ェ ス タ神 を､ カ ル キ ス 人の 立法者カ ロ ン ダ ス はサトウ ル ヌ ス 神を､ カ ンデ ィ ア人の 立法者

ミノ ス は エ ビテ ル 神を
､ ラ ケダイ モ ン 人の 立法者リ ュ ク ル ゴ ス はア ポ ロ ン神を､ アテ ナイ

人の 立法者 ドラ コ ン とソ ロ ン は ミネル ウ ァ 神をもち出して
､

それぞれ の 法律 の 権威を高め

た ｡ こう してあらゆる 国家はある神を頭 に い た だ い て い る｡ 中にも嘘 の もの もあるが
､

モ

ー

セ が ユ ダヤ の 民に エ ジプ トを脱出するときに与えた神は本当 の神で ある｡ ｣ ( モ ン テ
ー ニ

ュ 『ェ セ - 』､ 原 二郎訳 ､ 岩波文庫､ 第4 冊 5 3 - 5 4 頁)
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｢実際た とえば､ か つ て トリ ス メ ギ ス トス が自分 の 法律をメ ル クリウ ス か ら､ ザ モ ル

ク
.
シ ス がウ ェ ス タか ら､ カ ロ ン ダス が サ トウ ル ヌ ス か ら､ ミノ ス が ユ ピテ ル か ら､ リ ュ ク

ル ゴ ス が ア ポ ロ ン か ら､ ドラ コ ンと ソ ロ ン が ミネ ル ウ ァ か ら､ ヌ マ が ニ ン フ の エ ゲリ ア か

ら
､

マ ホ メ ッ トが 天使 ガプ リ エ ル か ら受 け取 っ たと言 っ て い た こ とをわれわれ は知 っ て い

る｡
マ ホメ ッ トの 耳に時折､

ビ ュ タ ゴ ラ ス の 鷲やセ ル トリク ス の 牝魔 の ように こ うい う策

略 の ため仕込 まれた鳩 の姿をと っ て ､ ガブリ エ ルがささやきに来た の で ある｡ ｣ ( ノ ー デ『誤

っ て魔術の嫌疑をか けられたす べ て の 偉人たち の ため の弁明』､ 1 6 2 5 年版､ 5 0 頁)

証明 1 にお けるメ リ エ の ねら い は ､ 教会側も認め て い る異教 の ｢神聖な る ペ テ ン｣ を共通

の 定点に して ､ リ ベ ル タ ン系譜 の ｢ 宗教設立者 - 政治的詐欺師｣ と い う論を借り て ､ 宗教

一

般 の 中に キリ ス ト教をも融解させ て しまう こ とだ っ た. それで もなお キ リ ス ト教徒 が自

ら の特殊性 を主張す るなら､ 神 の唯
一

の 制度 と い う資格 を標梼する なら ､ 彼 らの 方 こ そ改

めて 明確な証拠 を出す べ きだ ､ と迫 る ことが目的だ っ た の で ある｡ 証明 1 末尾 の 次の 発言

は ､ メ リ エ の こ の 意図をは っ きり と表 して い る｡

｢ あらゆる誤謬と錯誤と詐欺と ペ テ ン が他宗教には見られ るが ､ 自派は
一

切それらか ら免

れて い ると主張 しない個別宗派は ひと つ もない の です から､ そ の 派の 真理 を打ち立 て ると

か支持す るとか主張する人 々 は ､ 自派が本当に神が設 けたもの で ある と示す の が そ の 一

人

ひ とり の なす べ き ことです し､ またそ の
一

人ひとりがその こ とを､ 理性 で疑う こ とが でき

な い ほ ど明白確実で 説得力 の ある証拠 と証言 に よ っ て 彼らの 側 で 銘々 示 す べ き で す｡ ｣

( 0 . C .

,
t .Ⅰ

, p . 7 5)

キ リ ス ト教の 立場を宗教
一

般の 地平まで切り下げるた めに ､ メ リ エ はリ ベ ル タ ン的遺産 で

ある宗教的 ペ テ ン師の リ ス トの 中に
､ 先 の ように性急にイ エ ス の名を書き込ん だ｡ しか し

こ れは ､ メ リ エ の キリ ス ト教反駁全体か ら見れば､ 論戦過程 にお け る ､ 上記 の 戦術に基づ

い た 1 ス テ ッ プに過ぎない
｡ メリ エ の最終的イ エ ス 理解は ､ 証明 5 で見てきた ｢ 無 一

物の

狂信者｣ とい う像に集約される と言 っ て よ い ｡ なぜ なら､ い わゆる キリ ス ト教信仰の ｢ 信

潰性 の 根拠｣ を反駁す る証明 2 にお い て ､ そ の最大部分をなす ｢奇跡｣ 反駁 の 中で もメ リ

エ はすで に次の ように述 べ て い るか らである｡

｢ それ [福音書] を書い た人 々 は私が言 っ たように､ 無知な人 々
､ 民衆の 屑 ､ 哀れな日雇

い
､ 哀れ な漁夫にすぎず､ 自分が語 る出来事を秩序立て

一

貫 して物語る頭すらなく ､ そ の

話は たびたび食い違 っ てさえ い る の です - - ･

｡ 彼らがそ の 生涯と事績を描い て い る男に

つ い て言 えば ､ も し本当に彼 らが言う奇跡す べ てをそ の 男が行 っ たの なら ､ 間違 い なく彼

はそ の す ばら しい 事績 - 切 に よ っ て誉められ る べ き著名 な人物と な っ て い たはずです し
､

偉大な人間がみ なそ うであ っ たように ･ ･ - - 必ずそれに よ っ て民衆か ら栄誉と称賛を勝ち
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得て い た はず です. と こ ろがキリ ス ト教徒の キリ ス トは そうしてもらうか わり に
､

一 生涯 ､

取る に足 り ぬ男 ､ 軽蔑す べ き∧間､ 狂信的な気違 い
､ さらに軽蔑す べ き哀れなろくでなし

と しか 見なされなか っ た の で す｡ で は い っ た い
､ 彼が本当に あれほ ど多くの ､ あれ ほ どす

ばら しい 奇跡 を行 っ た と信 じる こ とに どんなも っ ともらしさがある の ですか ｡ 反対に
､ 彼

は本当は狂信的な気違い にすぎなか っ た し､ した が っ てキリ ス ト教はそ の 始まり から して

ま っ たく の狂信にすぎなか っ たと信じる方がず っ とも っ ともらしい で
I
L ようo ｣ ( o . c . , t .Ⅰ,

p . 9 9
-

1 0 0)

第3 草 地下か らの メ ッ セ ー ジ

さて ､ メ リ エ が 描き出すこ の 貧民の 群れと彼 らに取り巻かれる怒りに満ちた狂信者の 姿

は､ メ リ エ と同時代ある い は啓蒙の 世紀半ばにお ける反キリ ス ト教文書の 中で どの ような

位置を占め る の だろうか｡
1 8 世紀前半の 哲学的地下文書に限ると して も､ そ の大半が既

成宗教 ある い は現行キリ ス ト教を問 い直す立場を取る以上 ､ イ エ ス - の 言及がない もの の

方が 珍しい と い える｡ 私たちはまだそれ らデ ー

タを整理 した結果を得て い るわ けでは ない

が ､ こ れまで探求の 導きと してきた視点か らメ リ エ の 位置を測 っ てみ よう｡

まず ､ 後に ｢理神論｣ ある い は ｢無神論｣ と命名される立場にた っ 者 たちが ､ イ エ ス を

人 間と して描く の は当然の こ とで あろう｡ また､ イ エ ス が無知な貧し い 民に属 して い たこ

とは キリ ス ト教教理 の 中にも組み込まれて い る共通瓢識で ある以上 ､ そ の 際に描かれる ｢ 人

間イ エ ス｣ が愚か な貧民で ある こ とも異とするに及ばな い ｡ さらに ､ 現行 キリ ス ト教から

与えられ る ｢神人 キ リ ス ト｣ と い う ､ 圧倒的な影響力を持 つ 概念を退けるた め に ､ 彼らの

ある者たちが.､ 初期キリ ス ト教以来 の 宗教論争か ら漏れ出てきた資料を用 い ､ ある い はリ

ベ ル タ ン的遺産を用 い
､
イ エ ス の 人格を痛烈に邦掩すると して も当然で あろう. しか し､

私た ちが知り たい の は
､ 各署作家が読者の 中に存在す るイ エ ス 像 をどの よう に して破壊 し

ようとす るかで ある｡

お そ らく 1 7 5 0 年代末か 6 0 年代始めに書かれた らし い ある地下文書をもとに して ､

無神論者 ドル バ ッ ク は 1 7 7 0 年 に 『イ エ ス
･ キリ ス トの批判的歴史』 を出版 した6

｡ その

中で こ の 著作家ある い は ドル バ ッ クは ､ イ エ ス の 山上 の 垂訓に触れて次の ように書く｡

｢ こ うい う慰 めと約束は どうしても必要だ っ た ｡ それ は使徒たちがそ の 企て の中で
､ また

富も権力も持たず自他に どんな生活 の利便も与えられな い頭に付き従 っ て 出会うはずの ､

あらゆる災難に対 して彼らに覚悟をさせ るためだ っ た｡ ｣ (『イ エ ス ･ キリ ス トの 批判的歴史』､

p a u l
･

H e n ri T hi r y d
'

H o b a c h , G u v r e s p h l
'

l o s o p h l

'

q u e s
,
P a ri s , 1 99 9 , t ･2 , p ･

7 27)

6
cf . R .

D e s n 6
,

< < S u r u n m a n u s c rip t u tili z e p a r D
'

H olb a c h : L
'

Hi st oi r e c ritiq u e d e J6 s u s ,

fil s d e M a ri e > >
, L e M a t e

'

1
･

1

'

al1
'

s m e d Lt X VJJT e s l

'

a cl e e t l a ll
'

t e r a t LZ r e Cl a n d e s tl
'

n e
,
P a ri s

,

1 9 8 2
, p .1 7 5)
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｢ 心 の 貧しい 者は
-

｣ とい う
.

貧民 へ の 呼びか け､ 虐げられた者たち - の 呼び か けに ､ こ の

無神論者もメ リ エ と同様に冷ややか な批評を行 っ て い る｡ だが ､ 彼はメ リ エ と違 っ て ､ こ

こ に イ エ ス の セ ク ト指導者と して の 意図 ､ 政治的意図を読み取 っ て いる ように 見える ｡ 確

かに こ の 著作家あ る い は ドル バ
ッ ク にと っ ても ､

イ エ ス は狂信者 ､ 妄想 家で は ある｡ しか

し
､

彼が措く狂信家像には政治的野) む家の 色彩が 混じ っ て い る ｡

｢ こ ういう観念 [名門の 出自､ 奇跡的誕生と い う観念] が次 い で彼 [イ エ ス] の 野心 を燃

え上がらせ ､ 本当に自分は故国で重大な役割を担うように定め られて い る ､ とだん だん信

じ込んだの かも しれ ない ｡

- - ･ だ か ら､ 自分 は実際に神か ら召命を受 け､ 預言者 たちか

ら改革者､ 頭 ､ イ ス ラ エ ル の メ シ ア と して指名されて い る ､ とわが 山師が つ い に思 い 込ん

だ可能性 はきわめて高い ｡

一

言で言えば､ 彼は妄想家で
､ そ の 妄想 に引 っ か か るほ ど単純

な連中を見 つ けた の だ｡ ｣ ((『イ エ ス ･ キリ ス トの批判的歴 史』､ ibid .

, p .7 9 1)

貧民とその 中に生まれた妄想家では あるもの の
､ どうや らこ の妄想家は ｢ 狂人｣ で はない ｡

言い 換 えれば､ イ エ ス は い ささか 知的な策略を用 い て い る の である ｡
つ まり､ こ の 著作家

は貧民イ エ ス の 愚か な政治的野心 を､ 宗教的詐欺を暴露 した い の である ｡

｢ 理神論者｣ デ ュ
･ マ ル セ が 1 7 0 5 年頃書い たらし い著名 な地下文書『宗教の 検討』7 に

見られ る ､ 冷静ない わば突き放 したようなイ エ ス 描写を見て お こう｡

｢ イ エ ス ･

キリ ス トは マ ホメ ッ トの ような人間だ っ た ｡ ア ジ アや ア フ リ カ の住民の 強烈な

想像力 は､ 彼 らを熱狂 - 駆り立て る こ とが大変多い
｡ だか らこ そ エ ル サ レ ム に あれほ ど多

く の 予言者が生まれた｡ イ エ ス
･

キ リ ス トの 振る舞い を考 えると､ 彼が 本当に人 々 が信 じ

よと言う ような者で あ っ たとは確信できない
｡ 彼は私た ちを教え

､ 救うた めに来た と人 々

は言 うが
､ どちらの こ ともしなか っ たo

- - -

1 2 人 の使徒が い た が ､ その うち の
一

人は

裏切 り ､ 権力が彼を逮捕 したときに他の 者も見捨てたの で ある｡ そ の 時 には現実が想像力

を勝 っ たわけだ. ｣ (C 6 s a r C h e s n e a u D u M a r s a i s
, E x a m e n d e l a r el l

'

g l

'

o n , 6 diti o n c ri tiq u e

p a r G i a n l u c a M o ri
,
O x fo r d , 1 9 9 8 , p . 1 68 e t p .2 6 3)

こ こ で はイ エ ス は熱狂家にすぎない
｡ 想像力におぼれて ､ 現実を見抜く こ とが でき な い愚

か な宗教教祖なの で ある｡ デ ュ
･ マ ル セ が暴露したい の は ､ 教祖イ エ ス の 知的低劣さな の

で ある｡ ドル バ ッ クにと っ ても ､ デ ュ
･ マ ル セ にと っ ても ､

イ エ ス は貧民を扇動 したセ ク

ト指導者にすぎな い
｡ 確か に

､ 『イ エ ス ･ キリ ス トの批判的歴史』 は宗教指導者 - 政治的山

師と い う政治学的テ
ー ゼ により近 いイ エ ス 像を播き ､ 『宗教 の 検討』 はイ エ ス の 検討にお い

7 cf ･ G i a n l u c a M o ri
,

< < i n t r o d u cti o n > >
, d a n s C 占s a r C h e s n e a u D u M a r s ai s

,
E x a m e n d e

l a z
･

elli l

'

o n , 0 Ⅹf o r d
,･1 9 9 8 .
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て い わば宗教学的分析 - と近づ い て い る ｡ しか し､ 彼らが神 - イ エ ス と い う像を破壊 しよ

うと ､ 共通 して読者に提供す
.
る の は ､

知的に低劣な宗教的 ペ テ ン 師 ･ 政治的 掛L ､家という

非難で ある｡ こ の ようなイ エ ス の 黒い像 に よ っ て説得され る読者とは誰なの か o 彼 らがす

で に多かれ少 なかれ啓蒙された ､ ある い は既成宗教か ら距離を取 っ て い るイ ン テ リ読者に

主と して語りか けて い る ことは明らかだろうo

後 に 『三人の 詐欺師論』 と して 地下文書の 花形となる ､ 唯物論 ･ 如申論の 書『ス ピノザ

の 精神』( 1 7 1 9 年) に播かれるイ エ ス を見よう｡ こ の 著作におい て は事情はい ささか複

雑で ある ｡ 前二者より さらに強く ､ 古い 時代の ｢神聖なる ペ テ ン｣ とい うテ
ー ゼを受け継

い で い る
一

方で ､ 貧民の 狂信 - の反発をメリ エ に劣らぬ強さで表 して い るか らである o

｢ エ ジプト人 の 格率や学問を知らぬわけで はなか っ たイ エ ス
･ キリ ス トは ､

こ の 謬見 [神

の 霊が女性を妊娠させ ると い う エ ジプ ト人の 謬見] を流布させ ､ これは自分が考えて い る

企み にふ さわ し い と思 っ た｡
モ

ー セ が無知な連中を率 い て い たゆえに どの ように して著名

とな っ た か を考えて ､ 彼は こ の 謬見を土台に しようと企み､ 盤人か の 阿呆を付き従わせ
､

彼 らに聖霊が自分 の 父であり ､ 処女が母で あると信じ込ませ た｡ 夢想や妄想 で満足する こ

とに慣れて い る こ の おめで たい連 中は､ こ の作り話 に熱を上げ､ 自然の 秩序を超えた生誕

など聞 い た こ ともなか っ た だけに ､ やすやすと彼が言 う ことを何で も信 じ込 んだo

-
- -

馬鹿者の 数に は限り がない か ら､ 彼は どこ にで も臣下を見 つ けたo しか し彼は極貧で それ

が成 り上が る の を どう しようもなく妨げた｡
パ リサイ人た ちは ､ 時には自分た ちの 派の 男

の 大月旦さに魅了され ､ 時に はそ の 不敵さに嫉妬 し､ 下層民の 定ま らぬ気分に応 じて彼をけ

な したり持ち上げたり したo 彼 は神 だと い う噛も何か流れたが ､ あの ように無
一 文では そ

の 企み が成功す る可能性 はあり えなか っ たo 彼に帰される奇跡を行 っ た の だと しても､ 金

も軍隊も持 っ て い ない の では ､ 滅びるほか ありえなか っ たの で あるo ｣ (批評版 『< < 三人の

詐欺師論> > と < < ス ピ ノザの 精神' '』､ オ ッ ク ス フ ォ
ー ド､ 1 9 9 9 年 ､ 6 6 3

-

6 6 4 頁)

『ス ピ ノ ザの精神』 が描き出す の は ､ 強烈な野心を持 っ た 悪賢 い 狂信者が
､

下層民を巻き

込み なが ら滅ん で いく 姿で ある｡ イ エ ス 否定と下層民 の狂信 - の 反発 とに お ける こ の情念

の 強さは ､
こ の 著作を成立させた人 々 が ､ ドル バ ッ クやデ ュ

･ マ ル セ とは異なる階層に属す

る こと ､ む しろ彼 らがメリ エ に近い 下層イ ン テリだ っ たことに由来する と私たちは考えて

い る｡ しか し こ こで それを詳述する必要は なか ろうQ ただ強調する必要 がある の は ､ 前二

者と違 っ て
､

こ の テ ク ス トには読者に何か積極的な説得を行おうとす る意図は感じられな

い こ とである ｡
ペ テ ン 師イ エ ス と救い ようが ない 下層 民を全否定すれば よ い の である o そ

の た めに持ち出されて い る の は
､

イ エ ス にお ける無 一

物の 絶望と邪悪な校狩さであろうo

こ の 点にお い て は ､ 『ス ピノ ザの精神』 はイ エ ス の 狂気と邪悪さと描くメ リ エ と通底して い

ると言 える｡

だが ､ 下層民 の 盲目的憎悪や愚鈍 さをやはり 非難す るメ リ エ の 眼前に は
､

い つ で も農民
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:
.

‥

三;

の 姿が ある. それは決 して下層民で はない もの の
､ そ の農民の 有り様も簡単に希望など持

て ぬ ほ ど無知と不和を内包 して い る｡

｢ 最後にまた [君主や宗教に] 反対する の は弱 い者や無知な者で もな い で し ょ う｡ こ の 人

た ちは学問も権威もな い の で
､ 自分 の糧 とされてきた これほ ど多く の誤 謬や ペ テ ン の 内実

を開けて 見る力を持 つ こ とも ､ 従う の を渋 っ ても押 し流さず にはお か ぬ 奔流の 激 しさに逆

らえるとい うこ ともありえな い か らです o 加えて ､ 人間の さま ざまな階級や身分の 間には

従属と依存の じ つ に緊密な結び つ きと連鎖が あり ､ また人 々 の 間には 必ずと言 っ て い い ほ

ど じ つ に多く の 妬み や嫉みや不実や裏切 りが あ っ て ､ 近親の 間 ですらそ うな の です か ら

人 々 はお互 い を信用できず ､ したが っ て ちょ っ と何かすれ ば何か企てれ ば､ たちま ち誰か

に暴露され裏切 られ る恐れが同時 にあるで し ょう. ｣ ( 0 .C .

,
七.Ⅰ, p . 1 7)

そ れでも彼 がまず語りかける の は ､ こ の 人たち､ ある い は こ の 人たちに 語りか ける司祭や

小官吏などで あろう｡ 『ス ピノザ の精神』 と異な っ てメリ エ に は語 りかける べ き具体的な読

者が い る｡ 愚か なキリ ス ト者で ある農民が眼前に い るとい っ て よ い
｡

｢ そ ん な時 [ ミサや秘蹟授与 の 時] あなたがたは普段 よりもうす こ し敬虚な様子 で教会に

や っ て来 て何 か の空 しい祭死 に列 な っ た り ､ 神自身の もの だと信 じ込 まされて い る言葉に

普段 よりもうすこ し神妙な様子 で聞き入 っ たりす る の を私は 見て い るだけに ､ あなたが た

の誠実さを私が そ の ように悪用す る の は い っ そ う不当だ -
- - と思 えた か らです｡ ｣ ( 0 .C .

,

t ユ p .3 2)

彼 ら - の メ リ エ の メ ッ セ ー ジは
､

イ エ ス は ただ の人間であり ､ そ れ も人間と して の価値を

喪失 した狂人 ､ 盲目的な怒 りと邪 悪さを秘めて 下層民をたぶ らか す狂信者で ある とい うも

の だ っ た o

メ リ エ の戦術は ､ い わば敵の 論理内部か らそ の根拠を掘り崩すとい う内的反駁法で ある｡

すなわち ､ 教会側 ･ 批判者側双方 に と っ て共通 の 了解事項で ある ､ 異教の 愚劣さを定点と

して設定 し､ 教会側 の 有する論理体系に絡 め取られな い ために ､ リ ベ ル タ ン 的伝統の 比 較

宗教的視点 を利用 して ､ そ の 体系 の 外に い っ たん出た上で ､ 教会側の 記述 の劣等性 を示す

こ とによ っ て キリ ス ト教の 根拠を切り崩すとい うも の で ある｡ こ の 内的反駁法 はきわめて

意識的に 行われてお り ､ それは キリ ス ト者 を説得するとい うは っ きり した 目的意識 に指導

され て い るとい っ て よ い ｡ メ リ エ が こ こ で対象とした
､

三位
一

体 か ら受 肉に い た るキ リ ス

ト教の 教理体系を､ ドル バ ッ ク は 『キリ ス ト教暴露』( 1 7 6 1 年) の 中で 次の ように簡潔

に批判 したo

｢ キリ ス ト教が モ
ー セ の 神と同じ唯

一

の 神 しか認めて い ない とい うの は 本当だろうか ｡ 三
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塵二墜と称 して ､ キリ ス ト教徒は三 つ の 神を拝んで い るで はない か｡ 最高神 は永遠の 青か

ら
､ 自分と同等な 一

人の 子 を生み ､
これ らの 神の 双方か ら､ 前二者と同等な第三 の神がさ

らに生まれる ｡

- - - こ う い う説 の不合理 を明らかにする には ､ それ をあり
.
の ままに示す

だけで 十分で はない か ｡

･ - - しか し モ
ー セ の 著作には ､

こ ういう奇妙な説 の 根拠 になる

ようなも の は記 されて い な い
. 三位

一 体の 教義が聖書に見い だされる とい うの は､ こ じ つ

けの 説明にすぎな い
｡

- - ･ ･ 第 二 の 神 ､ キリ ス ト教徒の言葉を使うと三位
一

体の 第二位は ､

人性 の 衣をまと い ､

- - - 地 上 の 罪をあが なうた めに不名誉な死 をとげたとい う｡ これが

キリ ス ト教の い う 脚 秘養で あるo
こ の 馬鹿馬鹿 し い考えは

､

エ ジプ ト人やイ ン ド人や

ギリ シ ャ 人からの 借りもの にすぎな い ｡ こ の 連中 の 滑稽な神話 の 内にも ､ 人の 形をとり ､

人 なみに い ろ い ろな弱 さを持 つ ､ そう い う神 々 が登場 して い た｡ ｣ ( ドル バ ッ ク 『キリ ス ト

教暴露』､ 現代思潮社､
6 0 - 6 1 頁､ 野沢協訳 ､ 下線強調 は ドル バ ッ ク)

三位
一

体説などはそ の ままに記述すれば､
そ の ｢ 不合理性｣ は明々 白々 で あるとい うo こ

こ ではもはや ｢ 理性｣ が勝利宣言をして い る｡ 神学体系が持 っ て いた周到さは忘れ去られ､

キリ ス ト者は説得される べ きも の で はなく ､ 切り捨て られる べ きも の で ある ｡
つ まり外部

か らの キリ ス ト教断罪と い える｡ また ､ こ こ で用 い られる比較宗教的視点､ ある い は宗教

学的知識 は､ リ ベ ル タ ン的伝統やア カデミ ッ ク な探求か らもたらされたも の であろうが､

やは り教会外部 の視点か らキリ ス ト教を相対化する役割を果たすように用 い られて い る｡

こ の ような反駁 にお い ては ､ 異教もキリ ス ト教も区別する必要などな い
､

｢宗教｣
一

般が
一

様に愚劣で あり個別的批判など無用なの で ある ｡ こ の 意味にお い て ､ こ の ような批判論理

はリ ベ ル タ ン 的伝統を直接に継承 して い ると言 っ て よ い
o また ､ 読者と して啓蒙され た 一

部 のイ ン テリた ちを想 定して い る ことも ､
こ の 伝統か ら知的 エ リ ー ト対愚昧な大衆という

枠組みを受け継 い だと言 える ｡ メ リ エ も愚昧な大衆にどの ような幻想も抱い て は い ない ｡

だが ､ メ リ エ は知的 エ リ
ー トたちの 強烈な権力志向と ､ それが 生み 出す巨大 な悪弊を農民

の世界 の 中から見 つ めて い る o

J

第 4 章 聖体の秘蹟ある い は偶有性を食 らう僧侶

化体 ( 全実体変化) および 聖体 の 秘蹟に関す る反駁でも ､ メリ エ の 戦術はそ の 形式的構

造 にお い て は変化 して い ない
｡ 教会側 ･ 批判者側双方にと っ て共通の 了解事項で ある ､ 偶

像崇拝の 愚劣さを定点と して設定 し ､ 異教徒の 金銀 の偶像と､ 聖体で ある パ ン の 偶像とど

ちらが より愚劣で あるか ､ という劣等比 較を行う｡ 偶像崇拝否定とい う共通 の 基準を用 い

て ､ 敵の 論理内部に矛盾を生 じさせ ると い う内的反駁法で ある｡ だ が こ の 第三 の 教義反駁

にお い てメ リ エ は ､ リ ベ ル タ ン的遺産を1
一

分 に活用 した前 の 二 つ の 教義反駁と異な っ て ､

キリ ス ト教内部 の 論争が提供 してきた論述を徹底的に再利用する ように見え る｡

論争を身近なもの にするた めに ､ 明 らかに宣教師によるキリ ス ト教の 海外布教を読者に
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≡
.
二

.■･

想起 させ なが ら､
メ リ エ は次の ように パ ン とな っ た神 と いう偶像 を抑輸す る｡

[ み なさん ､ あなたたちが次の ような こ とを聞か されると しま し ょう. つ まり ､ 外国 の あ

る国 々 に ､ 民衆も祭司たちも自分たちが崇める神 々 を作り食べ る ことを宗教的義務と して

い る民族や宗教が ある ､ しか もそ の神 々 は脆弱なねり粉の小 さな像にすぎず ､ 彼 らは それ

を 二枚の 鉄板 の 間で焼かせ ､ 祭司が それ を聖別 し
､

上で 四 つ の 言葉を唱 え るだけで神 々 に

変える ､ それ か らこ の神 々 を鼠や 二 十日鼠が自分た ちよ り前に食 べ て しまわ ない ように ､

風 が吹き飛ば して しまわない ように ､ 大切に箱に しまい 込み 取 っ ておく 配慮をすると聞か

され ると しま し ょ う. 作られ るや い なや ､ 今私が言 っ たように大切に箱 に しまい 込み取 っ

て おく配慮をされなければ､ 鼠や 二十日鼠に食べ られて しまい
､

- 吹き の風で さらわれて

しまう神 々 をこ の ように崇め る ､ その哀れな無知な人 々 の 単純さをあなた たちは笑 い物 に

しない で し ょ
-
ぅか ､ と言うより ､ 彼 らの 愚かさと間抜けさを笑 い物に しない で し ょうか ｡｣

( 0 . C . , t .Ⅰ, p . 4 2 3)

鼠に か じられない よう に ｢ 神｣ を箱に しまう僧侶 の 姿はあまりに滑稽だ ろう. だが ､ こ の

イメ
ー ジ はメリ エ が発明 したも の で はない ｡

｢ 司祭｣ メ リ エ が常に参照す べ き トリ エ ン ト公

会議教令がすでに具体的に播い て お い てくれたも の なの で ある｡

｢聖橿に 聖体を保存する習慣 は古く からの もの であ っ て ､ す で に ニ カイ ア 公会議 の 時にも

認 め られて い た o 聖体を病人に奉持す るために ､
これを教会に注意深く保存する の は当然

の こ とで あるばか りで なく ､ 過去 の 数々 の 公会議で命ぜ られてお り ､
カ トリ ッ ク教会 の 古

く か らの 習慣で ある｡ その た め ､ こ の 聖なる公 会議は こ の 有益な習慣 を保 つ こ とを決定 し

たo ｣ ( トリ エ ン ト公 会議第 1 3 総会 ｢ 聖体に つ い て の 教令｣ ( 1 5 5 1 年 1 0 月 1 1 日) ､

第 6 章 7 条､ デン ツ イ ン ガ -
･ シ ェ

ー

ン メ ッ ツ ァ
- 『カ トリ ッ ク教会文書資料集､ 改訂版』､

エ ン デル レ 書店 ､
2 9 0 頁)

皮肉るた めメ リ エ は ､ 化体と臨在の 教義内容を次の ように記述 して い る｡ そ して ､ こ の よ

うな言葉は ､
｢理性を逆撫ぜす る愚か し い教理｣ と して 1 8 世紀 の 反宗教的作品に頻出する

表現で ある こ とは言うまでもな い
｡

｢ その [ 人神 の] 体と血 の す べ て がねり粉像の 形姿全体､ 及び葡萄酒
一

滴の 形姿全体 の 下

に存在するだけで なく ､
そ の 像の 各部分､ 及びそ の葡萄酒

一

滴の 各部分 の 下にもそ の 体と

血 の す べ てが存在す ると､ どうや っ て納得させ る こ とができた の で し ょうか ｡ その ね り粉

像の 全実体と そ の葡萄酒 の 全実体が その 人神なるもの の 体と血 に完全に変 えられ る ､ しか

も ､ そ の 変化は
､ 件の 小さなねり 粉像と数滴の 葡萄酒 の 上で 司祭 が密か に唱える

､
た だ四

つ の 言葉の 効力と力 の お かげで瞬時に して起こ ると ､
い っ たい どうや っ て納得させ る こ と

2 0



が できたの で し ょうか ! さらに
､

司祭たちが件の 四 つ の 言葉をさま ざまな小さなねり粉像

とさまざまな畳 の 葡萄酒の 上で唱えようとする度ごとに ､ 彼 らはそれら の 実体をあ の 人神

の 体と血 の 実体に奇跡的に変え
､

こ うして そ の 人神はさま ざまな場所に同時に何千､ 何万
､

何 百万と存在 し､ しか もそ の 存在を何ら増や さず､ 自分自身を何ら分割す る こ ともな いな

どと ! ｣ ( 0 . C .

,
t J , p . 4 2 4 - 4 2 5)

だ が後世との 関連では なく ､ 記述内容そ の もの か ら見るならば､ メ リ エ は こ れを化体と臨

在に関する トリ エ ン ト公会議教令の 規定か らそ のままと っ て来たに過ぎない
｡

｢ 言葉の 力に よ っ て パ ン の 形色 の 中に体が
､
葡萄酒の 形色 の 中に血が現存する

- ･ - ･

｡ そ

の た め
､

全キ リ ス トが 両形色 の 中に ､ そ してまた 一

つ
一

つ の 形色 の中に 実際に含まれて い

る ｡ 全キリ ス トが パ ン の 形色 の 中に ､
パ ン の 形色 の どの部分にも含まれ

､ 全 キリ ス トが葡

萄酒の 中に ､ 葡萄酒 の 形色 の どの 部分にも含まれて い る の で ある｡ ｣ ( トリ エ ン ト公会議第

1 3 総会 ｢ 聖体 に つ い て の教令｣ ( 1 5 5 1 年 1 0 月 1 1 日) ､ 第3 草､ デン ツ イ ン ガ -
･

シ ェ
ー ン メ ッ ツ ァ

- 『カ トリ ッ ク教会文書資料集､ 改訂版』､
エ ンデル レ 書店 ､ 2 8 9 貢)

｢聖 なる公会議は次 の こ とを教え､ 簡単明瞭に表明する｡ まず第
一

に ､ 聖体の 秘蹟にお い

て ､
パ ン と葡萄酒の 聖別 の 後､

まこ との 神で あり ､ まこ との 人で ある我 々 の 主イ エ ス ･ 車

リス トが ､ 真に ､ 現実に
､
実体的に パ ン と葡萄酒の形色 の もとに含まれて い る｡ 事実､ 我 々

の 救い 主が 常に ､ 自然な存在の仕方で ､ 何時も天にお い て父の右 に座 して い る ことと､ 秘

蹟的に他 の 多くの 場所に実体と して現存 して い る こ ととは矛盾 しない ｡ 我 々 が そ の 現存の

方法を言葉で表すこ とは ほとん ど不可能で あるが､ そ の現存が神に は可能で ある こ とを､

信仰に照らされた帯織に よ っ て把握する こ とが できる し
､

また それ を固く信 じなければな

らな い
｡ ｣ ( 同第 1 章 ､

2 8 8 頁)

こ の 教義は説明 しがた い が
､

信仰に よ っ て 把握されると教令が命 じる の に対 して ､ メ リ エ

はそ の ような こ とで納得させ られる の か ､ と応答して い るに過ぎな い 0

しか し､ メ リ エ は こ の 教義にお い ても､ これ以上 ロ ー マ ･

カ トリ ッ ク教会の ｢形色｣ や ｢ 臨

在｣ に つ い て の 神学的 ある い は哲学的議論 に関わろうとは しない o 三位
一 体説の 時と同 じ

く ､ モ ン テ
-

ニ ュ の 同じ言葉を引 い て (文言はま っ たく同 一

では ない が) ､ 理性対信仰の 二

項対立 - と問題を送り返す だけで ある｡

｢ と いうの も､ い かに滑稽で馬鹿 げたもの でも､ 自分たちの神聖な信仰と称 して ､
ロ ー マ

派神崇拝者たちが盲目的に信 じる べ きだと思 っ て い るもの ほ どで はない か らです｡ < キリ

ス ト教徒に と っ て は ､ 信ず べ か らざる事柄に出会う こ とが ､ 信仰 - の機縁なの である｡ 彼

らに よれば ､ そ の 事柄 は人間の 理性 に反すれば反す るだけ
､

理性にかな っ て い る の である

> ( モ ン テ ー ニ ュ の 『ェ セ - 』 四六 六頁) と モ ン テ
ー ニ ュ 殿も言 っ て い ます o ｣ ( 0 . C . ! t .I ,
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p . 4 2 8)

プリ エ はやは り実証神学の 地平 に攻撃ポイ ン トを絞るo 彼ら の ｢ 玄義｣ は 『福音書』 の 暖

味な数節に立脚して い るにすぎな い
､ 自分は神と 一

つ だ (『ヨ ハ ネに よる福音書』 第1 0 章

3 0 節) ､ 弟子 には 自分と神か ら発する霊を送る (『ヨ ハ ネによ る福音書』 第1 4 章 1 6 -

1 7 節) などと い うイ エ ス の 言葉か ら三位
一

体説が作られ た､ イ エ スかパ ン とブ ドウ酒を

取り ､ こ れは自分の 体と血だか ら飲め と言 っ た (『マ タイ に よる福音書』 第 2 6 章 2 6 - 2

8 節) こ とから化体説が作られ ､ 自分を記念 して同 じ こ とをせ よと使徒にイ エ ス が言 っ た

(『ル カ に よる福音書』 第2 2 章1 9 節) ことから聖体 の 秘蹟なるもの が制定された
､

それ

だけの こ となの だ､ と読者にメリ エ は語るo

｢ み なさんは それを知 っ て驚かれて い るで し ょう -
- -

o しか し､ み なさんに はそれをま

っ たく 明らか に ､ 少 しも包み 隠さずに話さなければなりません ｡ 彼ら [ 神 ･

キリ ス ト崇拝

者の博士 たち] が基盤と して い る の はまさ しく ､ 狂信的な彼 らの 神 ･ キリ ス トの 無意味で

唆味な数語にすぎない の です｡ というの も ､ 彼は前に私が論証 したよう に
一

人の 狂信者に

すぎなか っ たからです｡ ｣ ( 0 . C .

, t .Ⅰ, p . 4 2 9)

三位
一

体 ､ 受肉 ､ 聖体とい う ロ ー マ ･

カ トリ ッ ク教会の 根幹的教義はす べ て ､ イ エ ス と い

う
- 狂人 の 暖味な数語に根拠を有す るに過ぎない

o これが 三 つ の教義に対す る教義批判と

して の ､ メ リ エ によ る最終的応答で あろうo そ の反駁 の中心 に置かれて い る の は ､
｢ 狂人イ

エ ス｣ の像で ある｡

メ リ エ はそ の反駁 の 過程 の 中で
､

トリ エ ン ト公会議以降の ロ
ー

マ ･ カ トリ ッ ク教会か ら

与えられた至 高の ､ 霊的な神概念と い うも の を
､ 次々 に物体的な､ 物質的な神 の 姿 へ と切

り下 げて きた ｡ 神 の 出産と い うイ メ ー ジ によ っ て神を人間化 し､ イ エ ス に より神 を貧民の

狂人と化 し､ 全実体変化により鼠に引 かれ る パ ン屑 に変え た｡ こ の 側面から見るならば､
｢ 霊

的な神｣ は後世 にはさらに卑しい 物体にまで身を落として ゆく だろ うo 『ジ ュ ス チ
-

ヌ また

は 美徳の 不幸』( 1 7 9 1 年) の 中で ､ サ ドはリ ベ ル タ ン の プ レ サク に次の ように言わせ て

い る｡

｢ あれ [イ エ ス] は も っ とも軽蔑す べ き人間だ っ た｡ だれよ り不器用な べ テ ン 師 ､
こ れま

で に出現 した中で最大に愚鈍な い かさま師だ っ たの に ､ そ い っ が神となり ､ 父 に 匹敵する

神の 息子とな っ たo

- - - 架空の 父 親は胸襟を開 い てそ い つ を迎 える . もともと単
一 だ っ

た創造主 の 存在は ､ 父 の偉大さに匹敵す る こ の 息子 の 気に入る ように ､ 三倍に もな っ た｡

だが ､ 聖なる神はそ こ で止 め るか とい えば
､ もちろん否だ.

･
･ ･ - ぼく たちの 目に 映る

一

切の もの を創造 した そ の 偉大な神 は
､

司祭 つ ま りは嘘と悪事 にまみ れた い か が わ しい 者の

言い なりに なり ､ 転朝 - り下 っ て は
一 千万 回か

一

千 二 百万回も こね粉の ひ とか けらに降り
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てく る｡ イ言徒が消化 しなければならな い そ の こ ね粉は ､ やがて彼らの 臓肺の 奥底で世にも

卑 し い排唯物に変わるはずだ o ｣ ( サ ド『ジ ュ ス チ
-

ヌ または美徳の 不幸』､ 岩波文庫､ 1 2

4 -

1 2 5 ペ ー ジ ､ 植田祐次訳)

だが メリ エ にと っ て は ､ 架空 の ｢霊的神｣ を卑 しい 物体と して 提示 し ､ 神の 不在を示 すと

こ ろが終着点で は ない o 彼に は明確な ｢ 社会的｣ 目的があるか らであるo

｣ 一

体誰が こ の よ

うな神を必 要と した の か｡ こ の 神の ご利益は誰が受ける の か｡ 誰から何を取り戻せとメ リ

エ は読者 に知 らせ る の か｡

｢ 聖体 の 秘蹟｣ の 教義は ､ 神人 キリ ス トに関す る教義であると同時に ､ 教会とそれが有

する権威に つ い て の 教義でもある｡
ロ ー マ ･ カ トリ ッ ク教会組織存続を基礎付ける理論でも

あるo こ の秘蹟に 関す る ､ カ トリ ッ ク側 とプ ロ テ ス タ ン ト側と の激 し い長 い 論争は､
｢真の

教会｣ を定め る論争で もあ っ たo キ リ ス ト教会が共通に唾棄す る ｢偶像崇拝｣ が論点とな

り ､
｢真の教会｣ の 権利が賭けられて い る以上 ､ こ の論戦に終結の見込み などなか っ たと い

える｡ ヴオ ル テ
ー

ル は 『哲学辞典』( 1 7 6 4 年) の ｢化体｣ の項目で次の ように書く ｡

｢ プ ロ テ ス タ ン ト､ とりわけプ ロ テ ス タ ン トの 哲学者たちは ､ 化体を僧侶の破廉恥と俗人

の痴愚 の きわみと みな して い る｡

- - - パ ン の 中に神が い る ばかりか ､
パ ン の か わりに神

が い る. 十万 の パ ン 屑が
一

瞬の うちに同数の神 となり ､ こ の 無数の 神 々 が唯
一

の神で しか

ない ｡ 白い体 の ない 白さ､ 丸い体の ない 丸さ｡ ブ ドウ酒は血に変わ っ てもブ ドウ酒 の 味が

あり ､
パ ン は肉体 と筋肉に変 わ っ てもパ ン の 味が ある｡ 以上 の す べ てが 使徒的 ロ ー マ ･

カ

トリ ッ ク教 の 敵どもに 恐怖 と軽蔑を吹き込 み
､

こ の 恐怖と軽蔑が度を過 ごすと憤激に変わ

る こ とが ある の だ｡ ｣ ( ヴォ ル テ
ー ル 『哲学辞典』､ 法政大学出版局 ､ 3 9 5 ペ ー ジ

､ 高橋安

光訳)

理神論者 ヴオ ル テ
ー

ル は､
｢ 化体｣ とい うキリ ス ト教教義の 不条理 さを際立 たせ るために ､

わ ざと こ の説 の 哲学的側面を強調 して い るが
､ 論争当事者た ちが ｢ 恐怖と軽蔑｣ か ら ｢憤

激｣ - と到る の は ､
こ の 論戦で偶像崇拝という罵倒が繰り返 され ､ 教会の其正性と い う最

大の 賭け金が両派で争われて い る からで ある ｡ こ の ような問題 の 本質には 変わりは ない も

の の ､ 1 7 世紀後半､ メ リ エ の 時代になると ､
｢ 化体｣ と ｢ 臨在｣ に関するカ トリ ッ ク教会

とカ ル ヴァ ン派 と の論争は
､

こ の カ トリ ッ ク的教義に連続性 はあ っ たか とい う教会史的問

題 に論点を移 して い っ た8
o

一

般的に ､ 聖体問題 に関するメ リ エ の 論駁が自然神学的論述で

はなく実証神学的論述 を中心 と して行われる背景と して
､

1 7 世紀後半に到 っ てカ トリ ッ

ク ･ プ ロ テ ス タ ン ト論争 に歴史批評的側面が導入されてきた こ と､ さらには
､

カ トリ ッ ク神

8 A lfr e d R 6 b elli a u
,
B o s s u e t h l

'

s t o n
'

e n d LZ P r O t e S t a n tl
'

s m e
,
P a ri s

,
1 89 1

, p ･32
･

33
, p .5 9

･

6 0 .

野沢協 ｢メ ル キ セ デク の横死 - 『歴史批評辞典』 の歴史批評｣ ､ 『ピ エ ー ル ･ ベ ー ル 著作集
第 3 巻』 解説 ､ 法政大学出版局 ､

1 2 1 0 頁)
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蛋

学校にお ける教育がそ の中心 を ス コ ラ神学か ら実証神学 - と力点を移 して い たこ とを想定

しても無謀で はな い だろう｡ だが問題 を具体的に限定 しようo 少なくとも ､
メ リ エ が聖体

論争に偶像崇拝断罪と い う共通 の基 準を設定する ことには
､ 先の ようなカ トリ ッ ク ･ プ ロ

テ ス タ ン ト論争か らの 影響を考えて よ い と思われる｡ 1 6 6 0 年代か ら 7 0 年代 にか けて

の 聖体論争の 始 めにお い て ､ カ トリ ッ ク教会側と して ニ コ ル は 次の ように述 べ るo

｢ も し使徒以来 の教会全体にお ける意見の
一

致が真理の確 かな証拠でな い と したら､ 聖体

にお けるイ エ ス
･

キリ ス トの 臨在を教会全体が常に信 じてきたにも関わらず ､ こ の信仰が偽

り で あるとい うような こ とが ありうると したら､ 教会が犯罪的な誤謬と偶像崇拝的な崇拝

に常に荷担 してきた可能性が あると いう こ とに な っ て しまう｡

こ う して ､ す べ て の 殉教者 はた だ偶像崇拝の た めに証を した こ とにな っ て しまう｡ 教父

たちは偶像崇拝の博士 たちで しか なか っ た ことに な っ て しまう｡ 教会全体 が ､ ただ別 の偶

像崇拝を導入す るために異教徒 の 偶像崇拝を打ち壊 した ､ 金や銀や木や 石 - の 崇拝の 代わ

り に パ ン - の崇拝を導入 した､ 偶像崇拝者の集団にすぎなか っ たと いう こ とに な っ て しま

うo これ は信仰の
-

か条を打ち壊すだけで なく ､ 信仰その もの を打ち壊すこ とだ. ｣ ( ピ エ

ー ル ･ ニ コ ル『聖体に 関するカ トリ ッ ク教会の信仰の 永続性』､
1 6 6 4 年 ( 1 6 6 6 年版) ､

3 - 4 頁)

メ リ エ の 立場か らすれ ば､ そ の 通り の こ とだと して
､ 宗教論争 内部にお ける こ れ らの 表現

を十 二 分に活用 した で あろうo だが ､
こ こ に語 られる偶像崇拝の 博士たちは ､ 何故に こ の

偶像崇拝を維持す る の か ｡ そ の理由 の 隠された秘密をメ リ エ は暴きた い の で ある ｡

｢ わが博士 たちが ､ その先頭に 立 っ て 天使的博士 とい う人 〔ト マ ス ･ ア ク イ ナ ス〕 さえ

もが
､ 彼 ら の ねり粉製の 小さな像や偶像 の 前に揃 っ て恭 しく平伏する様 を私が 見たり思 い

描い た りする時｣ ( 0 . C . , t .Ⅰ
, p . 43 4) ､ そ れはま っ たく噸笑に値す る光景だ とメ リ エ は言う.

だ がそれ は愚劣 な光景と いうだけで はすま ない D

｢ しか し､ 同時に憤慨する理由もある の です｡ 他の 人 々 を誤謬か ら引き 出 し､ あの ように

空 し い 愚か な迷信か ら目を覚まさせ る べ き当 の 人 々 が
､ まさに他人をそ こ に陥れ

､ 毎 日そ

の講話 と手本 で可能なか ぎりますます深く沈め て い る の を見 るわけですか ら. しかも ､ そ

うす る主要な目的が
､ そうや っ て自分たちの ために い っ そう多く の利益 を引き出すこ とな

の ですか ら｡ とい うの も､ も し彼 らが そ こ に自分た ちの利益や個人的な利 点を見出 して い

ない な ら
､

こ ん な空 し い 滑稽な迷信をこ とさら保 ち､ 引き立 て る労などほ とん ど取る こ と

は ない で し ょうか ら｡ またも し
､ そ ん なこ とに つ い て他人に言う こ とを心 か ら信 じて い る

ほ ど無知で愚か な人が彼 らの うちに い るなら､ そ ん な人は 賢者の 席 に座 るより
､ そ の 点で

ロ バ の まぐさ棚 に付 けられて連中と
一

緒に ア ザ ミを食う方が確か にふ さわ し い だろ うと私

は思 います. ｣ ( 0 .C . , t .Ⅰ, p . 4 3 5)
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また メリ エ は
､ 彼 らが血 道を

.

b げる聖体論争の ス コ ラ学的側面には何の 興味もな い o 問題

はやはり ､ なぜ ス コ ラ学的論議が案出され るかと い う理由である｡

｢ わが偶像崇拝 の 神 ･ キリ ス ト崇拝者 の 方 々 は こ こ で以上の 論拠 の 力をかわ そうと ､ き っ

とそうなさる つ もりで し ょうが ､ さまざまな偶有性か ら実体を､ 実体からさま ざまな偶有

性を区別 し分離 しようなどと しない で い ただきたい = ∃分たち の誤謬と恥をおお い 隠そう

と ､ こ こで 次の ような ことを言 い 出さな い で い ただきたい ｡ つ まり ､ その神聖で聖なる聖

体とか い うも の にお い て彼 らが拝ん で い る の は け っ して パ ン やねり粉で はない
､

パ ン やね

り粉は もはやそ こ にはなくそ の 偶有性 ､ つ まりそ の 日に見える形色ある い は外観が残 っ て

い るだけで ､
パ ンやねり粉の 実体はす べ て真の神に して真の 人間たる彼 らの 主イ エ ス ･ キ

リ ス トの 体と血 に変えられて い る ､
したが っ て ､ 自分たちは木石や金銀 の像や彫像を拝む

だけで真の 神 を拝ま な い 異教徒の ような偶像崇拝者で は断 じて ない な どとo ｣ ( 0
. C .,

t
.Ⅰ,

p . 4 5 0)

メリ エ が こ こ で ｢ 形色｣ とい うカ トリ ッ ク教会の 聖体に関する理論を持 ち出す の は ､ 単に

そ の 哲学的不 毛さを論難するためで はない
｡ メ リ エ は抽象的な宗教論争の 向こ う側に

､ 聖

職者支配の 秘密を暴きた い の で ある ｡ 読者に ｢ 形色｣ とい う理 論の 裏で 奪われた ｢ パ ン｣

を取り戻させたい の である｡ メリ エ が用い るウル ガタ聖書では ､ 『ダ ニ エ ル 書』 に今日正典

とされ る部分以外に ､ 外典とされる第 1 4 章 (『ベ ル と龍』) が付加 され て い る｡ それによ

れば ､
バ ビ ロ ン に べ ル と呼ばれる偶像が あり ､

これ に ､ 毎日 ､ 上等の小麦粉を 1 2 ア ル タ

バ
､ 羊を 4 0 頭 ､ 葡萄酒が 6 樽捧げられ て い た ｡ こ の 偶像崇拝に つ い て ､ 王 と言 い争 っ た

ダ ニ エ ル は ､ 祭司たちの ペ テ ン を暴 こうと ､ 供 え物が捧げられた後に ベ ル神 の 食卓の 周り

に灰 をま い てお い た｡ そ してそ の 夜､ 秘密の 扉を通 っ て飲み食い しに来た ､ 祭司 とそ の 家

族 の 足跡を翌朝王 に示 したと いう ｡ メ リ エ が ｢ 聖体｣ に関する精妙な屈理 屈が意味するも

の と し て 読者に 示 した い の は ､
こ の ベ ル 神の 司祭たちが飲み食い する滑稽 な光景な の であ

る ｡

｢ も したとえば
､
ダ ニ エ ル の 予言書で語られて い る ベ ル偶像神 の祭司たちが (『ダ ニ エ ル書』

第
一

四章) ､ 現在の わが ロ
ー

マ 派 ･ 神 ･ キリ ス ト崇拝者たちの ように巧み に ､ 巧妙に､ ある

い は抜け目なく実体を偶有性 から区別するすべ をこ こ ろえ､ 彼 らの神 ベ ル は毎日捧げられ

るあの 大量の パ ン や葡萄酒や肉す べ て の 実体を食べ る だけで ､ 彼ら つ まり彼らとそ の 妻子

にその 偶有性 だけを食物と して残す の だと言 っ て い たなら､ また ､ 人 々 が彼らの 言葉に基

づ い て彼 らの その ような素晴らし い精妙な教理を信じて い た なら､ 彼らとて そ の 偶像 - の

捧げ物を隠れて 食べ ずともよく ､ 彼らもそ の 妻子も神 の 結構な残り物を衆人環視の もとで

何の 危険もなく気分良くた らふく食 べ られた こ とで し ょうo 彼らとて間違い なくも っ とう
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まく事 を運び ､ も っ とうまくそ の ペ テ ン を隠 しおおせ た ろう し､ あの ように詐欺行為を見

破られて 大恥をかき ､ そ の罰をあの ように悲劇的に受ける悲痛 を味わう こ ともなか っ たで

し ょうo 平然と人 々 を嘱すため の あの ように素晴ら しい 秘密が 当時はまだ思 い つ けなか っ

た ようです｡ ｣ ( 0 . C . , t .Ⅰ, p . 4 5 2 )

神事 の 専門家として の 聖職者団体 - の批判 ､ そ の 団体が不当に神的権威を横領す る こ と
､

ある い はそ の 横領 を根拠に して権力や富を独 占す る こと ､ などに対す る激 し い 批判 が ､ プ

ロ テ ス タ ン ト諸派 の カ トリ ッ ク教会批判 の 中にも､ またリ ベ ル タ ン 系譜 の反教権伝統 の 中

にも ､ 数多く見られる の は言うまでもな い9
｡ だが こ こ で メ リ エ が提示す る の は ､ そ の よう

な反教権の 一 般的な言辞では ない
o メリ エ と読者の 心的世界 にと っ て は所与と して基盤を

なす ､ トリ エ ン ト公会議以後の カ トリ ッ ク教会で 強調 された主要教義､
三位

一

体､ 受肉 ､

聖体の秘 蹟とい う
一

連の 教理体系批判の 帰結と して ､ 聖体問題 か ら生 じるあらゆる思弁的

論 は ､ 夜陰に隠れて神 - の捧げも の を飲み 食いする ｢ ベ ル神 の 司祭 た ち｣ が所詮 はそ の 保

身 の た め に編み 出 したもの にすぎな い
､ と言う の である｡

お わりに

キ リ ス ト教の 教理体系の 中でそ の 根幹をなす､ それ ゆえに複雑 な思弁的論議 を提供 して

きた 3 つ の教義 を反駁す るた めに ､ メ リ エ はそ の 論述 の根底 にお い て独樽な戦略を用 い て

きた ように見える o 三位
一

体の神を｢ 出産す る神｣ 10 に帰着させ ､ 神人キリ ス トを柑の 狂人
､

神 に懸かれた乞食と して播き､ そ の 肉としてねり粉の
-

か けを恭 しく与 える儀式 の 背後に ､

そ れ を司る具体的な人 々 の 支配 の 秘密 を暴い た ｡ 生活 の 糧で ある パ ン を奪う人 々 の 支配 の

秘密 を暴 い たo こ の 即物的とも見える戦略が意味するもの は何だ っ た の で あろうか ｡

メリ エ は 『伝道 の 書』 第 9 章 5
-

9 節を､ 遺言書た る 『覚え書』 の 中で好 んで幾度か引

用す る｡ 読者の ため に フ ラ ン ス 語 に訳すそ の 文言は少 しず つ 変化す るが
､ 彼が言 い た い こ

とはただ 一

つ である｡

｢ < さあ
､

あなたは行 っ て ､ 友とともに あなた の働き の 果実を心安らか に飲み
､ 食 べ るが

よ い
Q あなたは行 っ て ､ 愛す る女性とともに人生 の 喜びと満足を楽 しむが よ い

｡ それが あ

なた の 受ける分で あり ､ それが あなた の 取り分 ､ こ の 世で あなたが 期待で きる福だか らで

あるo あなた が い っ か行く墓 の 中 には ､ もはや あなた に と っ て知識も感 情もな い の だか

9 メリ エ は証明 6 の ｢修道士｣ 批判の 際に ､ 1 7 世紀前半 の カ トリ ッ ク教会改革運動の 中で ､

激し い修道士批判 を展開 した ベ レ
ー

司教 ジ ャ ン ･ ピ エ ー ル ･ カミ ュ の 著作を大幅に利用 し

て い る｡

1 0 こ の テ
ー

マ に つ い ては
､ 拙論 ｢ ジ ャ ン ･ メ リ エ 研 究ノ

ー ト -

神 の 生殖能力｣ ､ 千葉大学
『社会文化科学研究』 第5 号 ( 2 0 0 1 年 2 月) ､ 2 7 3 - 2 7 7 頁をも参照｡
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ら - - - >
o これ こそ ､ わが迷信深 い神崇拝者たちやわが迷信深い キリ ス ト崇拝者たちが ､

あの 世で の 褒美 なるもの や罰なるもの に関 して誤謬に陥 っ て い ること ､ また無知な民衆を

そ の 誤謬に虚 しく つ なぎとめて い るとい うこ と､ それを示すの に望み うる
こ

番明らか で説

得力 ある証言 の ひと ぅ なの ですo ｣ ( 0 ･ C ., t .ⅠⅠ
, p .3 3 2)

｢ あなた｣ もそ の ｢ 友｣ も
､ 同 じく迷信深 い ｢無知 な民衆｣ にすぎまい

. こ の ことにメリ
エ は疑問を持ちは しない だろうo その ｢ あなた｣ や ｢ 友｣ か らなる農民たちは彼 の 『覚え

書』 を果た して読みう る の か o 同僚の 司祭た ちなら､ 村の小官吏たちなら､ ある い は有意
の知識階層なら､ それを理解する可能性もあるだろう｡ だが ､ メ リ ェ が 働きの 果実を 一

切

手渡すなと語りか ける農民たちに ､ 教義論争など読み うる素養はあるま い ｡ しか し､
｢ 宗教｣

は個 々 人の 信念 にまで根を張るか らこ そ力 を持 つ
o それは具体的な社会的構造物な の だ｡

メ リ エ が証明 5 の 教義反駁に お い て ､ そ の 議論をより具体 -
､ より物体的イメ ー ジ へ と導

い てきたの は
､
｢ 宗教｣ の こ の 秘密を熟知 し､ 無限の 時を前提と しながら常に眼前に ｢読者｣

たる村の農民たちを想 定して い たからであろう｡ い っ か どこ か の宇宙の ｢ ジ ャ ン ･ メ リ エ｣

は , 読者の農民と出会うこ とが あるだろうか ｡
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議2
■

聾

第 2 部 霊魂を逃れて - ジ ャ ン ･ メ リ エ の 霊魂論の背景と構造

は じめ に

せ め て来世 が あれ ば､ 霊魂が あれば ､ と人 は願う｡ 身近に い た農民たちの その 願 い に倣

慢さは なか っ たで あろうD しか しそ の夢を掠 め取 っ て い く者 たちが い るo そ の 者たちとの

軌 ､ をメリ エ は始め なけれ ばならな い o 霊魂の 不滅は人 の 願望だ.

｢ それ は教える人の 夢で は なく希望する人の 夢だ.｣ ( モ ン テ ー ニ ュ 『ェ セ
-

』､ 岩波文庫､

第3 冊 2 0 9 ペ ー

ジ ､ 原 二 郎訳)

死す べ き人間に希望が あると したら､ それは こ の 世界に関わるもの だ0
｢ 霊魂｣ に つ い て語

る べ き ことが あると したら ､ 夢の 言葉では なく教え る言葉以外に ない
｡ こ の ようなメリ エ

の信念 はは っ きり して い る . しか し､

一

田舎司祭に どの よう な教える言葉が あるだろう｡

これ は困難な戦 い となるはずで ある｡ メ リ エ は 『覚え書』 証明 8 で 霊魂の 問題 を総括的に

扱うo そ の末尾で ､ 自分が引用 した先 の モ ン テ ー ニ ュ の言葉 ( 0 ･ C .

,
t .Ill , p . 1 1 8) に呼応す

る ように ､ 以下 の ようなまと め を書く｡

｢ これまで それに つ い て私が 言 っ て きた こ とだけで十分､ わがデカ ル ト派 が称す るように

私 た ちの霊魂は精神 的でも不死 で ある の で はな い こ とをは っ きり示 すに は足 り るで し ょう｡

そ して霊魂の本性やそ の 働きを十分明瞭に知 る こ とは先 に言 っ た理由か ら困難で は あり ま

すが ､ そ れに もか かわらず私 たちが物質で しか なく ､ 私た ちの 一 番精神的な思考も私たち

の脳 の 物質の なか に しか存在せず ､ それ は脳 の 本来の 構成 に依存 して の み 起こ る こ と ､ し

たが っ て 私たちが霊魂と呼ん で い るもの も私た ちの肉体の も っ とも軽くも っ とも微細 でも

つ とも活発 な物質の 一

部に他ならな い はず で あり ､ こ の 物質は より大きなある割合 の 他の

物質と 一

定の 仕方で混 ざり合い 変様 し
､

こ の物質とともに有機体を構成 し､ そ の 連続的な

活動で有機体に生命や運動や感覚をあたえて い るとい うこ とを私たち自身自分 の 内外で 十

分確 実に感 じて い る の です｡ ｣ ( 0 . C . , t .ⅠⅠⅠ
, p . 11 8 - 1 1 9)

これ が霊魂の 精神性 ､ 不死性 - の 掛 ､ の 後に ､ メ リ エ が行 っ た慎ま し い総括で ある｡ 具体

性を欠く まとめ と言わざるをえな い し､ 日常経験と内観に根拠 をお い た ､ 推論 に基づく 一

種の 信念 の表 明とも見える｡

しか し
､

その 唯物論的説明 の 貧弱さを思想史内に定位してみ るだけで は
､ メ リ エ の 営為

の 意味も
､ 当時にお ける唯物論生成の現革も私たちの 辛か らすり抜けて しまうo 私たちは

メ リ エ の 霊魂論 を首尾
一

貫 した積極的な報告と して で はなく
､

試行錯誤 の 試論と して 追 っ
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て 見た い と思う . メリ エ が与えられたも の だけを稀りに ､
い か に して希望にた どり着こラ

と した か
､ そ の 苦闘を見た い と思う｡

第 1 章 デカ ル ト派 の 新奇な発明

メ リ エ は 証明 8 を霊魂の精神性 に つ い て の 検討か ら始める ｡ 霊魂は物質で ある肉体を動

かすの で ある から物質的なも の である ､ 古代人は い つ もそ う考えて い たと述 べ
､ まずその

名前 の 列挙をメ リ エ は行うo

｢ 古代人は い っ もそう考え､ また い つ もそ う信 じて い ま した｡ それ ゆえ大部分の哲学者や

神学者た ち ( ユ ダヤ人 の フ ィ ロ ン
､ 殉教者 エ ス テ イ ノ ス

､ テ オ ド レ ト ス
､ オリゲネス

､ ラ

ク タ ン テ ィ ウ ス
､ 聖ヒ ラリウ ス ､ 聖ア ン プ ロ シ ウ ス ､ 聖アウダス テ ィ ヌ ス

､ 聖 ベ ル ナ
ー

ル)

も これ以外 のイ言念を持 っ て い ませ んで した｡ またそれゆえ ､ 彼 らは霊魂が物体的で物質的

なも の で あ ると信 じた ばか りか
､ 天使や神自体も体や物体的な形を持た ない訳では ないと

信 じたの です o

-
･ わが新参のデ カ ル ト派哲学者たちが

､ 物体と精神の 間にあると思 っ た ､

あの 見事で巧妙な区別に彼らはまだ思 い到 っ て い なか っ た の ですo ｣ ( 0 . C .

,
t .ⅠⅠⅠ

, p . 1 5 - 1 6)

霊魂の 物質性 を主張 したと い うこ の 教父 リ ス トに どれほ どの根拠が ある の だろう｡ なに し

ろ ､ 4 大教会博士 で あるア ン プ ロ シウ ス やアウグ ス テ イ ヌ ス まで含まれ て い る の で ある ｡

だ が
､

こ の リ ス トの 奇妙さは逆にメ リ エ の 思索の 背景 の 一 端を指し示 してくれ るo

キリ ス ト教の 初期教父 たちに対す る こ の ような ｢非難｣ ､ それと呼応 して 主張される､ デ

カ ル トに よ る物質 ･ 精神問題 の根本的刷新とい う構図は ､ メ リ エ が 『覚え書』 を執筆して

い る当時ある程度 の 共通了解事項 とな っ て い たようだ｡

｢デカ ル ト氏が 出るまで ､ 神学者であれ哲学者で あれ､ われらの 学者たちはみ な精神 にも

延長を与えてきた｡ 神には無限の 延長を ､ 天使や理性的霊魂には有限の延長をである｡ ｣ ( ど

エ ー ル ･ ベ ー ル 『歴史批評辞典』 ｢ シ モ ニ デ ス｣ の 項 ､ 往 F ､ 『ピ エ ー ル ･ ベ ー ル著作集』

第5 巻､ 5 6 7 頁 ､ 野沢協訳)

プ ロ テ ス タ ン トが対カ トリ シ ス ム 論争にお い て 蓄積 してきた知的遺産 ､ またそ の論争過程

で彼らが行 っ た初期教父 の 地位の相対化 ､ それらの 上に べ - ル の こ の ような発言が位置づ

けられる こ とは確か だが ､ こ こ でそれに触れ る必 要はない ｡ 教父 の 著作 一 般 に対して低い

評価を与えるプ ロ テ ス タ ン ト側 だけでなく､ デカ ル ト派哲学を吸収 したカ トリ ッ ク側の
一

部にお い て も同様 の構 図は 見られる ｡ カ トリ ッ ク正統派 にも受け入れられた レ ヴ ェ ッ ク
･

ド ･ ビ ュ リ ニ イ 『異教哲学史』(全 2 巻､ イ
､ - グ､

1 7 2 4 年) も､ 初期教父 たちの霊魂に

関する考えを次の ように述 べ て い る ｡
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蓉′

p
･

｢ 教会の 初期教父 たちは こ の問題たっ い て ､ じぶん たち の 見解をあま り 正確に述 べ て い な

い
｡ 聖 エ イ レ ナイ オ ス は こう述 べ た｡ 霊魂は息である｡ それ は粗大 な物体と比 べ る なら､

非物体的で ある｡ それ は人間 の 肉体に類似 して い る - - -

｡ テ ル ト クリア ヌ ス は そ の 全著

作 の 中で
､ 霊魂は物体的である と仮 定 して い る

- - -

｡ 聖書 が こ の 過ちを説 い て い ると彼

は信 じて い る｡ 聖 エ イ レ ナ イ オ ス の ように
､

霊魂は肉体と似た形態を掩っ て い ると彼 は考

える
- -

-

｡ タ テ ィ ア ノ ス は 霊魂の 中には畿つ もの部分が あり ､ 霊魂は物体的であると断

言 して い る｡ オリゲネス は こ の 問題 では決断 しなか っ た｡ 聖 ヒ ラリウ ス は自分 の 見解を十

分に は っ きりと述 べ て い ない - - -

｡ 聖 ア ン プ ロ シ ウ ス は聖三位
一

体 しか精神的なも の と

認 めて い ない
o カ ッ シ ア ヌ ス は非物体的なも の としては神 しか存在 しない と断言 して い る.

ゲ ン ナデ ィ ウ ス も同 じ事を言うo タ ラウデ ィ ア ヌ ス ･ マ メ ル トク ス に よ っ て反駁 され たメ

トデ イ オ ス とリ エ の フ ァ ウ ス トク ス は ､ 霊魂は物体的であると信 じて い たo こ の 誤謬 はテ

オ ドシ オ ス の 断片にも見られる ｡ 福音の 助 けにも関わらず ､ これ ほ ど偉大 な人 々 さえ真理

を知 らなか っ た なら､ 理性以外 に諮 る べ き光を持たなか っ た人 々 の弁明 を したくなるはず

であ るo ｣ (第 1 巻､
2 7 5

-

2 8 1 頁)

こ の ような列挙は所を変えるならば ､ すなわち反キリ ス ト教的地下文書 の中に挿入 され

れ ば､ た ちまち霊魂の精神性 を反駁する論拠 の
-

つ となるだ ろう｡ 事実 ､ 『覚え書』 と同じ

く唯物論 を説く地下文書の
-

つ
､ 『物質的霊魂』 の 第 1 章 ｢ 古代と現代 の 哲学者の 大部分 ､

ならびに教会の 初期教父 たちは ､ われわれ の霊魂は物質的で ある と信 じた｣ には､
こ の レ

ヴ ェ ッ ク ･ ド ･ ビ ュ リ ニ イ の 要約 的記述が その まま倣め込まれて い る｡

｢霊魂の本性に 関する教会教父 た ちの ほぼす べ て の 著作が ､ 彼 らは それ を物体的で あると

信 じて い たこ とを示 して い るほ ど､ 精神的霊魂を思 い 描く こ とは難 し い の である｡ 聖 エ イ

レ ナ イ オ ス は こ う述 べ た｡ 霊魂は 息で ある 〔以下の レ ヴ ェ ッ ク ･ ド ･ ビ ュ リ ニ イ か らの 要

約は省く -

引用者〕 ･ ･ ･ ･ ･

｣ (『物質的霊魂』､ ア ラ ン ･ ニ デ ー

ル によ る批評版､
ル ー

ア ン ､

1 9 6 9 年､ 3 4 - 3 6 頁)

また別 の 地下文書 『霊魂の本性 に関す る古代人 の 見解史』 第4 章 ｢ 古代人が霊魂の本性 に

つ い て考えて い たこ と｣ にも､ 初期教父名の 長 い列挙が 見られ るo

｢ 人 々 は われ われに生命を与 える実体を精神化 して い なか っ ただけで なく
､

別 の 点で は人

間の 本性をあれほど超 えて い るもの だと思 っ て い た天使や悪魔にも､ 肉体を付与して い た｡

ユ ダヤ人 の 著名な フ ィ ロ ン - - や学識 ある初期の キリ ス ト教徒た ちも - - - これ に つ い

て別 の 観念を持 っ ては い なか っ た｡ これ埠アテ ナ ゴ ラ ス
､ 殉教者 エ ス テ イ ノ ス

､ ア レ クサ

ン ドリア の ク レ メ ン ス
､
オリ ゲネス な どの 著作か ら､ 疑う こ とが できな い こ とで ある

- - -

0
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ラ クタ ン テ ィ ウ ス は霊魂の本性に関する説の 多様性に つ い て述 べ たあと ､ は るかにも っ と

もなも の と して 自分 の 説を打ち立て ､ 霊魂は血と い う液体から養分を受ける光であ っ て ､

ラ ン プの 光が油と い う液体か ら養分を受ける の と同じで ある ､ と主張 した o ｣ ( ア ン リ ･ ド ･

プ ー

ラ ン ヴィ リ エ 『哲学著作集』､ ルネ ･ シ モ ン編 ､
ハ ー グ､ 1 9 7 3 年 ､ 第 1 巻 ､ 2 7 7

- 2 7 9 頁)

キリ ス ト教の初期教父 たち の 唆味な言葉を自説 の 証拠文書と して列挙する こ の 形式1 を､ メ

リ エ が 上記 の ような
一

般 の 学説史的著作か ら
､ ある い は地下に流布 して い た何 らか の 文書

か ら継承 した こ とは明らかだろう｡

だが
､

メ リ エ の 主要な関心 は ､ こ の ような迂回路で はなく ､
｢ 現代的｣ 霊魂諭 ､ デカ ル ト

派に よ っ て打ち立て られた精神的 ･ 不死的霊魂論に向けられて い る ｡
ベ ー ル と同 じく ､ デ

カ ル ト以後 の 霊魂の 精神性と い うテ
ー ゼ こ そ最重要と して ､ メ リ エ は これ にタ

ー ゲ ッ トを

絞 っ て い る. そ して こ の テ
ー ゼ を､ 同時代の マ ー ル ブラ ン シ ュ 『真理 の 探究』 とフ ェ ヌ ロ

ン 『神 の 存在と 属性 の 証明』 からの抜粋によ っ て再構成する｡ これが反論す べ き
-

括書類

なの で ある｡

第2 章 さか しまの 世界 ある い は マ ー ル ブラ ン シ ュ を読み ながら

マ
ー

ル ブラ ン シ ュ とフ ェ ヌ ロ ン か らの 引用は､ 『覚え書』 末尾の 目次によれば第 8 8 章と

命名されて い る箇所に
一

括してまとめ られて い るo これは完全な抜粋集 ､ すなわち､ メリ

エ に よる抜書きか らなる読書メ モ にすぎな い
｡ ただ､ そ の ある箇所に奇妙な注をメ リ エ 自

身が書き込んで い る｡
マ

ー ル ブラ ン シ ュ の 以下 の 言葉に対 して ､ ア ス テ リ ス ク を付 した箇

所に下記 の よう な注記が なされて い る｡

｢私たち の あらゆる認識 のうちで第
一 の もの は * ､ 私たち の 霊魂の 存在で ある * *

｡ 私た

ちの 思考はす べ てその こ とに 関する異論 の 余地 の ない 証明で ある. 実際に思考するもの が

実際 に何物かで ある こ と以上に明 らか なこ とは何もな い からである
- - - 〔省略はメ リ エ

による〕o さて ､ 私たちの 霊魂の存在を羅識する こ とは容易であ っ ても､ その 本質や本性を

諏識する こ とが 同 じく容易な訳で はない ｡ 霊魂とは何で あるかを知ろうとする者は
､

霊魂

と霊魂が結合して い る事物とを混同 しない ように気を つ けなければならない * * *
｡｣

1 こ の 形式は さま ざまな地下文書に次 々 と受継がれて い っ たようだ. L e M o n d e
,

s o n

o r l

'

gl n e e t s o n a n tl
'

q u l
'

t e
'

,
L o n d r e s

,
1 7 5 1 とい う秘密出版本の 第 2 部 ､

D e l
'

a
^

m e e t d e s o n

l

'

m m o r t al l

'

t e
'

は
､ 本 文中に引 い たア ン リ ･ ド ･ プ ー

ラ ン ヴィ リ エ 『霊魂の 本性 に関する古

代人の 見解史』 を利用 したもの だが ､ これによ っ て先の リ ス トは地下文学刊本 の 世界にも

入 っ た ( D e l
'

a
^

m e e t d e s o n l
'

m m o r t al l
'

t e
/

, P . 12 1
･

1 2 9) ｡ また
､ そ の リ ス トの

一

部は
､
別の 地

下文書『キリ ス ト教分析』の 注にも紛れ込 む( 刊行本 L a r ell
'

g l

'

o n ch z
･

e
'

fl
'

e n n e a n a ly s e
'

e
,
P a ri s

,

1 7 6 7
,

n o t e VI) 0
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｢ * こ の 著者は こ こ で 存在と存在様態 を混同 してお り ､ そ の ため誤り に陥 っ て い ますo

* * それはむ しろ私たち自身の存在で し ょう｡

* * * 彼 自身が存在を存在様態と混同 しない ように良く気を つ ける べ き で した｡ 存在は常

にそ の ままで いますが
､ 存在様態は ほとん ど毎日変化す るも の なの です｡ ｣ ( 0 ･C ･ ,

.t ･ⅠⅠⅠ, p ･ 18)

メ リ エ は何 を言い たい の か ｡ 正確な用語法とは言 い がた い が ､ どうやら彼 は次の ような反

論を して い る ようだo すなわち､ まず私たちが常識する の は個々 の 人間と いう存在であり ､

その 思考とはそ の個物の ｢様態｣ で しか なく ､ そ の個物 の存在は
一 定の恒常性を有するが ､

個物が行う思考という ｢ 様態｣ は 日 々 変化す るo メ リ エ の こ の 基本発想か らすれば､
マ -

A

ル ブラ ン シ ュ の ように個物が行うさま ざまな思考か ら思考
一

般を抽象し ､ それを実体化し

た霊魂に第
一

の 地位を与える こ とは､ 事物における秩序を転倒する こ とな の で ある｡

さて ､ メリ エ にと っ てはさまざまな思考と は､ 人間や動物 と い う具体的な個物にお い て

生ずるさま ざまな活動で しかない ｡ こ の メリ エ の信念は ､ デカ ル ト派的用語法 の枠内には

収まらな い だ ろう｡ 両者の 用語法は どの ようにすれ違 っ て いく の だろう か ｡ まず ､
マ

ー ル

プ ラ ン シ ュ らが提出す る､ 思考は物質に帰属させえな い とい う以下 の ような論拠を抑掩す

る こ とか らメリ エ は始める｡

p ｢ と い うの も ､ . 思考､ 認識 ､ 感覚､ 意志 ､ 愛､ 憎しみ､ そ して その 他の あらゆる種類 の 霊

魂の 情念が物質の 様態にすぎなければ､ それらは必然自勺に物質自体と同様 ､ 長さ ､ 幅 ､
深

さにお い て延長するもの に な っ て ､ 当然､ 丸い もの とか四角 い もの にな り ､ また物質自体

と 同様 い く つ も の似た ような部分や違 っ た部分 に分けられ ､ 裂か れ ､ 切 られるか も知れな

い と彼 ら 〔デカ ル ト派〕 は思 い 込ん で い るか らですo ｣ ( 0 .C
. ,
t .ⅠII

, p .2 7
-

2 8)

喜び とか悲 しみ は丸くもな い し 二 つ にも切れない から ､ こ れ らは物質が 変様 したも の とは

考えられ な い
､ とは なん と滑稽な理論か とメリ エ は言うo

マ ー ル ブラ ン シ ュ の 発言 の
一

部

だけを取 り上げて ､ 揚げ足 取り を したとも思われかね ない榔掃だが ､ 両者 の 対立 の根幹は

どこ に ある の だ ろうか ｡

デカ ル ト派か らすれば､ さま ざまな ｢ 思考｣ は ｢ 延長｣ の特性を有して い ない が ゆえに
､

さま ざまな思考を ｢延長｣ に帰属 させ る ごとはできな い とい うわけだが ､ そもそ もメ リ エ

に と っ て は ､ 延長すると いう こ とは物質の - 特性で しか ない Q こ れは物質にお い て欠く べ

か らざる特性で は ある が､ 個々 の 物体す なわち ｢ 物質の変様｣ の レ ベ ル で は ､ 延長以外に

も物質の さま ざまな特性 をメ リ エ は想定 して い る らしい
｡

｢ たとえば物質に固有なこ とは長 さ ､ 幅､ 深さにお い て延長す る こ とで すが
､

それだか ら

とい っ て 物質の 変様す べ てが長さや幅や深 さにお い て延長 しうるとか ､ そうで なければな

らな い と い うこ とには なりませ ん ｡ そ う主張する の は滑稽で さえあるで し ょう ｡ 物質に 固
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有な こ と は あらゆる種類の 形態やあらゆる種類の連動を備えうる こ とですが ､ それだから

と い っ て物質の 各 々 の 変様があらゆる種類の形態や あらゆる種類の 運動 を備えうるとか ､

備 える べ き だと い う こ と には なりません ｡ そ んな風に 主張する の は滑稽でさえあるで し ょ

うo ｣ ( 0 . C .

,
t .ⅠⅠⅠ

, p . 3 2)

｢ 物質 の 変様｣ すなわち物質の個別的なあり方と しては ､ ある場合は長さ､ 重さなどの計

測的な性質を備えるだろう し
､

ある場合は運動と いう性質を備える だろう､ しか しあらゆ

る ｢物質の 変様｣ すなわち個物が ､ それ らす べ て の 性質を備える ことな どありえな い とメ

リ エ は言う｡ メ リ エ にと っ て は ､
｢ 思考｣ も物質の こ れらの 性質と並 べ う る ､ ある ｢物質の

変様｣ (個物) が時と して備える ことがある ､

一

つ の ｢物質の 変様｣ (物質の 様態) にすぎ

ない の である｡

確か に ｢物質の 変様｣ とい うメ リ エ の 用語法は整理されて い ない o 物質を唯 一 の 存在と

して
, 個 々 の 物体を ｢ 物質の 変様｣ と表現す ると同時に ､ 唯

-

の 存在た る物質が備えるさ

まざまな特性を ｢物質の 変様｣ とも表現 して い る｡ さらに は
､

メリ エ にと っ て物質の 主た

る特性 で ある らし い延長および運動と
､

ニ 次的特性 であるらし い 思考お よび可感的性質と

の 区別も ､ 意識的に明確 にされ て い るわけで はない
｡

･ ｢ さらに ､ 私た ちが騒音や音や光や匂 い や風味や熱 さや冷たさと呼ん で い るもの
､

そ して

醗酵と呼ん で い るもの さえ､ 事物そ の もの の 側 からは ､ 物質の 有り様や変様で しか ない こ

とは間違い ありませ ん o ｣ ( 0 . C ., t .Ill , p . 3 5 )

メ リ エ の用語法におけるこ の ような暖昧さを隠蔽すべ きで はない ｡ だが こ こ で強調す べ き

は ､ 物質に関する唯 一 の 属性たる ｢延長｣ ､
と いうデカ ル ト派 の 主張をメ リ エ が否定 して い

る こ とで ある｡ 物質とは延長 し､ 運動を備えう る唯
一

の存在で あ っ て ､ そ の 個々 の 存在物

はさまざま な可感的性質を帯びうる ､ これがメ リ エ の 物質に関する基本的定義で ある ｡ 思

考もまた物質の 可感的性質にすぎない わけだか ら､ 思考という 一

つ の 可感的性質と ､ 物質

の 基本的特性とは い えもう
一

つ の 可感的性質にす ぎな い延長との 間に ､ 必ずしも必然的関

係が あるはずは ない ｡ これはメ リ エ にと っ て は自明の ことで あ っ た｡ また ､ 思考が丸くも

なく ､
二 つ にも切れ な い こと は常識か らも~自明 の こ とで あ っ た｡ とこ ろが こ の 自明な こ と

を マ
ー

ル ブラ ン シ ュ は盾にと っ て ､
｢ 思考｣ を実体化するための 論拠 の

一

つ と して用い よう

と したo

｢ なぜ なら結局､ 霊魂と肉体の 間に存する違い を知る ことはそれほど難 しい こ とだろうか｡

また思考するもの と延長するもの との 間に つ い ては どうであろうか ｡ こ の 二 つ の 存在がま

っ たく相反するもの で ある ことに つ い て埠どうであろうか｡ 思考が丸い もの や四角い もの

で なく ､ 延長するもの はさま ざまな形や さまざまな運動 しか可能で なく ､ 思考や推論 は可
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能で は ない こ と ､ またかく して ､ 思考す るもの と延長するもの とは ま っ たく別物で ある こ

とを理解するた めに
､
それほど

一 生懸命精神を集中する必要があるだ ろ うかo ｣ ( 0 . C . , t .ⅠⅠⅠ
,

p .1 8
- 1 9 ､ メ リ エ に よ る引用)

これはメ リ エ にと っ て は ､ 常識の 誤用 ､ 自明な事柄 の誤用で しか ない ｡ 思考は 四角で はな

い か ら､ 延長 とは別の 存在が実在す るとい うの か ､ これが メリ エ の 抑掩 の 本体で あ っ た o

霊魂の 実体化と ､ それと対にな っ た霊魂の ｢ 精神性｣ とに対する否定で ある｡

しか し ､ そもそもデカ ル ト派にお ける霊魂の 精神性 の 主張とは ､ そ の 背後に神学的要請

を秘 めて い る ｡ 人間の 霊魂は不滅で なければならない ､ 壊敗す る延長的世界 とは別 の 世界

が存在 しなければならな い
､ これ を証明す る こ と ｡ これがデカ ル ト派 の 哲学的理論 に課 さ

れ る神学か らの絶対的要求で ある ｡ 霊魂の精神性とは ､ そ の 不滅性 とい うも の と分離不 可

で あり ､ そ れは
一

対の 定義なの で あるo メ リ エ は こ の 秘密を正確に理解 した o だがそ の こ

とを示す前に ､ まず彼が どの ように マ
ー ル プラ ン シ ュ の 言葉を要約引用す る かを見よう｡

どの ように元デ ー タを改憲するかを見て おか なければならな い
｡

｢ 物体は延長す るもの で あり､ 分割されうる諸部分を有す るが故に ､ まさ しく壊敗しう る

も の で ある｡ しか し精神は ､ 延長す るもの でない の であれ ば分割される こ と はな い だろう

.L ､ 分割されなければ､ そ の意味では壊敗 しえな い であ ろう こ とをやはり認めなけれ ばな

らな い
｡

だが精神が延長するもの であり ､ 分割可能なも の であるなどとどう して 思え るだろうか｡

直線に よ っ て 四角形を 二 つ の 三角形や 二 つ の 平行四辺形や 二 つ の 台形 に切 り 分けられ るが
､

どん な線分に よ っ て楽 しみや苦 しみや望みが切り分けられ る の だろうか ｡ またそう した分

割か らどん な形が得られ る の で あろうか - - ･ [ メリ エ によ る省略] ｡ そ れゆえ精神 は延長

するもの でもなければ､ 分割されうるもの でもなく ､ 従 っ て精神 はそ の本性 か らして 不変､

不死 であ る
- - - [ メリ エ によ る省略] o ｣ ( 0 . C . , t .ⅠⅠⅠ, p .1 9 ､ メリ エ に よ る引用)

果た して マ ー ル プラ ン シ ュ は ､ 精神は 非延長的で あるか ら､ 不変､ 不死だと主張 して い る

のだ ろうか . メ リ エ の 抜粋引用に対応す る 『真理 の 探究』 第 4 巻第 2 部 4 章の
一

部を復元

して 見 よう｡ 下線部が メリ エ の 引用に対応する部分で ある ｡

｢物体に 起こ る変化を壊敗と呼ぶ っ もりなら ､ 物怪埠阜さ_ 牌 で奉冬｡ し

か し物体は無とはなりえない
｡ 丸 い もの は 四 則 こなりうる し

､ 肉は土や蒸気や ､ ある い は

どの ようなもの にもなりうる ｡ なぜ なら､ 延長す るもの はす べ て ､ ありとあらゆる形態を

とりう るか らで ある｡ しか し
､ 丸い ものや肉の 実体は滅び えな い ｡ 自然の うちには定 めら

れた諸法則が あ っ て ､ それに則 っ て物 料亭次々 に形を変えるo こ れら の 形の 連続す る多様

性が宇宙の 美をな し､ そ の 作り手 を崇 めさせ る の だか らo しか し
､

何 らか の 存在を無に帰
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す る法則は 自然の うちには存在 しない ｡ 無は美も蓉も備えて はいず､ 自然の 作り手はそ の

作物を愛して い る の だからo レたが っ て
､ 物体は変化 しうるが滅ぶ こ とは あり えな い o

しか し感官が伝える ことに止 ま っ て ､ 分解に よ っ て生ず る諸部分が私たち の 目には知覚

され えな い ために
､

物体の 分解は本当の 無化で あると頑固に言い 張る つ もりならば､ 盤塵

坐主旦とょ 逃 出 〕追 越 旦皇旦

三あ星､
と いう こ とを少 なくとも思 い 出 して ほ し い

o とい うの も､

を 秘

宝ろうと認めなけれ ばならな い か らだ o だが精神 が延長ナるもの で あり
､

･
'

,
-

) 劃王墓な五里

であるなどと ､ どう して思 えるだろうか 直線に よ っ て 四角形を 二 つ の 三角』
-

･

? や 二 つ の 平

氏堅i聖並竺三ユ旦立並追盟
.

也

盟 蜘 そ

ん なことを想像 して満足する ほど､ 想像力が誤 っ た観念に満ちあふ れて い ると は ､ 私 には

ま っ たく思えな い ｡

蜘 =

､ 物体同様 の変化を こう

む るもの で は ない
｡ だが ､ 堕轡 ㈱ と認 めなけれ ば

ならな い o ｣ ( ロ ビネ版 マ
ー ル ブラ ン シ ュ 全集､ 第 2 巻 ､ 2 4 頁)

メ リ エ の 引用とは反対に ､
マ

ー ル ブラ ン シ ュ は ｢精神はそ の 非延長的本性 を根拠に して 不

変だとは言 えな い｣ と して い た の で ある｡ 人間は次々 と思考を変える の で ある から
､

これ

は常識か ら言 っ て も当然の こ とで ある｡ また マ
ー ル ブラ ン シ ュ は ､ 非延長的本性を根拠に

して 精神は ｢ 不死｣ で ある とも言 っ ては い ない
｡

マ
ー ル ブラ ン シ ュ にお い ては ､ 個 々 の 思

考か ら思考 一 般を抽象し ､ それを実体化 した ｢精神｣ を措定したうえで
､

｢延長｣ とい う実

体との差別化が 図られて い る ｡ こ の 過程が終了 して い れば
､

｢精神｣ に延長に はない特性 ､

すなわち壊敗不能性 を付 与す る こ と はたやすい D また他方で常識に
一 致して

､ 精神の個々

の 様態に可 変性を与える ことに何の 不都合もない だろう｡
こ こ か ら引き出され る帰結は ､

自然世界 の 法則か らすれ ば､ 延長 の 無化 ､ 精神の 消滅はありえない とい う ことだけである｡

延長 は多様に変化 し､ 精神も多様に変化するが､ それらは別個の 法則 に従うと いう ことに

なる｡ したが っ て ､ 正確に言え ば､
マ

ー ル ブラ ン シ ュ が霊魂の 精神性 か ら引き出す の は
､

霊魂が延長 の 壊敗性か ら免れて い る ことだけで ある｡

で はなぜメ リ エ は ､
マ

ー ル ブラ ン シ ュ の ｢精神 の不変性｣ 否定を肯定に変え､
｢ 不死性｣

とい う言葉を付加する とい う改寛を行 っ た の か o メ リ エ が そ の ような懇意的引用を した理

由は ､ 先 の引用に続く マ - ル ブラ ン シ ュ の論旨の 中にある.
マ

ー

ルブラ ン シ ュ は こ の よう

に続けて い た｡

｢ 物体が数限り ない多様 な形や多様な形撃をと りうるとすれば
､ 精神も数限りない多様な

観念や多様 な形態をと りうる｡ 私たち の 死後に私たち の肉の 実体が無に帰すこ となく ､ 土
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や蒸気やそ の他無数の 物体に分解する の と 同じく ､ 私たち の 霊魂も無に 帰す ことなく ､
こ

の 世で抱くも の とはま っ たく異な っ た思考や感情を抱くだろう｡ 私た ちが 生き ､ 私たち の

体が 肉と骨 で作られて い る こ とは現在必 要で あるが ､ 結び つ けられ て い る体との 関連に よ

っ て 私たち の 霊魂が抱く さま ざまな観念や感情を
､

霊魂が持 つ こ とも生きる の にやは り必

要な の で ある｡ しか し ､ 霊魂が そ の 体か ら分離され るときには ､ 現在抱 い て い るもの とは

ま っ たく異 な っ た ､ あり とあらゆる観念や様態 をま っ たく自由に受 け入れ る こ とになるだ

ろうo ｣ ( ロ ビネ版 マ ー ル ブラ ン シ ュ 全集 ､ 第 2 巻 ､ 2 4 - 2 5 頁)

本来 マ
ー

ル ブラ ン シ ュ の 論理構造にお い ては ､ 霊魂が延長 の壊敗性と無縁で ある こと､ す

なわちそ の精神性 なるもの が ､ 霊魂が不死 で ある こ とを保証す る の で は ない
o 思考と延長

と いう 二 つ の 実体の設定 こ そ が
､ 自然世界におけるそ の 各々 の 不滅性 を保証 して い る ｡ こ

れ は論理 の 枠組 み から引き出される い わば抽象的帰結にすぎな い
o それ にも関わらず､

マ

ー

ル ブ ラ ン シ ュ は こ こ で延長に つ い て は肉体が土や蒸気に化する具体的分解の 姿を描い て

おきなが ら､ 思考に つ い て は死 を超 えてもほとん どそのイメ
ー ジを変えて い ない の である｡

死後 に精神 はま っ たく異な っ た思考を持 つ だろう､ などと いう の は誰も確 か めよう の ない

仮説にす ぎま い ｡
マ

ー

ル ブラ ン シ ュ が論旨の中にひ そかに こ の ような仮説 を持ち込む の は ､

二実体の 設定 の背後に控えて い る神学的要請 ､ 霊魂の 不滅性擁護の故で あると しか考えら

れな い o

こ こ まで来れ ば､ メ リ エ によ るテ キ ス トの 改憲は ､ 単純な誤読 ･ 曲解に基づく とは言 え

なく なる｡
｢ 霊魂の 精神性｣ が ｢霊魂の 不変性｣ を導くと マ

ー ル プラ ン シ ュ が主張 して い る

と い うの はメ リ エ の 嘘で あるが､ 確かに こ の 神学者は死を超 えた霊魂の 不 変性を論理 的裏

付けもなく措い て い たの で ある ｡ さらに ､
｢霊魂の 精神性｣ が ｢霊魂の 不死性｣ を導くと マ

ー

ル ブラ ン シ ュ は 直接的に主張 しない が ､ 精神性と延長性 の 対立に より 二 つ の 実体を措定

すると いう論理 におい て ､
｢霊魂の不死性｣ を導こうと い う神学的意図が あ っ たこ とは 明ら

か で ある｡ メ リ エ はデカ ル ト派によ る新奇な発明の 隠された秘密 ､ 霊魂の 不 死性 の 絶対的

護持と い う意 図を正確に探 り当て て い た｡
｢ 霊魂の 精神性や不 死性を彼らが どの よう に証明

す ると主張 して い るか は以上 の通 りです ｡ しか し こ の 推論 はす べ て誤 っ た仮定や霊魂の 精

神性に 関す る無意味で 滑稽な証明なるもの に基づ い て い るだけですか ら ､ こ う した論拠が

何も結論 しえな い こ と､ そ してそれに は どんな力もな い こ とが容易に理解できます｣ ( 0 . C .,

七.ⅠⅠⅠ
, p . 37) ｡ では ､ 延長的な可死 の 霊魂とは何な の か ､ 人間や動物 の 思考はメ リ エ にと っ て

どの ように して可能となる の か
｡

第 3 章 微細物質か らなる霊魂

メ リ エ は 『覚え書』 の い わゆる第 8 9 章で物質的霊魂の 実体を次 の ように播きだす｡
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｢ したが っ て私たち の 霊魂はそ れ自体､ 私たち のうちに あ っ て ､ 手足や体の 馴 こ見える部

分を構成す る他の より粗大 な物質よりもず っ と微細 でず っ と活発な物質で あるにすぎない

の です ｡ ですか らこう いう こ とに少 しで も注意すれ ば､ 予 断も先入主もな しに少 しでも自

分自身を検討してみれば明白に なる こ とは ､
つ まり そうすると明白にな る の は ､ わがデカ

ル ト派が理解 して い る ように ､ 私たちの 霊魂は精神的なも の で も不死 で もな い とい うこと

です｡ また こ の 微細で活発 な物質が 死 の 瞬間に はどうなる の か と尋ねられたら､ ため らう

こ となく ､ まるで軽い 蒸気や軽 い 発散物の ように ､ ちょうど人が吹き消 したり ､ ある い は

炎を維持する燃焼物質がなくな っ て少 しずつ ひとりで に消えたりする ､ 蝋燭 の 炎の ように ､

こ の 物質は分解して 直ちに空中に 四散す る､ と答えられるで し ょう｡ ｣ ( 0 . C .

,
t ･ⅠⅠⅠ

, p ･4 4
-

4 5)

こ の 火に も誓えられ る微細物質とは い っ たい何な の で あろうか｡ こ の ような物質的霊魂説

は
,

メリ エ が 『覚え書』 を執筆 して い る当時 ､ ある環境の 中では
一

種 の 通念ともな っ て い

たようだ｡ 以前にも取り上げた､ 『覚え書』 と同時期に執筆されたと思われ る地下文書 『物

質的霊魂』 にも次のような記述が見られ る｡ 少 し長い 引用となるが ､ そ の全体像をまず見

てお こう｡

, ｢ 世 界 の 中 に は 常 に 運動 して い るき わめ て 細 か い 精気 ､ ある い はき わ め て微細 な物

質が存在 してお り ､ その 大部分い わばそ の 源は太陽 の 平に あるが ､ 残 り の 部分は他 のす
べ

て の 物体 の 中に ､ それら物体の性質と回さに応 じて多寡の ちが い は あるが拡が っ て い る｡

そ の 精気を統括 し活気づ けて い るも の は まさしく世界霊魂であり ､ そ の 諸部分はす べ て世

界霊魂を 一

部わか ち持 っ て い る o そ れは 宇宙の 中でも っ とも純粋な火で あ っ て ､ 自ら燃え

る こ とはない が
､ 入り込 んで い る他 の物体の諸部分にさまざまな運動を与え ､ 燃 えてその

熱 を感 じさせ る｡ こ の 精気は 目に見える火には多く含まれ ､ 大気に も含まれ ､ 水にはは る

か に少なく ､ 土に は極 めて少な い o 混合物 の なかで は ､ 鉱物がも っ とも含有量が少なく ､

植物 には より多く含まれ ､ 動物には はるか に多い ｡ こ れこ そ人間と動物 の 霊魂を形成する

もの である｡ しか し､ こ の 霊魂は どの ように して体の 中には い る の だろうか ｡ どの ように

して そ こで増える の だろうか ｡ こ の 精気は 『月杢』 の中にあり ､ 栄養の 摂取に よ っ て体の 中

で増加する o とい うの も ､ それは あらゆるもの の うちに見出される の だか ら､ 動物が取り

入 れ消化に よ っ て 分解され る食料の 中にも存在するか らだo それゆえ我 々 の 霊魂と は､ 肉

体各部に分配されて い る 『動物精気』 と我々 が呼んで い るもの の こ とで ある ｡ さて
､ 骨 は

こ の 動物精気 を い くぶ ん か含むが感覚は有 しない の と同じ こ とで ､ 鉱物や植物や四元素は
､

私が世界霊魂と呼ぶ こ の 精気をわか ち持 っ て い るけれ ども ､
だからと い っ て感覚を有しは

しない
｡ したが っ て ､ それらは動物なの で は ない

｡ なぜなら ､ 動物を形成するた めに は こ

の精気の ほか に ､ 体液の 混合と特殊な棉準とが必要だか らだ｡
こ の 霊魂は人間 にお い ても

動物にお い ても同 じ性質の もの で あるが ､ 死後には四散して しまう.
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したが っ て ､ 霊魂はきわめて微 細なきわ めて細か い 実体 ､ 物質の 精華 の ようなも の であ

っ て ､ 諸部分と特殊な配置や均整 をと っ て物質に結び つ い て い る｡ さて ､ こ の 実体は ､ 火

や熱を作 っ て い る微粒 子に似た ､ きわめて微細なきわめ て活動的 な微粒子 からなる組織に

ほか ならな い o こ の こ とか ら､ 霊魂は
一

種 の きわめて微細な火 ある い は
一

種の 小 さな炎で

あ っ て ､ 盛ん な状態 に あるか点火 された状態に留ま っ て い るか ぎりそれ が人間 の 生命を形

作るが ､ 消 えて しまうと人間も死 ぬ のだと い う結論を出すべ きで ある｡ 実際､ それが い わ

ば蝋燭 の ようなも の だと認め させ る に は ､ 人 間が どの よ うに死 ぬか を考察す るだ けで よ

い ｡ ｣ (『物質的霊魂』､ アラ ン ･ ニ デ ← ル に よる批評版､
1 6 8 - 1 7 0 頁)

少 し時間 を遡 ろう｡ 1 7 1 9 年にオラ ン ダにお い て匿名で 出版された 『プノ ワ ･

ド
･ ス ピ

ノ ザ氏の 生涯と精神』｢第 2 0 章､ 霊魂とは何か｣ 全体は次の ような記述か らな っ て い る｡

ト
､ 世界 の 中にはきわめて細か い 精気 ､ ある い はきわめて微細な常に運動 して い る物質

が存在しており
､

そ の 源は太陽の中にあるが､ 残り の 部分は他の すべ て の 物体の 中に ､ そ

れ ら物体の 性質や固さに応 じて多寡の ちが い は あるが 拡が っ て い る
､

とい う こ とは確 か で

ある｡

以上 の もの が < 世界霊魂 > とい うもの で あり ､ 以上 の よう に これがそ の 精気 を統括 し､

活気 づ けてお り ､ こ の 世界霊魂の 一 部がその 精気を構成す る諸部分すべ て に分配 されて い

る｡

二 ､ こ の < 霊魂> は < 宇宙の 中にあるも っ とも純粋な火 > で あ っ て ､ 自ら燃 える こ とは

ない が ､ 入り込ん で い る他の 物体の さま ざまな小部分にさま ざまな運動 を与え､ 燃えてそ

の熱を感 じさせ る｡

目 に見 える火 は大気 よりも ､ 大気 は水 よりも こ の精気を多く含み ､ 土は はるか に少 なく

しか含ん で い ない
o 混合物 の なかで は ､ 植物が鉱物より も多く含み ､ 動物は い っ そ う多く

含ん で い る｡

さらに ､ こ の < 火 > は諸物体 の 中に閉 じ込め られると ､ そ れらに感覚を可能に させ る｡

こ れ こ そ < 霊魂 > と呼 ばれ るもの ､ ある い は肉体各部に行き渡 っ て い る < 動物精気 > と名

付けられて い るもの で ある｡

三 ､ それ ゆえ ､ こ の < 霊魂 > はす べ て の動物にお い て 同 じ性質の も の で あるか ら､ 人間

の 死 にお い て も ､ 動物 の 死 にお い てと同 じく 四散 して しまう ことは確か で ある ｡ こ の こと

か ら､
< 詩人た ち > や < 哲学者たち > が来世に つ い て私たちに歌 い あげる こ とは ､ たやす

く推測で きる諸々 の 理由の た めに彼 らがで っ ち上げ言 い触 ら した架空の 事柄にすぎな い
､

と い う結論が 出てく る｡ ｣ (『ブノ ワ ･ ド
･

ス ピノザ氏 の 生涯と精神』､
1 7 1 9 年 ､ 1 9 7

-

1 9 8 頁2)

2 L e < < Tl
4

a 1

'

t e
'

d e s tTl o s l

'

m p o s t e LZ r S > > e t < < L
'

E s p }
･

1

.

i d e S p l

'

n o z a > >
,
0 Ⅹf o r d

･
1 9 9 9 , p ･ 7 0 9
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また
､

フ ォ ン トネル が 1 6 8 P
- 8 5 年頃書い たと推測され る ユ ー トピア小説 『哲人共和

国 ､
または ア ジ ャ オ人物語』( 1 7 6 8 年刊) にも次の ような 一

節が見られ るo
r

r そ こ か らア ジ ャ オ 人 は 次 の よ うな結論 を引き 出す｡ 私たち が霊 魂と 呼ん で い る も

の は ､ 自然全体 にみ なぎ っ てお り ､ す べ て の 物体の 中にそ の 撤密性に応 じて多寡はあるも

の の 拡が っ て い る ､ そ の微細できわ めて細か い 物質にほかならな い ｡ こ の 物質は太陽をそ

の 源と して おり ､ そ こ から絶え間ない 運動を引き出して い る｡ それは自然の 中に あるも っ

とも純粋な火で あ っ て ､ 自ら燃える こ とは ない が ､ 入り込ん で い る他の物体の さまざまな

小部分に さまざまな運動を与え ､ 燃 えて その熱を感 じさせ る の だ ､ とい うの で ある｡ さら

に彼 らの 言うとこ ろに よれば､ 目に 見える火は大気よりも ､ 大気は水より もこ の 微細な物

質を多く含み ､ 土は水 よりも い っ そ う少 なく含んで い るo 混合物の なかで は ､ 植物が鉱物

よりも多く含み､ 動物は い っ そう多く含んで い る｡ さらに ､ こ の 火は肉体の 中に閉じ込め

られ ると
､

それに感覚を可能に させ るo
これ こ そ ヨ

ー

ロ ッ
パ 人が霊魂と呼ぶ もの

､
これ こ

そが肉体各部に行き渡 っ て い る動物精気にほか ならない
｡ さて ､ こ の 霊魂は動物と同 じ性

質の もの であるか ら､ 人間の 死 におい ても ､ 他の 動物 の 死 におい てと同 じく 四散 して しま

うこ とは確か で ある｡ だか ら､
ヨ

ー

ロ ッ パ 人た ちが彼らの 霊魂の 不死 に つ い て語る こ とは

す べ て
､

彼 らを来世 な るもの に つ い て の 絶え間 な い 恐れ の うちに 留めて おく ため に ､

巧み な政治家､ 彼 らの 立法者が作り上げた架空の 事柄にすぎない ｡ その 恐れが彼ら の生活

を悲惨と恐怖か ら織り成され るもの と し､ 何物も彼らをそ こ から逃れさせ る こ とが できな

い はずだ｡ 彼らは こ の ように言う｡ ｣ (『哲人共和国､ またはア ジ ャ オ人物語』､ ジ ュ ネ
- プ､

1 7 6 8 年 ､
4 8 - 5 0 頁3)

ス ピノ ザの説とも称された ､ こ の ような霊魂微細物質説4 の 原型は､ 実際にはもう少 しま

3 『哲人共和 臥 または ア ジ ャ オ人物語』､
｢ 啓蒙 の ユ ー トピア I｣ 所収 ､ 法政大学出版局､

･

8 4 3
-

8 4 4 頁 ､ 白石 嘉治訳 ､
をも参照｡

4 こ の ような説は さまざまなヴァ リ エ ー シ ョ ン で ､
いく つ もの 地下文書に広が っ て い るo た

とえば､ 1 7 4 3 年にア ム ス テ ル ダム で N o u v ell e s L l
'

b e r t e
'

s d e P e n s e z
･ と いう論文集が 出

版された が ､ そ の中に S e n tl
･

m e n s d e s m l

･

l o s op h e s s u r l a n a tLZr e d e l
'

a
^

m e なる地下文書が

収録された.
こ の中にも次の ような

一

節が見られ る｡

｢ 第三 牽､
ス ピノ ザの 見解｡

我 々 が 扱 っ て い る 問題 を も っ とも研 究 した と思 われ る 人 々 の
一

人 ､
ス ピノ ザは 次

の ように主張 して い る ｡ すなわち
､ 物質全体にとりわけ大気中に隈なく拡が っ て い る

~

つ

の 霊魂が存在する ｡ 個々 の 霊魂はす べ てそ こ か ら引き出される｡ こ の 普遍的霊魂は火の物

質の ような
､ 微細な動きやす い物質か ら構成されて い るo 炎という物質が燃えやす い組成

をも つ 可燃物に結び つ きやす い ように
､

こ の 物質も生命を受け入れ る組成をも つ 基体に い
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えに遡れ るようだ｡ 地下文書 『物質的霊魂』 は さまざまな剰窃か らなる作 品で あるが ､ 前

に こ の著作か ら引用 した箇所時事実 ､ ギ ヨ
ー ム ･ ラ ミ『解剖学論』( ル

ー

ア ン ､ 1 6 7 5 年)

か らの
一

節と ､ フラ ン ソ ワ ･ ベ ル ニ エ 『ガ ッ サン ディ 哲学摘要』 第 5 巻 (リ ヨ ン ､ 1 6 8

4 年) か らの
一

節を繋ぎあわ せたも の で ある. ラミは そ の箇所で動物 の 霊魂に話を限定 し

て次の ように述 べ て い る｡

｢ す べ て の 動 物 に お い て 同
一

の 性 質で あり ､ 機能 が 異 な る の は た だ器 官や 体液 が 異

な るか ら にす ぎな い 動物 の 霊魂と い う も の に つ い て ､ 人 が抱 き う る も っ とも真実ら

しい 説とは私が以下に述 べ るもの で ある｡ 確か に
､ 世界の 中には常に運動 して い るきわめ

て細 か い精気 ､ ある い はきわめて微細な物質が存在 してお り ､ そ の 大部分い わばそ の 源は

太陽 の 中にあるが
- - -

､ 動物を形成するため には こ の 精気 の ほか に ､ 体液の 混合と特殊

な構造とが必 要だ｡

人間 の 中に は ､ 動物 の 霊魂の ように死 にお い て 四散する こ の 霊魂の ほ か に ､ 神の 御手か

ら直接出てきて ､ 私が語 っ た精気 に より 肉体に結び付けられ て い る非物質的な不死 の 霊魂

が あると信仰は私 たちに説い て い る ｡ その 霊魂こそがわた したち の さま ざまな推論 の 原理

で あり ､ また こ の 霊魂こ そが ､ す べ て の人 間に本来備わ っ て い る ､ 神を知 ると いう こ の 傾

向をお の れの 内に蔵 して い る ｡ しか し､ こ の 霊魂は信仰 によ っ て の み確かに知 られ る の で

あるか ら､ そ の 本性に つ い て私たちが何を信ずる べ きか を私たちに語 る の は神学者の 仕事

で ある｡ だか ら､ 感覚と運動 を主要 な機能 とする感覚的霊魂に私は立 ち戻ろう ｡｣ ( ギ ヨ ー

ム ･ ラミ 『解剖学論』､ ブリ ュ ッ セ ル ､ 1 6 7 9 年版 ､
2 2 7

-

2 3 0 頁5)

先の 『物質的霊魂』 か らの 引用後 半は
､

ベ ル ニ エ 『ガ ッ サ ンデ ィ哲学摘要』 第 5 巻第 6 部

つ でも合体しようと して い る o

動 物の 体に 合体 した こ の 物質は
､

そ こ に入 り込 ん だ暗 か らそ こ を出 て 全体 に合流

する暗まで ､ 体 の 中で肺 の 二 重の 動き を維持 して い る ｡ そ の 動きが生命 をなすの で あり ､

命の長さの尺度でもある｡

こ の 霊魂ある い は生命の精気は ､ なん らか の 体の中にあろうと ､ 分離 して い ても集合 し

て い て も ､ い つ も 一 定で 実体と して多様性はなく 同
一

で ある. さらに ､ 理性的､ 感覚的､

植物的な個々 の 霊魂 - - そ の ように名付 けた方が よければ - - を作 っ て い る生命をも つ 物

質に もま っ たく性質の 違い は ない ｡ そ れらの 霊魂の 間に見られ る相違は ､ こ の 精気 に よ っ

て生命を与えられる物質の相違､
動物 の中で こ の 精気が用 い られて動かす諸器官の 相違

､

あ る い は こ の精気が生命を与える木や植物 の 諸部分 の 組成 の違 い に起因す るにすぎな い ｡

そ の本質にお い て は同
一

で あるが ､ 合体 して い る実体に応 じて より明 るく輝 い たり
､

より

暗くな っ た りする炎とい う物質に似て い る
- - -

｣ ( N o u v ell e s L l
'

b e r t e
'

s d e P e n s e z;

A m s t e rd a m , 1 7 4 3 , p .90
･

9 2)
5 G u ill a u m e L a m y , D l

'

s c o u r s a n n t o m l

'

g u e s , E x pl l

'

c a tl
'

o n m e
'

c a n l

'

q u e e t p h y sl

'

q 乙Z e d e s

f u n ctl
'

o n s d e l
'

a
^

m e s e n s l
'

fl
'

v e , o x f o r d
,
1 9 9 6 , p .1 0 4

-

10 6 . こ の 批評版は 1 6 7 5 年版を用 い

て い るが ､ テク ス トに異同はない ｡
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2 牽 ｢ 獣の 霊魂とはどの ようなもの か｣ の 次の ような箇所からの 抜粋で ある｡

｢ 五
､

した が っ て ､ 霊魂はむ しろきわめて微細なある実体 ､ 物質の 精華の ようなもの であ

っ て
､

肉体とい う粗大な塊 の 内部にお い て諸部分と特殊な配置ある い は組成をなし
､

特殊

な均整をと っ て い ると思われる こ と
- - -

0

六 ､
こ の 実体は ､ 火や 熱を作 っ て い る微粒 子 に似た ､ き わ め て顧細 なき わめて 活動

的なある い は行動的な微粒子 か らなる組織で あるように思われ る こ と - - -

0

七 ､ そ れ ゆえ､ 霊魂は 一

種の き わめて微細な火 ある い は
一

種の 小 さ な炎で あ っ て ､

盛 ん な状態 に ある か 点火 され た状態 に留ま っ て い るか ぎり そ れが 動 物 の 生命を形作

るが ､ 消えて しまうと動物も死 ぬ の だと思われる こと - - -

｡ ｣ ( フ ラ ン ソ ワ
･ ベ ル ニ エ 『ガ

ッ サ ンデ ィ哲学摘要』 第 5 巻 ､ リ ヨ ン
､

1 6 8 4 年 ､
4 7 8

-

4 7 9 頁)

こ れらが も っ ぱら動物 の 霊魂に つ い て語 っ て い る ことを､ 先の 地下文書､ 秘密 出版書が人

間の霊魂にまで拡大 した ことは言うまでもな い ｡

以上 の ように見てく る なら､ メ リ エ が何らか の 経路を通 じて ､ おそ らくは地下文書なり

啓蒙的な哲学書 ･ 医学書などか ら微細な物質的霊魂説を取り入れた可能性 は強い であろう｡

だが
､

メリ エ は い ささか神秘的なこ の ような説を積極的に支持 して い たの で あろうか o 霊

魂の 実体 に関するメリ エ の試行錯誤の考察はも っ と複雑で ある ようだ0

第 4 章､ 古代 の迷宮ある い は モ ン テ
ー

ニ ュ を読み ながら

先に引用 した 『覚え書』 の 箇所の前後をもう 一 度読み直して みようo

｢ とこ ろ で ､ 私た ちの うちにあ っ て物質で ない どんなも の も ､ 私たちは見て もい ない し､

感 じてもい ない し､ 帯織 しても い ない の は確かです . 目を取り除い て ご らん なさい ､ 何が

見えますか｡ 何も見えない で し ょう｡

-
- - 頭や脳を取り除い たら､ 何を考えられますか o

何 を認識 しますか o 何も考えも静識もできない で し ょ う.

･ - -

そ して さらに ､ 私たち自

身は い っ た い どこ に い るで し ょ う ｡ き っ と どこ にも に ない で し ょ うo

- - - し たが っ

て私 たちの 霊魂は それ自体､ 私たちの うちに あ っ て ､ 手足 や体の 目に見える部分を構成す

る他 の よ り粗大 な物 質よ り もず っ と微細で ず っ と活発 な物質で あ る に すぎな い の で

す - - I 〔前の 引用部分中段は省く〕 - - - こ の 物質は分解して直ちに空中に 四散する ､

と答えられるで し ょ うo
< われ われ は 二 つ の 主要な要素か ら成り ､ それの 分離がわれわれ

の 存在の 死滅をもたらす > (『ェ セ - 』 四八七頁) ､ と モ ン テ
ー ニ ュ 氏も言らて い ますo

こ

の 二 つ の 主要な部分とは
､

私たちに生命を与える微細で活発 なその 物質と ､ 私たちの 体の

諸部分を形作る粗大で重い そ の 物質に他なりませ ん ｡

と い うの も ､ 霊魂 は 死 の 瞬 間 に ある 体か ら別 の 体に そ の まま 移る と 思 い 込 ん で い
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た ､ 幾人 か の 古代の 哲学者た ち の よう に 主張す る の は あま り に も滑 稽だと私 は 考え

る か らで す o こ う した見解の発 明は サ モ ス の 哲学者で 有名 な ピ エ タ ゴ ラ ス に 帰 され

る の が普通ですo ｣ ( 0 .C .

,
t .ⅠⅠⅠ

, p .4 3 - 4 6 )

霊魂微細物質説を補強す るため に ､ メ リ エ はなぜ モ ン テ
ー ニ ュ を引き合 い に出す の だろう

か
o また

,
そ の あとなぜ突然に輪廻説反駁に移 る の だろうか . メリ エ か引く 『ェ セ -

』 の

一 文の 前後 を読ん でみよう｡

｢ 実際､ 霊魂が住む場所を変えるとい う ピ エ タ ゴ ラ ス の 輪廻 説にお い て ､ 我 々 は カ エ サル

の 霊魂を宿 して い る獅子 が
､

カ エ サル を動か して い た感情を受け継い で い る と考える こと

ができ るだろうか ｡ そ して ､ そ の獅子 をカ エ サル だと考える こ とが でき るだろうか
｡ もし

そ れでもカ
■

ェ サル だと い うなら､ プ ラ トン を相手に こ の説 を攻撃 して ､ < それなら騎馬 の

姿に な っ た母親に息子が 跨が る こ ともありうる し､ こ れと同じような不合理も起 こりうる

> と非難した人 々 の 言い分が 正 し い こ とになろうo

- - ･ ･
一

度存在す る ことをや めたもの

は もはや存在 しない の である｡

も しも我 々 の 死 後 に ､ 時 が我 々 の 肉体の 素材をか き集 め ､ 今あ る の と同 じ よ う

に 並 べ 直し ､ ふ た たび 生命の 光 を与えて くれ た と して も ､ 我 々 の 記憶の 糸 が
一

旦断ち切られて しま っ た以上
､

こ の もの は我 々 とは何の 関わり もな い
0

また ､ プ ラ ト ン よ ｡ あなたは ､ 別 の と こ ろで ､ 来世の 報い を享ける の は 人間 の 精神的部分

で あろうと言 っ て い るが ､ これもあまり真実らしくな い ｡

た と えば眼 は そ の 根 か ら えぐり取 られ ､ 肉体か ら切 り 離され れ ば単独 で は何物

も見る ことができない ように｡

実際, それならば, それ を享 ける の は人間でもなく ､ したが っ て ､ 我 々 でもな い こ とに

なろう｡ なぜなら ､ 我 々 は 二 つ の 主要な要素か ら成り, その 分離は我 々 の存在の 死滅 だか

らで ある｡

なぜなら､ そ の 中間に生命が 中断されてお り ､ あらゆる運動は感覚か ら離れて
､

あて

もなく四分五裂して
､

さまよ っ たからである｡

我 々 は ､ 人間が 生きるた めに動か して い た 四肢を姐虫に食われ ､ 大地に朽ち果てた とき

に ､ それ を苦 しむとは言わない ｡
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そ して こ れは我 々 とは何 の関わりもな い ｡ 我 々 は精神と肉体の融合か らなる個体であ

る からだ o ｣ ( モ ン テ ー ニ ュ 『ェ セ - 』､ 岩波文庫､ 第 3 冊 1 4 9 -

1 5 1 頁､ 原 二郎訳)

こ こ にお ける モ ン テ
ー

ニ ュ の 趣旨は ､ 霊魂転生と いう古代の 説の 不合理さを示す こ とであ

る｡ キリ ス ト教教義に よる個体と して の 霊魂の 不滅性と
､ 個体として の肉体の復活とを前

提に しない 限り ､ どの ような霊魂不滅説も不合理 に陥らざるを得ない
､

とモ ン テ
ー ニ ュ は

言 い た い の で あろうo また､ 前後の 文脈から見れ ば､
｢我 々 は 二 つ の 主要な要素か ら成 り｣

とい う こ の 2 要素は精神 と肉体を意味 して い るにすぎな い ｡

メ リ エ は モ ン テ
ー ニ ュ の ｢ 二 つ の 主要な要素｣ とい う言葉に ､

｢私たちに生命を与える微

細で活発 なそ の 物質と ､ 私たち の 体の諸部分を形作る粗大で重い そ の物質｣ とい う強引な

注解を 『覚え書』 で付 した｡ しか し
､
全体として見るならば､ 先の メリ エ の 論述は､ 眼の

削除と いう比噴か ら､ 肉体の 素材を集め生命の 光を吹き込むイメ
ー ジまで含めて ､ 実は こ

の モ ン テ
ー

ニ ュ の 一

節に対するメ リ エ 流の 注解だ っ た の である. 輪廻説 の唐突と見える導

入は ､
モ ン テ

ー ニ ュ の 記述 の 流れ を逆転させ たために生 じた の で ある6
｡ そ して彼はそ の 注

解を成立 させ るた め に
､ 当時流通 して い た ｢霊魂微細粒子説｣ とい う観念枠を用 い た｡ す

なわち､ メ リ エ は ここで モ ン テ ー ニ ュ の輪廻説批判 の 記述 を､ 火 の ような微細粒子 と い う

一

種の 神秘的通念を利用 しなが ら換骨奪胎 して
､

霊魂不死反駁 の 論証 の 一

つ と■したの であ

. る｡ こ の ように 見てく ると
､

メリ エ の 論述 はまだ素材を十分に消化 し整除したも の とは言

い がた い ｡ しか し､ そこ か ら透 けて見えるメ リ エ の 主張は ､ デカ ル ト派に通有の ごく単純

な肉体論に留ま っ て い ると見る べ きで あろう｡ すなわち､ 太陽から発す る火の 粒子 - 霊魂

なる い ささか神秘的な推測を積極的に受容 して い る の では なく ､
｢ 手足や体の 目に 見える部

6 しか し
､ メリ エ が『ェ セ - 』の 記述を逆転して輪廻説 - 話を向けて ゆくの も偶然の こ とで

は ない . 輪廻説 は古代にお ける霊魂不死説 の 主要な 一

形態と当時見なされて い たか らで あ

る ｡
レ ヴ ェ ッ ク ･ ド ･ ビ ュ リ ニ イ 『異教哲学史』(全 2 巻､ 1 7 2 4 年 ､

ハ ー グ) ､ 第 1 4

章 ｢ 霊魂の 不死性に つ い て｣ 第4 項 ｢ 輪廻 に つ い て｣ ( 第1 巻､ 3 1 3 頁) お よび先にも引

用 した L e M o n d e , s o n o n

'

g l

'

n e e tふo n a n t1
'

q u 1

'

t e
'

, L o n d r e s , 17 5 1 とい う秘密出版本の 第 2 部､

D e l
'

a
^

m e et d e s o n l

'

m m w t al}
'

t e
'

, p .4 7
･

48 を参照. 当時における こ の ような位置づ けに基づ

き ､ メ リ エ は
一

応輪廻説を霊魂不死説の
一

変種と して論証 の なかに取り上げた.
だが こ の

ような説 は ､ 哲学史的著作でも反宗教文書におい ても､ すで に滑稽の位置に切り捨て られ

て い る ( レ ヴ ュ ッ ク
･ ド ･ ビ ュ リ ニ イ 『異教哲学史』 第2 巻 2 5 3 - 2 5 4 頁､ 『世界 ､

そ

の 起源とそ の 古さ』 第二部 ｢ 霊魂とそ の 不死性に つ い て｣ 6 9 頁) たと えば
､

ビ ュ タ ゴ ラ

ス の 滑稽な変身滞の 榔掃など ､ 当時 の 知識階層 の こ の 点に関する知識 レ ベ ル を垣間見るに

は ､
ピ エ ー ル ･ ベ ー

ル 『歴史批評辞典』｢ ピ エ タ ゴ ラ ス ｣ の 項目注M な どを参照すればよ い
｡

メ リ エ も こ の 線に沿い
､ 輪廻説と い う霊魂不死説 の

-

亜種を ピ エ タ ゴ ラ ス の 馬鹿話に集約

させ て切 り捨て る の で ある ( 0 .C .

, t .ⅠⅠⅠ, p . 4 6) 0
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分を構成す る､ 他の より粗大な物質より も､ ず っ と微細でず っ と活発な物質｣ が ､ 我 々 に

おい て思考を生み出す際に働}
､ て い る

､
という 一 般論を慎ま しく確認 して い るにす ぎない

.

ー
で は ､ メ リ エ は こ の ような発想にお い て

､
何か古代原子論 な どか ら受け継 い だも の が ある

の だ ろうか ｡

確か に ､ 古代 の 霊魂不滅説 の 一 変種 ､ 輪廻転生論を簡単に退けた あと､ メ リ エ は 目次で

第 9 0 章 ｢ 霊魂の 不死性 に関する古代人 の 見解｣ と題された箇所で ､ 義魂不滅 に反対する

ギリ シ ア ･ ロ ー マ の思想家の説を紹介する｡ さて
､ 先に引用 した同時代 の レヴ ェ ッ ク

･ ド ･

ビ ュ リ ニ イ 『異教哲学史』 にお い ても ､ 第 1 4 章 ｢霊魂の 不死性に つ い て｣ 第 3 項 ｢ ある

者たちに よ っ て否定された霊魂の 不死性｣ は
､ 次の ように始ま っ て い る ｡

r 霊魂の 不死性は ､ 宗教と道徳が基礎とするあるような真理 の
一

つ で あ ると は い え､ しか

し哲学者と息 なされて いた幾人か の 人 々 が これに異議を申し立 て る の が 見られた . そ の よ

うな者たちはデ モ クリトス と エ ピク ロ ス である
- - ･

o

彼 〔ル ク レ テ ィ ウ ス〕 はその最初の藩論で､ 霊魂は器 の中にあるように肉体に 閉 じ込め

られた軽い物体で あり ､ 割られ た器か ら出て ゆく液体がもはや見えな い ように ､ 霊魂は肉

体が 死 ぬと蒸発 してそ こ から抜け出る ､ と仮定 した.

霊魂は 肉体とともに生まれ ､ それとともに成長 し､ それとともに衰弱 し
､ だか らそれと

.ともに滅ぶ .

霊魂には 肉体と同 じように痛が あり ､ だか ら肉体の ように滅ぶ はず だ｡ 霊魂そ の もの も

肉体の病を感ずる ｡

人が飲み過 ぎれば､ その肉体も霊魂もそれを感ずるo ｣ ( レ ヴ ェ ッ ク ･ ド ･ ビ ュ リ ニ イ 『異

教哲学史』､ 第1 巻 2 9 9
-

3 0 2 頁)

歴 史的な知識を用 い て霊魂不滅論を槻り崩そうとする ､ 先に注でも引用 した 地下 文書 『霊

魂とそ の 不死性に つ い て』 にお い て も ､ 力点の 置き方は逆転するが こ の ような言及 の 仕方

は変わらな い ｡ 以下 は､ 最後の 第5 章 ｢霊魂の 不死性 を否定 した人 々 に つ い て｣ の 冒頭で

ある｡

｢ 霊魂の 本性 に つ い て 人 々 が か つ て考えた こ とを何 一

つ 漏 らさず完 全 に知 らせ る に

は ､ それ を不死 だ
､
と信 じた人 々 に つ い て語 っ ただけで は十分で はない

｡ それ に対 し不 死性

を拒否 した､ ある い は少なくともその ような説 はきわめて唆昧で ､ 不確か だと見なした人 々

に つ い て も知らせなければならな い
｡ 後者の 人 々 が数の うえか らは ごく 取る に足 りな いも

の だと しても､

一

方そ の精神や価値からは はるかに勝 っ て い る｡ ｣ (『世界 ､ そ の 起源 とそ の

古さ』､
ロ ン ド ン

､
1 7 5 1 年､ 第 2 部 『霊魂とその 不 死性に つ い て』､ 1 3 6 頁)

メ リ エ も 一 般的に は こ の ような結構に従 っ て い る ことに違い はない
｡ だ が ､ 彼 は どの よ
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うに魂の 可死 を説 い た古代哲学者の紹介を始めるだろうか ｡

｢ 私た ちの霊魂が物質的なもの で ､ 肉体同様死す べ きもの で ある ことの
､ きわめて顕著で

きわめ て 説得的な しる しや証拠をさらに次に掲げま し ょう｡ それは ､ 私 たちの 肉体が強く

な っ た り弱く な っ たりする の に応 じて ､ 霊魂が 強く な っ たり弱くな っ た りす る こ とです ｡ ｣

( 0 .C "
t .Ill

, p . 4 7 )

こ う して次に ､ 当時 の 新聞から､ 歳とともに理性 が衰える様を歌 っ た ｢ 当代の ある詩人｣

の 凡庸な詩を引き ､ つ い で ｢ 古代の 詩人たち｣ の詩句を引 い て ゆくo それ はわずか に ､
ル

ク レ テ ィ ウ ス 『物 の本質に つ い て』 第1 巻 1 1 3 行 ､ 同第 3 巻 7 4 1 行 ､ 6 7 1
- 6 7 3

行 ､ 6 7 4 - 6 7 6 行 ､ 1 7 6 - 1 7 7 行 ､ 4 4 5
-

4 4 6 行､ 5 1 0
-

5 1 1 行 ､
4 9

8 - 5 0 0 行､ 4 9 2 - 4 9 3 行 ､
4 6 3

-

4 6 6 行 ､ 4 5 8 行 ､ ウ ェ ル ギリ ウ ス 『ア エ

ネイ ス』 第 6 巻 3 7 6 行 ､ ル ク レ テ ィ ウ ス
､ 前掲書､ 第 3 巻8 0 0 - 8 0 5 行 ､ とい うも

の にすぎな い ｡ しかも これらはす べ て モ ン テ
ー ニ ュ 『ェ セ -

』 第2 巻 1 2 牽か らの 孫引き

である ｡ 『覚え書』 目次 の こ の 章の 標題 ､
｢霊魂の 不死性に 関する古代人 の 見解｣ に対応す

る ような ､ 情報 の本格的な収集とは言い が た い ｡ そ して ､ メ リ エ は こ の 抜粋の あとに
､

や

はり以下 の ような モ ン テ
ー ニ ュ 『ェ セ - 』 の 同所 ( 邦訳､ 岩波文庫､ 第 3 冊 2 4 8

-

2 4

, 9 頁) か らの 引用 を接続させ る｡

｢ 見識 ある モ ン テ
ー ニ ュ はこう言 っ て い ます ｡ < われわれ の理解と判断 ､ 要する にわれ

われ の 魂全体の 能力は ､ 肉体の 運動と変化 の影響を受ける ことは確か で あり ､ しかもそ の

変化は絶え る こ とが ない ｡

- - - 〔引用者によ る省略〕 卒中がわれわれ の理性 の 目をす っ

か りま どろませ ､ 見えなくするとすれば､
∴
鼻風邪だ っ て これをくらます に違 い ない > ( モ

ン テ
ー ニ ュ 『ェ セ - 』､

五三五 頁〔邦訳 ､ 岩波文庫､ 第 3 巻､
2 4 8 - 2 4 9 頁､ 原二 郎訳〕)｣

( 0 . C .

,
t .III

, p .5 3
-

5 4) o

『覚え書』 にお ける こ の箇所は表面的には古代原子論 ､

エ ピク ロ ス 説提示 を目的に して い

る ように見えるが
､ 実際に は 『ェ セ

-

』 を組替えた ､ 以下の ようなメ リ エ の 論証 なの であ

る. すなわち､ 精神の 働きが肉体の 状態に依存 して い る ことは ､ 霊魂が肉体とともに解体

する の を示すと主張しようと し､ そ してそ の 証拠書類として ､ 『ェ セ - 』 の ｢ レ イ モ ン .

ス

ボ ン弁護｣ 中の箇所か ら､ 精神 の 肉体 - の 依存を語る ル ク レ テ ィ ウ ス らの 引用 をメ リ エ は

抜き 出し集め たの で ある ｡ メ リ エ は徹底的に 『ェ セ
-

』 を組み替えたにす ぎな い ｡ 我 々 が

古代哲学者説紹介の 冒頭文と して引用 したメ リ エ の 文章も､
実は 『ェ セ -

』 の 次の 箇所 を

下敷きに したもの で あろうo

｢ こう して ､ 彼らは ､
エ ピク ロ ス とデ モ クリト ス の 説に したが っ て

､ 精神の 発生と生命は
､
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人間界 の 事柄 と同 じ条件に服すると判断 したo
こ の 説は ､ 次の ようなま こ と しやか な理由

に よ っ て
､

l
も っ と も広く受け入れ られた .

< 精神は肉体にそ れを受け入 れ る力が 出てく る

_ の と同時に生まれ ､ 精神の 力は肉体 の 力とともに増 してゆく ｡ 子 供の 時 は弱い が ､ 時とと

もに逗 しく成熟し ､ やがて老衰 し
､ 最後に葦礁する > と｡ ｣ ( 邦訳 ､ 岩波文庫､ 第 3 冊 2 0

2 頁 ､ 原 二郎訳)

そ して
､

メ リ エ が孫引きする ル ク レ テ ィ ウ ス らの･S 順 を つ なげると次 の ような論旨が現れ

てく る ｡
｢ も しも精神 が肉体 の 生まれ るとき に肉体内に 入 っ てく るも の なら ､ われ われ

が 以前に過 ごした時代 の こ とを思 い 出すこ とが できな い の はなぜか - - 過去 の こ とを全

然思 い 出せない ほ どに変わ っ て い るなら､ 思うに ､ それは死 とあまり違わ ない -
-

- 精神

の本質は物質的なも の に違い ない ｡ なぜなら､ それは物質的 な打撃によ っ で悩まされ るか

ら - -
- 精神は肉体とともに生まれ ､ 肉体とともに成長 し､ 肉体とともに老衰するように

思われ る
･ - - ･ 死す べ きもの が永遠なるもの と結合し､ 二 つ がたが い に助け合うと考 える

の は狂気 の 沙汰だ - -

｡ ｣ こう して ､ 『ェ セ - 』 の ｢ レイ モ ン ･ ス ボ ン弁護｣ 中の エ ピク

ロ ス 派 に触れて い る箇所は ､ メ リ エ により大幅な組換えを受 けて ､ 精神 の 働きは肉体の 状

態に依存して い るゆえに霊魂はまさ しく肉体とともに滅ぶ ､ とい う証明に 転換された o

メリ エ にあ っ て はもともと ､ 火の ような微細物質 二 霊魂説も､ 『ェ セ
-

』 に引用され る ス

. トア派 の ｢世界霊魂説｣ とリ ン クさせ られて い たの で ある｡ そ の 後 に彼 が反駁す る ｢輪廻

転生説｣ も､ また ｢ 古代原子論｣ も ､ もともと は 『ェ セ -

』 か ら取り出されたも の にす ぎ

ず､ も っ ぱら自らの 論証の 例示 と して用い られただけ の こ とで ある｡ 論述 上 の微細物質霊

魂説 ( 世界霊魂説) - 輪廻転生説反駁 一 首代原子論という順番 は ､ 典拠で ある 『ェ セ -

』

の ｢ レイ モ ン ･ ス ボン弁護｣ にお ける提示 の順番がそのまま残 っ たにす ぎな い ｡ こ の よう

に見てく るならば､ 火の ような微細物質 - 霊魂説も古代原子論も ､ そ の 内実がメ リ エ の 思

索に 大きく影響したと見る こ とはできな い
｡ で は ､ 生命の

､ 思考の形成 に関す るメ リ エ の

仮説 とは どの ようなも の であろうか｡
｢私たちに生命を与える微細 で活発なそ の物質と､ 私

たち の 体の諸部分を形作る粗大で重い そ の 物質｣ が どの ように して ､ 生命と思考を発生さ

せ る の で あろうか ｡

第 5 章､ 神経痕と醗酵

前述 したように ､ メ リ エ は い わゆる第 8 8 章なる箇所に マ
ー ル ブラ ン シ ュ とフ ェ ヌ ロ ン

か らの引用を
一

括 して提示 し､ 反駁 の ため の 一

件書類と してまとめたo そ して
､

それ らを

以後 の論述 の 中で繰り返 し (その 度に文言を多小変える ことはあるが) 批判 の ために 再引

用する ｡ とこ ろが
､ メ リ エ は い わゆる第 9 1 章の 中盤で

､
マ

ー

ル ブラ ン シ ュ 『真理 の 探究』

か らの 再引用箇所 に ､ 初めて ､ また
一 度だけ

､ 引用する箇所を混ぜ合わ せ なが ら
､

一

件書

類を作 り直す ｡ どうやら今度は 自分 の 仮説を支える べ き文言 の 抜粋集を作り た い ら しい ｡
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｢ けれ ども物質の なん らか の 変様が 精神の なかや精神的な実体の なかで ､ なん らか の 思考

や認識 ､ 苦しみや喜び の なんらか の感覚を引き起 こ し､ 形作り ､ 喚起 しうる こ とをこ の 方 々

〔デカ ル ト派 - 引用者〕 自身知 っ ておりか つ そう考えて い る の で はありません か｣ ( 0 . C . ,

t .ⅠⅠⅠ, p .6 6
-

6 7) と述 べ
､ 次の ように引用を重ねるo 長くなるがまずこれ を見てお こ うo 彼

の 分析 の た めに ､

- 塊 の引用部分 の 頭に は私たちに よる番号を付 し､ 原典に お ける章 ･ 節

などと ロ ビネ版 マ ー ル ブラ ン シ ュ 全集に よる対応 ペ ー ジとを 〔〕 内に示す ｡

① ｢ 最小の 事物で も脳 の繊細な繊維の なか に大き な運動を生み出すことが でき ､ ･ その 当然

の 結果と して激 しい 感覚を霊魂の なかに引き起 こす｡ 〔- - ･

メ リ エ は明示 して い ない が ､

省略が ある
- 筆者〕 精神の 強さは ､ 動物精気の 大きさや活動と脳 の繊維 の

｣
定の釣り合

い の うちに存する｡ ｣ 〔『真理 の探究』 第 2 巻第 2 部第 1 章 1 節､
ロ ビネ版全集第 1 巻 2 6 7

頁〕｡ ② ｢ たとえば傷み を引き起 こす運動はかなり往々 に してくすぐ っ た い感覚を引き起 こ

すそ れとわずか しか違わな い
｡ 両者の 間に は本質的な違い が ある必要は ない が ､

こ の 二 つ

の 運動が 霊魂の なか で引き起 こ すくすぐ っ たい 感覚と痛み の 間に は本質的 な違い が なけれ

ばならな い
｡ とい うの もくすぐ っ たい感覚に伴う神経繊維 の振動 は霊魂にと っ て肉体の 配

置が良い こ と の 証言に なるが ､ 痛み に伴う運動 はず っ と激 しく肉体に損傷をもたらしうる

もの で あるため ､ 霊魂は なんらか の 不快な感覚を介してそ こ か ら警告を受け取り自分を守

らなけれ ばならな い か らで ある｣ (『真理 の 探究』 第1 巻 2 1 0 頁 〔第1 巻第 1 0 章 5 節ニ

ロ ビネ版全集第 1 巻 2 1 0 貢〕) ③ ｢脳の神経痕は互 い に結合 して い るo 動物精気の運動が

それ らに従 い
､ 脳 の なか で呼び起 こ された神経痕は精神 のうちにさまざまな観念を喚起 し1

･

動物精気 の なかで 呼び起 こ されたさま ざまな運動は意志の うちでさまざまな情念を引き起

こす の で ある｣ ( 同書 ､ 8 6 貢 〔『真理 の 探究』 第2 巻第 1 部 5 章､
ロ ビネ版全集第 1 三瞥2

1 4 頁〕) 0

④ ｢ 肉体と精神 の 結び つ きは霊魂の 思考と脳 の 神経痕の自然な相互 の 対応 に存する o
:塞

魂が何か の 新し い観念を受け取るとただちに脳の なか に新 しい神経痕が刻まれ ､ さま ざま二

卑対象が新 しい神経痕を産み出すとただちに霊魂は新しい観念を受け取 る の で ある. とこ

ろが こ の 痕跡に関 して どんな知識も有して い ない 以上それは霊魂が こ の 痕跡を重ん じるが

らで はなく ､ 何 の 関わりもな い 以上それは こ の 痕跡が観念を含んで い るか らで もなく ､ ま

た精神が肉体か ら何か を受け取る とか精神が 肉体の 方に向い て い ない時よりもそれで
一

層

賢明になる とは考えられ な い 以上それは精神が こ の 痕跡から観念を受け取る か らで もなr

い - -

｡ 同様に腕が動くため には何をす べ きか 分か らなくとも､ 腕が 動く ようにと霊魂

が望め ばすぐに腕が動く ｡ また自分の 体の なか に動物精気が存在するか どうかさえ分か ら

なくとも ､ 動物精気が動けばす ぐに霊魂は動か され る｡ なぜ なら脳 の神経痕 と精神 の 運動

の 間に は結合が あり ､ 観念と霊魂の 感動 の 間には結合があり ､ あらゆる情念はそ れらに依

存して い るか らである｡ ｣ 〔『真理の探究』第2 巻第 1 部第 5 章1 節､
ロ ビネ版全集第 1 巻 2

1 5
-

2 1 6 頁〕

4 7



⑤ ｢私 の精神が神 の観念に打たれ ､ それと同時に I A H の 三 つ の 活字 を見たりそ の 昔を

聞 い て私 の脳が打たれた こ とがこ れまで にあれば､ こ の 活字や音が産み 出す神経痕が蘇生

させ られ るだけで私は神を考えるo 私が神を考えられる の は ､ ただ私 の 脳 の なかに活字や

音や何か神に 関して私 が抱い て い た諸観念に伴うも の の ある混乱 した痕跡が 産み出される

場合だけである o と いうの も神経痕なしに は脳 は決 して存在 しえな い の で ､ 脳 には私 たち

が考える こ とに関係す る痕跡が常に存在す るか らである｣ ( 同書､
1 2

~
5 頁 〔同前､

ロ ビネ

版全集第 1 巻 2 1 7 - 2 1 8 頁〕) o ⑤ ｢ 私たちが 目にす る木や山が産 み出す神経痕 と木や

山の 観念 の 間や ､ 苦 しみ嘆い て い る の を耳にす る人や動物 の 叫び声とか私たちを脅か し恐

れ させ る顔 つ きと苦痛や強さや弱さの観念の 間､
そ して私たち の なかで 生 じる同情や恐れ

や勇気など の感情の 間にさえも､ 自然で私たち の意志 に依存しない結合が 存在する ｡ 自然

的結合は あらゆるもの の なかでも
一

番強く ､ 万人にあ っ て等しくまた生命の 維持に は不可

欠で ある ｡ したが っ て こ の結合は 人間 の意志には依存しない
｡ ｣ 〔同前､

ロ ビネ版全集第1

% 2 1 6 - 2 1 7 # ] ( 0 . C . , t .Ill , p .6 7
-

6 9)

まず次 の こ とを確零 してお こうo メリ エ の 全体的な論旨は以下 の ように な っ て い る｡ す

なわち､ 引用から知られるように ､ デカ ル ト派も肉体の さま ざまな変様や 変化が ､ 霊魂の

中にさまざまな感覚や思考を自然的に引き起 こ すこ とを認め て い る ｡ だが ､ 彼らは こ の よ

う な物質的な諸変様が､ 彼らが想定する r 精神的な実体｣ に い か に して 作用するか を説明

し得ない
｡ さて ､ 物質の運動だけで動物や人間に感覚や帯織を与えるに は十分だと い うメ

リ エ の 主張も ､ 確かにそ の過程に つ い て明確な説明を与える こ とは できな い ｡ そ の 点 で は ､

デカ ル ト派もメ リ エ も､ 同等の 困難さを抱 えて い る｡ だが ､ メリ エ の 主張には こ の 困難が

伴うだけだが ､ デカ ル ト派の ｢精神的な実体｣
- 霊魂とい う想定は ､ こ れまで 見て きたよ

うに 山をなす難点を抱 えて い る｡ それゆえ､ メ リ エ の 説に留ま る べ きで あり､ これ の 方が

は るか に優れて い る ｡ これがメリ エ の 論理総体である｡

マ
ー ル プ ラ ン シ ュ の 立場か

■
らす るならば､ 上の難点は彼が立 て る 二 つ の 理論 ､

｢機会原因

論｣ と ｢神 にお けるヴィ ジ ョ ン｣ に よ っ て解消 しようとす る ことに なる ｡ すなわち ､ 自然

の世界 にお けるす べ て の 現象は
､

ごく少数の
一

般的法則か ら生 じるま っ たく機械的な連鎖

にすぎな い が ､ その 唯 - の動因は神以外に はあり えな い (機会原因論) の だか ら､ 動 因の

問題 を除けば､ 物質的な諸変様の 因果関係は自然的説明に終始 してよ い .

一

方 ､ 人間 の 知

性 は明噺判明に 事物の観念を抱く ことができ るが ､ それはも っ ばら神 の ヴィ ジ ョ ン の 中に

おい て行 われる (神における ヴィ ジ ョ ン) の だか ら､ 認識､ 思考の 間の 因果関係は ､ 明噺

判明に抱ける観念的記述に終始して よ い
｡ 物質的な諸変様 の 因果関係と ､ 認識 ､ 思考の 間

の 因果関係 と の 並行性は ､ 神の 存在 こ そが保証す る｡ こ の ような こ とに なるだろう｡

しか し ､ 私た ちが こ こ で興味を持 つ の は ､ メ リ エ の 総体と して の 論 旨で も､
マ ー ル プラ

イシ ュ の 立場でもな い
. メ リ エ が マ ー ル ブラ ン シ ュ の 文言 を編集して ､ 感覚や認識 に 関 し

て どの ような自然学的仮説を組み 立 てようと したかで ある . ①は初めて
､

また こ こ だけで
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引かれ る箇所だが ､ 実際には マ ー ル プラ ン シ ュ が女性 の想像力に つ い て語 っ た部分で ある｡

｢ 最小 の 事物でも彼ら 〔女性〕 の脳の 細い 繊維 に大きな運動を生み出す の で ､ 当然の 結果

と して ､ それらが 激 し い 感覚を ､ すなわち霊魂全体を占めて しまうほ ど強烈な大き い 感覚

を彼らの 霊魂の なか に引き起 こすか らで ある｡ 〔- - - 〕 精神 の強さが存する の は ､ 脳 の繊

維 と動物精気 の 粒子 の 大きさや情動と の 一 定の 釣り合い の うちにで あるo 女性も時と して

こ の 適切 な釣 り合 い を持 つ こ とがあるc ｣ ( ロ ビネ版 マ
ー ルブラ ン シ ュ 査集 ､

`

第1 巻 2 6 7

頁) メ リ エ は こ の 箇所 を利用 して①にお い て次の
一

般法則を想定する｡ すなわち､ 外的事

物が感覚器官を刺激 し､ そ れが動物精気に より伝達されて脳 の繊維を振動させ感覚を生み

出すが ､ そ の 感覚の 強弱は動物精気の 粒子 の 大きさ ･ 活動量と脳 の繊維 と の 関係 によ っ て

決まる ､ とい うの である ｡

②も初めて ､ また こ こ だけで引かれる箇所だが ､ 神経線椎 の運動は量的な差異しか ない

にもか か わらず ､ そ れらを ｢ 霊魂｣ が なぜ質的に異な っ た感覚と捉えるか を マ
ー ル ブラ ン

シ ュ が説明 して い る箇所 である ( メリ エ によ る引用も多小の 変更は あるが意味的に相違は

ない) ｡
マ

ー ル ブラ ン シ ュ に よれば､ 引き起こされた神経繊維の 振動は量的な多寡しか持た

ない が ､ それ ら の原 因とな っ て い る外的事物が 肉体の維持にと っ て良い か患 い か に より ､

｢ 霊魂｣ は それ らをあるときに は ｢痛み｣ ､ ある ときには ｢ くすぐ っ たさ｣ の感覚と して受

け取るとい う｡ 厳密に言えば
､

メリ エ は こ の ような マ
ー ル ブラ ン シ ュ の 目的論的説明に批

判を加 える余地は あるだ ろう｡ しか しメ リ エ はむ しろ､ 感覚発生原理 - の補足として ､ 感

覚の質的多様性を説明するもの と して ､ こ れをそ の まま転用 して い る0

③､ ④ ､ ⑤､ ⑥は ､ 『真理の 探究』 の 同
一

箇所か ら抜粋されて い る (④の 冒頭､ ⑤は こ こ

で初めて引用される) ｡
しか も､ メ リ エ が参照 した 『真理の探究』 第2 版で対照するならば

7
､

マ
ー ル プラ ン シ ュ が ｢精神 の諸観念と脳 の諸痕跡の 結び つ き に つ い て｣ 述 べ て い る

一

節

か ら順番 どおりに抜粋されて い る｡ さて ､ ③の 引用文は原典にお い七は ､
｢ - ∴ 〔③の引

用文 一

筆者〕､
こう したこ とを漠然と感じ､ 認識するだけで は不十分で あるo これらす べ

て の こ との原因 ､ また主と して これ らの こ とか ら起 こ りうる諸結果をで きる限り判明に知

らなけれ ばならな い｣ と マ
ー

ル プラ ン シ ュ に よ っ て述 べ られて い た｡
マ ー ル プラ ン シ ュ か

らすれば こ う した項目羅列では不十分で ､ 脳 の諸痕跡同士 の相互 的な関係 を物質的に説明

す る こ と
､

それに対応す る諸観念同士 の 関係 を判明に認識する こ と､ 痕跡と観念の 対応に

つ い ては神を介在させ て明確に説明する こ と
､

こ の 3 つ は
一

そ ろ い の もの と して提出され

ねばならな い ｡ しか し､ メ リ エ に と っ て は脳 内の 神経痕が 互 い に連結してお り ､ こ こ を動

物精気が流れる こ とに よ っ て神経痛が刺激され諸観念を生み､ また動物精気の 流れに よ っ

で情念が生成する ､ こ の ような 一

般的な仮説で十分だ っ たの で あるo

7 メリ エ が『真理 の探究』第 2 版を参照 した ことに つ い ては ､ 0 .C . , t .ⅠⅠⅠ, p .5 8 2
,

n ot e a n n e x e

x I X を参照｡
ロ ビネ版 マ ー ル ブラ ン シ ュ 全集脚注の ヴア リア ン ト指示 に よ っ て

､
メ リ エ が

使用 した第2 版を再棉成して参照する ｡
ロ ビネ版 マ

ー ル ブラ ン シ ュ 全集テク ス トは ､ より

後の 版を採用 して い る｡ )

4 9



さて ､ メリ エ は④､ ⑤､ ⑥の 引用文 を用 い て
､ 脳の 神経痕と観念 の 間に ｢ 自然的結び つ

き｣ が あり
.

､ また観念と情念 の 間にも ｢自然的結び つ き｣ が ある こ とを具体的な例で示そ

うとする ｡ しか し､ こ の③､ ④､ ⑤ ､ ⑥の 抜粋 が取られた箇所で ､
マ ー ル ブラ ン シ ュ が実

際に論 じて い たこ とは何だ っ たの で あろうか｡
マ

ー ル ブラ ン シ ュ 自身は ､ メ リ エ が引用す

る④の 前で延長と精神 の 2 実体の 絶対的区別を確認 した上で ､ 霊魂の 思考と脳 内の 神経痕

の 間に ｢自然的で相互的な対応｣ があると述 べ るo そ して ､ こ の観念 と神経痕との 結合の 3

っ の 原因を列挙 して ゆく｡ 第 1 は ､ ある観念が生ずる こ とと神経痕が生ず る こ とが 同時に

起 こ る こ とである｡ すなわち
､ 精神内に神の観念が提示されると同時に ､ I A H とい う文字

を目に して神経痕が生ずる こ とが起 こ ると ､ それ以後 ､ こ の神経痕が覚醒 されると神 の こ

とを考えるようになり ､ また神 の ことを考えると必ず先の 神経痕が 呼び覚まされ る｡ こ う

して ､ 神の観念と‡A E とい う文字に よる神経痕の 間に ､ 自動的な関係付 けが生成するとい

う の で ある｡ 第 1 の 同時性 を前提とするが
､ 第 2 には

､
こ の ような観念 と知覚との相互 的

な結び つ き 札 人間が慣習に合致す るように こ の 関係付けを意図的に行 う こ とに よ っ て生

ず るo
つ まり ､ I A H という文字と神という観念との 結合は窓意的で ある が ､ 人間には意思

疎通を望む情念が自然的に備わ っ て い るか ら､ こ の人間的意志 を介 して IA H とい う知覚と

神 の観念が結び付 けられて ゆく｡ しか し､
｢観念と神経痕との結び つ き の 第 3 の 原因は ､ 自

然ある い は創造主 の
一

定不変な意志である ｡ ｣ すなわち ､ 木や山 の知覚が生み 出す神経痕は ､

創造主の 意図により自然的に木や 山の観念と結び付けられてお り ､
こ れは人間 の 意志に関

係 しない ｡ したが っ て ､ こ の ｢自然的結び つ き｣ は窓意的ではな い ､ 強力なもの であ っ て ､

す べ て の 人間にお い て 同様で ある o こ の ように マ
ー ル ブラ ン シ ュ は述 べ て いたの で ある o

こ れ は知覚と観念の連合に つ い て の い わ ば心理学的な 一

理論で あるo そ の意味 にお い て ､

マ ー ル プラ ン シ ュ の 分析は決 して脳内神経痕か ら観念が派生す る こ と を説明す るもの で は

ない ｡ 生理学的 レ ベ ル に言及する こ と なく ､ 心理学的 レ ベ ル にお け る知覚と観念の ｢ 自然

的相互的｣ 連合を精微に述 べ ようとしたの である｡
｢ 精神｣ 内にお ける ｢ 自然的結び つ き｣

を主張するもの にすぎず､
｢自然的｣ という意味も究極的には神の

一

般的意図に帰着す る の

で ある｡

事象内に観察され る知覚と観念の 必然的関連を マ
ー

ル ブラ ン シ ュ は こ の よう に説 明 した

が ､ メ リ エ は こ の観察された事実を根拠に して ､ 神経痕か ら観念生成まで の自然学的説明

原理 の 実在を想定する｡ ④の引用文冒頭 ｢肉体と精神の 結び つ き * は霊魂の 思考と脳 の神

経痕の自然な相互 の 対応 * * に存す る｣ におい て
､

メ リ エ は ア ス テリ ス ク で示 した箇所に

次の ような注を付 した｡

｢ * こ の 結び つ きは
､

か の 何か丸か っ たり四角か っ た りす るもの なの で し ょ うか ｡

* * こ の 対応は
､

-
･ -

I 〔筆者に よる省略〕 か の何か 丸か っ たり四角か っ たりするもの な

の で し ょうか . ｣ ( 0 . C .

, t .ⅠⅠⅠ, p .6 8)

5 0



こ の 結び つ き ､ 対応は ､
マ ー ル ブラ ン シ ュ からすれば神に より設定された事象内にお ける

一

般法則 の 結果な の だが
､ そ こ に メリ エ は ､ 延長的性質は備えない もの の

､ 何らか の物質

的原 理 によ っ て生ずる帰結を見た い の で ある｡ しか し
､ そ の 物質的説明原理 を提出できな

い メ リ エ は ､ 知覚と観念と の 連合 に関する第1 原因､ すなわち同時性 に 関す る マ
ー ル ブラ

ン シ ュ の 説明か ら､ ⑤の 引用に よ っ て文字Ⅰ王払 の 知覚と神 の観念と い き例 の み を抜き出すo

次に ､ 知覚と観念 の慣習的連合と い う第 2 原因は無視する ことによ っ て ､
マ

｣
ル ブラ ン シ

ュ の 全体的論 旨の 流れ を消去 して しまう｡ さらに ､ 第 3 原 因の 記述か らも木や山の 知覚と

それ らの観念と い う例だけを抜き出し､
マ

ー

ル ブラ ン シ ュ の自然に関する定義は省略 して

しまう｡ こ の ような操作によ っ てメ リ エ は読者に ､
マ ー ル ブラ ン シ ュ らが実際に神経痕と

動物精気に 関する自然学的説明の 延長上に ､ 知覚と観念の相互 的結び つ きを想定 して い る

か の ような錯覚を与えようとする の であるo
JL 理学的と言 っ て よ い レ ベ ル に説明を限定し

た マ
ー ル ブラ ン シ ュ の 記述 の 方が

､
正確に言えば､ 事象 の分析と して は優れて い るだろう｡

慣習的要素を含む文字羅識と観念と の 連合
､

より生物的要素が 強い 視覚帯織と観念と の 連

合､ こ の 二 つ を併置す るメリ エ の 例示 は い ささか乱暴だと い っ てよ い 0

と は い え､ こ の 場面で も マ ー ルプラ ン シ ュ の 言う神 の -

般的意図を取り外 して しま っ た

らどうなるで あろう ｡ 残 るもの は ､ メ リ エ が引用によ っ て残 した ､ 世界内 の 事象 から観察

され る生理学的変化と評識と の 必然自勺な相互的関連なの である . 確か にメリ エ はそ の 相互

的関連の 必然性を物質的説明を用 い て 記述す る こ とは できな い し
､

また ､ 法則性 の 分析と

い う面では マ ー ル ブラ ン シ ュ の 記述 の 方が より科学的で あるとは言える｡ だが ､ メリ エ は

マ
-

ル ブラ ン シ ュ の 立脚点を明確に把握 して い た し､ 己 の信念がそれと正面か ら衝突す る

ことを理解した上で ､ 『真理 の探究』 の 一

節を意図的に改憲したの である.

こ こ まで辿 っ たならば ､ 私たちは ｢ は じめ に｣ で引用 したメリ エ の まとめを思 い 出すこ

と に しようo メ リ エ の 唯物論的信念は ､ 感覚や認識 の 基盤としてやは り唯物的生命感を有

す るで あろうが ､ 彼 が語る こ とが できる の はや はりデカ ル ト派からの 引用､ 醗酵に関する

説明にす ぎな い だ ろう｡

｢ 人の 生命でも動物 の 生命でも植物の 生命でも ､ 物体的な生命に つ い て は当然同様に言 わ

ねばなりませ ん｡ そう した生命もそ れらの存在､ すなわちそれらが構成されて い る物質 の

一 種 の変様や絶えざる醗酵にすぎず､ それらが 有しうるあらゆる認識や思考や感覚は
､ そ

の 生命の もとにな っ て い る こう した変様や絶えざる醗酵の
､ 特殊で

-

時的な､ さまざまに

異なる新たな変様にすぎませ ん . こう した醗酵が物質の
一

変様で ある こ とをデカ ル ト派は

否定できず､ またそれが肉体の 生命 の もとにな っ て い る ことも否定できませ ん ｡ とい うの

も､ < 肉体の 生命や健康 の 元にな っ て い る の は体液 の適切な釣り合い で ある > 〔『真理の 探

究』､ 第 6 巻第 2 部 7 章 ､
ロ ビネ版 マ

ー ル ブラ ン シ ュ 全集､ 第 2 巻3 9 5 頁〕､ とは っ きり

言 っ て い るか らです. ｣ ( 0 . C っ t .ⅠⅠⅠ
, P .8 9) ･
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私たちにはむ しろ､ こ こ で指示されて い る ｢体液の 適切な釣り合い｣ とい う事項を超えて ､

メ リ エ は生
■
命 の原理と して 『襲理の 探究』 の 以下の 箇所を想起 して い る ように思われ るo

｢ 醗酵 の原 因は目に見えない 物質の 運動であ っ て
､

こ の運動が活動 して い る物質の各部分

に伝 えられ る の だとは っ きり認め る こ とが でき るo と い うの も ､ 火や物 体 の さま ざまな醗

酵はそう した物体の活動からなりた っ て い る こと ､ また自然の 諸法 如こ より物体が そ の 運

動を直接に受け取る の 軌 も っ ぱら他 の より活動的なある物体との 衝突に よ る こ と､
これ

らはよく知られて い るからで ある ｡ だから
､

目に見えな い物質が存在 し
､

そ の 活動が醗酵

に よ っ て 目に 見える物体に伝えられ るという ことが見い 出せよう｡ しか しそれが ど の よう

に行われ るか を見 い だす こ とは ､ 仮定に訴える の で はおそ らく不可能で ある ｡ ｣ ( ロ ビネ版

マ ー ル ブ ラ ン シ ュ 全集､ 第 2 巻 4 1 4
-

4 1 5 頁)

ある い は ､ メリ エ が読んだ こ とは確認 し得ない が ､ さらに遡 っ てデカ ル トの 次の ような著

名な言葉を引い ておく べ きかも しれな い ｡

｢ - - - 私は こ う仮定する こ とで満足 したo すなわち神は その器官 の 内部的構造にお い て

も ､ そ の 各部分の外部的形態にお い ても ､ われわれ の 世界 の 人間 の ひと りとま っ た く同 じ

人間 の体 を､ 私が記述 した物質以外 の どんな材料も使わな い で組み立て ､ また最初は どん

な理性的霊魂も ､ そ の 他植物的または感覚的霊魂に使用され るような何も の も あたえる こ

となく ､ ただ単に私が上に説明 した光の ない火 の
一

種 ､ すなわち乾草をまだ乾かない うち

に密閉 しておくと こ れに熱をあた え､ ある い は新しい 葡萄汁を搾りかす の 上で醗酵させ て

おく とそれ を煮えたぎらせ る火の も っ て い る性質以外には どんな性質も考 えられな い 火を､

心臓 の 内に焚き つ けるだけで ､ そういう人間の 体を作 っ たと仮 定する こ とで満足 したo ｣ ( デ

カ ル ト『方法序説』､ 第五部､ 河出書房新社､ 『世界 の 大思想』 2 1 ､ 1 0 3 頁 ､ 小湯瀬卓

三訳)

お わりに

メ リ エ はデカ ル ト派に よ っ て新たに打ち立 てられた近代的霊魂論を破壊す るために ､ 徹

底的 に マ
ー

ル プラ ン シ ュ の 『真理の 探究』 を組み替えて い っ たo 1 7 世紀末か ら 1 8 世紀

始め にか けて さま ざまに流布 した 地下文書 の 存在は ､ お そ らく こ の 戦い の
一

般的な背景に

な っ ただ ろう｡ だが
､

メリ エ は霊魂の 精神性と い う幻を打ち破るた め に ､ 敵方 の 精微な記

述を切り 取り ､ 意図的に改麗し並 べ 替える ことに集中した .
モ ン テ

ー ニ ュ はメ リ エ にと っ

て 古代 の 思考を取り 出す武器庫とな っ たo 古代の 人 々 の 言説 は ､ 彼の 知悉する思考法とは

異質の 世界を垣間見させ たで あろう ｡ メリ エ が時と して語 る日常の 経験や良識 とは お そら

く こ の 世界から得てきたもの である｡
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｢ 物質的霊魂｣ を語 るメ リ エ の 言葉は マ
ー

ル ブラ ン シ ュ の表現を超 える こ とはない
｡ だ

が ､ デカ ル ト派は霊魂の 精神性を発明 し
､

これと肉体の 働きを結ぶ ため に神を介在させ る｡

しか し､ こ の 神の 介在に つ い ては ､ どの ような明噺判明な概念も持ち得ない ものなの だ｡
｢ 霊

魂｣ の さま ざまな働きが物質の変様からもたらされるもの にすぎない ､ とい うメ リ エ の説

も ､ そ の 過程に つ い て 明確な説明を与える ことはできな い
｡ しか し こ の 説 は ､ 人 々 の 内的

感覚､ 日常経験､ 類似した構造を持 つ 獣の 行動などによ っ て ､ 支持 されうる占 また ､ 生命

が 一 種の 発酵作用 で あり
､ 感覚をもたらす もの が

一

種の 微細な流体で ある可能性が ある.

メリ エ が語れ る の は こ こ までだ っ た｡ 人体論で マ ー ル プラ ン シ ュ が到達 した説明原理を､

平易な日常的経験 と連動させ ､

一

貫 した唯物論的琴明を構想 しようと して も ､ メ リ エ には

これ以上 の 手立て はなか っ た｡ だが
､

こ の 単独行の 思索者は ､ 死 ぬ べ き霊魂が こ の世 で幸

を求め る道 を切り開くために ､ 決 して不分明な仮説に訴える こ となく ､ 霊魂と い う悪霊か

ら逃れ るた めに貧弱な武器を手に して
､ 彼に時が あるか ぎり あらゆる努力 を試 みたの で あ

る｡
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付録 『ジ ャ ン ･ メ リ エ の 見解要約』( ヴ* J レテ
ー ル による 1 7 6 2 年刊行第二版) の 翻訳

はじめ に

ジ ャ ン ･

メリ エ の 『覚え書』 が地下文書と して流布 し始 めて まもなく ､ その ｢ 証明 1 ｣

から ｢ 証明 5 ｣ まで の 部分を要約 した ､ い わば 『覚え書』 要約版が やは り地下文書と して

液布 したo これ はメ リ エ の 思想全体を表すと言うより ､ 啓示宗教批判 ･ キ リ ス ト教批判文

書と して別個の テ ク ス トと言 っ て 良い ｡
こ れをもとに して ヴオ ル テ

ー

ル が 『ジ ャ ン ･ メリ

ェ の遺言書』 ある い は 『ジ ャ ン ･ メ リ エ の 見解要約』 なる刊行本を 1 7 6 2 年か ら密か に

流布させ た. こ の 間の 事情は ロ ラン ･ デ ス ネ氏に よ っ てか なり明確に された .

1

ヴオ ル テ
ー

ル 刊行に よる こ の 『ジ ャ ン ･

メリ エ の 見解要約』 を歴史的資料と して以下に

翻訳す る｡ 残存 して い る地下文書と して の 数､ 当時 の 文献にお ける これ - の 言及 の 多さか

ら見て ､ 思想 史にお ける資料的価値に異論は ない が ､ 上 に述 べ た ように こ の テ ク ス トは『覚

え書』 とは別の 分析対象と考える べ きで あろう｡

底本 は T e st a m e n 七 d e J e a n M e sli e r . N o u v ell e 虫diti o n . A b r6 g占 d e l a v i e d e l
'

a u t e u r ./

E x t r ait d .e s e n ti m e n s d e J e a n M e sli e r
,

a d d r e s s占s a s e s p a r oi s si e n s , s u r u n e p a rti e d e s

a b u s & d e s e r r e u r s e n g6 n 6 r al & e n p a rti c u li e r ./ I) e u x i占m e 6 diti o n 〔G e n古v e(C r a m e r) ,

1 7 6 2〕 で あるo デ ス ネに よれば､ ヴォ ル テ
ー

ル 版刊行本 は 1 7 6 2 年 2 月 ､
5 月 ､ 1 7 6

4 年 1 0 月 と い う 3 段階の修正 を受 けて い る｡ ヴオ ル テ ー ル ･ フ ァ ウ ンデ ー

シ ョ ン版 ヴオ

ル テ
ー

ル 全集にお ける彼の命名に従えば､ E 6 2 G 2 ( 1 7 6 2 年 5 月) と い う第2 段階の 修

正を採用 した こ と になるc 上記ヴオ ル テ
ー

ル全集では最終版 である 1 7 6 4 年版が採用 さ

れたo 我 々 が 第2 版を採用 したの は ､ こ の 版がヴオ ル テ
ー ル の 手に なるもの の 内でも っ と

も細心 に辛 が加 えられて い るためで ある｡ 具体的には ､ ア ン ト ロ ポ ス 版 メ リ エ 全集付録 に

再録 された同版テク ス トを用 い たが
､ 同時に同版を受け継い だ モ ラ ン版 ヴオ ル テ

ー ル 全集

をも参照 した｡

* で 導かれる原注は ､
一 対応する段落末尾に置い た｡ 訳者に よる補足 は 〔〕 で示す ｡ 翻訳

の ため の 語句 の 補足 ､ 聖書 の引用箇所 の 修正 などで あるo また
､

一

塊と見られ る 『覚え書』

か らの 抜粋箇所冒頭 に､ 対応す る 『覚え書』 の 章を同 じく 〔〕 で示 した. 翻訳 した ヴオ ル

テ ー ル 版を 『覚え書』 と対比する際の 便宜 の 為であるo

なお ｢ ジ ャ ン ･ メリ エ の 略歴｣ も､ 要約版地下文書と別個に流布 して い たテ ク ス トを､

ヴオ ル テ
ー ル が要約刊行 の際に修正 し付加 したもの である｡

1 m LZ V r e S C O m P lat e s d e V olt a li
4

e , 5 6 A , O xf o r d , 2 0 0 1 , p .3
･

8 0 , I n t r o d u c ti o n p a r R ol a n d

D e s n 6 .
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翻訳

一

部の 悪弊と誤謬に関 して
一

般にまた個別に考察し､

そ の聖堂区民に宛てた ､ ジ ャ ン ･

メリ エ の 見解の 要約

ジャ ン ･ メ リ エ 略歴

シ ャ ン バ ー ニ ェ 地方 の 村 エ ト レ ピ ニ ー

と ビ ュ ッ トの 主任司祭であ っ たジ ャ ン ･ メリ エ は ､

マ ザラ ン 公領内の村 マ ゼ ル ニ ー

にサ ー ジ織物 工 の 息子と して生まれた｡ 田舎に育 っ たが勉

学を積み､ 首尾よく司祭職に就い た o

神学校ではきわ めて規律正 しい 生活を して い たが
､
デカ ル ト説を学ぶ こ とに専念 したo

彼 の 品行は 非の うち所 が ない と思われたo 時に施 しを行 い
､

そ の上飲食におい ても女性関

係 におい ても ､ た い - ん慎み深か っ た ｡

ヴァ の 主任司祭 ヴォ ワリ氏とブジ ィ ク ー ル の 主任司祭 ドラヴォ ← 氏が彼の聴罪司祭で ､

よく訪れる の は彼 らの とこ ろだけだ っ た ｡

彼 はも っ ばら厳格な正 義の 士で
､

時にそ の熱意を少 し発揮 しすぎる こ ともあ っ た｡ ド ･

トウ イ イ氏と い う彼 の 柑の 領主が魅入か の 農民を手ひ どく扱 っ たの で ､ 日曜説教の 時領主

の ために祈り を捧げる よう彼 は人 々 に勧め なか っ た ｡ ラ ン ス 大司教 ド ･ マ イイ氏 の ところ

に異議が申し立 て られ ､ 彼は勧め を行うようにと申 し渡されたo しか しそ の 決定後の 次の

日曜 日､ こ の 司祭は説教壇上 に登ると大司教の 判定に不平を述 べ
､

｢ こ れが哀れな田舎司祭

たちの 運命と いうも の です｡ 大領主である大司教たちは
､ 彼 らを軽蔑しそ の 言う ことは聞

きません ｡ 貴族 の た めに しか聞く耳を持たな い の です｡ ですか ら､ 当地 の 領主 の ため に祈

っ てくださ い
｡ ア ン トワ

-

ヌ ･ ド ･ ト ウ イ イ の ために
､ 彼を改心 させ てくださるようにと

神に祈りま し ょうo 彼が貧し い 者を手 ひ どく扱 っ たり
､

孤児か らはぎ取 っ たり しない よう

に してくださ い と祈りま し ょう｣ と言 っ たo

こ の侮辱的な勧め の場 に立 ち会 っ て い たそ の 領主は ､ 同 じ大司教にそれに つ い て新た な

告訴を提出 した の で ､ メリ エ 氏 は ドン シ ェ リに召喚され叱責を受けた0

以後彼 に つ い て は ､ 他の事件があ っ たとい う言及も､
エ ト レ ピ ニ ー

以外 の 聖職禄を得 た

とい う言及もな い
｡

主な彼 の本は ､ 聖書､
モ レ リ 〔『歴史大辞典』〕､

モ ン テ
ー ニ ュ とい っ たもの ､ そして幾人

か の教父 の 書で あ っ た｡ 聖書と教父 の 書の 読書だけか ら､ 彼はそ の 見解を引き出 した｡ そ

の 写 しを彼 は自筆で三 部作 っ たが ､

一 部が フラ ン ス 国璽尚書の もとにもたらされ､ それか

ら以下 の 要約は作られ た o 彼の 手稿は ､ メ ジ ュ ー

ル 高等法院代訴人 ル ･ ル ー 氏に宛て られ

て い る｡

灰色 の厚 い包み紙の もう
一

方の 面には準の ように書かれて い る.
｢ 私は人 々 の 誤謬と悪弊､

虚妄と狂愚と邪悪を目に し確認 してきま した｡ それらを私は憎み 嫌 っ ても ､ 生前には その
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整書｣

i

こ と を語 る勇気が持てませ んで したが ､ 少なくとも死 ぬ時､ また死 後に は語ろうと思 いま

す｡ そ の こ とを知 っ てもらうために私は こ の 覚書を作 り書くの ですが ､ それは こ の 覚書を

即こ し､ 値打ちがあると思 っ たら読むす べ て の 人に ､ これ が真理 の 託と して役立 ちう るた

め です ｡ ｣

こ の 司祭 の蔵書 の 中に はまた ､ カ ン プ レ 大司教 ド
･ フ ェ ヌ ロ ン 氏の 神 の 存在と神 の 属性

に関す る論文 ( - 也 -

八年版) とイ エ ズ ス 会士 トゥ ル ヌ ミ
- ヌ 神父 の 無神論に関す る考察

か らなる
一 冊の 刊本が 見 つ か っ た｡ フ ェ ヌ ロ ン氏の 論文の欄外 には 司祭自ら書い たと思わ

れる短評と反論が書き込まれて い る｡

彼は近隣の 司祭たちに自分の ｢ - - ･ 見解｣ の存在を知らせ るために 二 通の 手紙を書い て

い たo 裁判記録保存所 * にそ の 著作の 写 し
一 部 ､ 八折り判 三六 六菓か らなるもの を預けた

と彼 らに打ち明けて い るが
､ 民衆が 知識を与え られ真実を知 る の を妨げ ようと確立 されて

い る悪い慣例に したが っ て ､ それが摩滅される こ とを彼は恐れて い る ｡
* *

* サ ン ト ･ マ ンウ
-

裁判記録保存所

* * ラ ン ス 司教総代理 ル ･ ベ - グ氏が 三番目 の 写 しを押収 したと言われ て い る .

こ の 司祭は
-

七 三三年､ 五五歳で 死 んだo 彼は生きる こ とが嫌になり ､ 自ら必 要な食事

をわざと拒否 した 一

何ひ と つ
､

一

杯 の 葡萄酒すら取ろうと しなか っ た か ら - と信 じら

れて きた｡

遺言書により ､ 彼は所有 して い たも の をす べ て ､ 大 した額で はなか っ た が ､ その 聖堂区

民に与 え､ 自分は庭 に埋葬して ほ し い と疎ん だo

まえがき

〔対応箇所第2 章〕 みなさん ､ 私の 無私無欲 に つ い て は あなたが たも御存知です｡ 私は

卑 し い利害の ために自分の信念を犠牲に したりは しません ｡ 自分の 見解とこ れほ ど相い れ

な い信仰告白を私が したの はこ 決 して物欲 の ためで はなく ､ 両親の 意向に 沿 っ たまで の こ

とです ｡ も し危険もなくあなたが たの蒙を開く こ とが できたなら
､ 私は も っ と早くそ う し

て い た で し ょう｡ あなたが たこ そ私が言う ことの証人です｡ 私は 自分 の職務に付随して い

る儲けを要求 して ､ そ の 品位を汚 した ことは
一

度もありませ ん｡

天 に誓 っ て申 しますが ､ 盲目にされた民衆が敬度な心で 祈祷を買おうと莫大な金を差 し

出すの に ､ その 単純さを笑い もの に して い た手合い は ､ 同 じく私 の こ の 上な い軽蔑の 対象

で した. そんな専売はなんとおぞま し いもの で はない ですか ! あなたが たの 汗と労苦で肥

太 る連 中が ､ 自分ら の神秘と迷信に対 して 示す軽蔑を非難する の で はあり ませ ん｡ 彼 らの

飽く こ との ない物欲と
､ 人 々 をそうい う盲目状態に止 めて お こうと腐心 し､ そ の 上人 々 の

無知 を笑 い もの にする彼らの 同類 の 卑劣な楽 しみ を私は憎む の です｡

彼 らは自分ら の 安楽さを種 に笑 い合うだけに止 める べ きですo せ めて ､ 単純 なた めそ ん

な快適 な生活を彼らに与えてくれる 人 々 の
､ 盲目的な敬塵さを悪用 し誤謬 を増やす ような
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こ とはす べ きで はありません . みなさん ､ あなたが たは間違い なく私に は私 にふ さわ しい

評価を下 して い るはずですo 串なたがた の 労苦に対 して示 した敏感さが ､ 私 をあなたが た

の どんな疑 い か らも守 っ てくれます｡ 私 は幾度も無料で 司祭の職務を果たさなか っ たで し

よ うか｡ また私が 望ほ ど何度も ､ 豊富に あなた がた を援助できな い ため ､ 私 の 情愛は幾度

も傷つ けられ なか っ た で し ょうか｡ 私には受け取 るより与える方が喜 びで あるとい う証拠

を ､ い っ もあなた がたに示 さなか っ たで し ょうかo あなた がた を頑迷な信心 べ 誘わぬ よう

にと心が けま した し
､ 私たちの ろく でもな い教義に つ い て話す機 会は ､ でき るか ぎり少な

く しま した｡ 確 かに私は 司祭として職責を果た さねばなりません で したが ､ 内心では憎む

その ような敬度な嘘をあなたが た に説か ざる をえな い 時 ､ 私も自らどれ ほ ど苦しまなか っ

たで し ょうか ｡ 自分 の職務に対 して ､ 特 にあの 迷信 的なミサと滑稽な秘蹟授与に対 して -

- とりわけ､ あなたが たの敬度さと誠実さを丸ごと魅了するあの ような威厳を持 っ てそれ

らを行わねばならない 時 には
- 一 私はどれほ どの軽蔑を感 じなか っ たで し ょ うか ｡ あなた

が た の 信じやすさは ､ 私 の 心に どれ ほどの悔恨をかき立て なか っ たで し ょうかo 公 の 場で

怒りを爆発させ る寸前ま で行き ､ あなたが た の 目を聞かせ ようと思 っ た こ とが幾度となく

ありま した が ､ 私の 力 を上回る恐れ が突如と して私を引き止 め ､ 死 ぬ時まで沈黙を強 い た

の です｡

第
- -

華

人 々 に宗教を打ち立て させ る動機か ら引き出され る証明 -

〔対応箇所第8 章〕 自派は本当に神の 権威に基づ い て おり ､ 他宗教に見られるあらゆる

誤謬と ペ テ ン か ら
一

切免れて い ると主張 しない個別宗派はひと つ もな い の ですから､ そ の

派の 真理 を打ち立て ると主張す る人 々 は ､ 自派は神が設けたも の である と明白で説得力 の

ある証拠と証言 に よ っ て示 さなければなりませ ん｡ そうで なければ､ そ の宗派が誤謬と詐

欺 に満ちた人間 の 発明にす ぎない は確実だとみなすべ きで し ょうo とい うの も､ 限りなく

善で ある全能 の 神と い うも の が ､ 人間に法や命令を与えようとしたの に ､ あれほ ど大勢の

ペ テ ン 師ども の 法や命令と比 べ て ､ それらにより確実で真正 な真理の しる しを持 たせ よう

と しなか っ たとは信 じられな い か らです｡
･ さて

､ そ の 宗教が本当 に神が設けたもの である

と明白な証拠によ っ て 示せ る者は
､

わが キリ ス ト崇拝者たち の中には ､ どの 派の 者であれ

ー 人も い ません ｡ それ が証拠に ､ あれほ ど幾世紀も前か ら彼 らは こ の 問題 で 異議を唱えあ

い ､ 自説 を守 ろうと戦火に訴え血を流し､ 迫害しあう ことまで して い る の に ､ その ような

真理 の証で他の 者たちを説き伏せ
､

納得させ る ことが できた派はいまだ彼 らの 内にひ と つ

もな い の です｡ 神が設 けたも の だと いう明白確実な根拠や証拠が どれか に ある なら
､ 確か

に こ ん なことに はならない で し ょ う｡ とい うの も ､ どの 宗派に属して い ようと､ 見識が あ

る誠実な人は誰も
､

誤謬や嘘を支持 し肩入れす るとは主張しませ ん し
､ 反対に銘 々 の 側で

自分は真理 を支持す ると 主張する の ですか ら､ あらゆる誤謬を追放 し
､ す べ て の人間を平
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和に 同 じ見解と 同じ形態 の 宗教の 下に集め る真の方法は ､ 説得力 の あ る真理の 証拠 と証言

を提出する こ とで し ょう し
､

.

= の 宗教 こ そ本当に神が設けたもの で ､ 他 の どれで もな いと

その ように して示すこ とで し ょうか ら｡ そうすれば､ みなそ の真理に降参す るで し ょう し
､

誰もわ ざわ ざそ の証 に対 して反駁を企てた り は しない で し ょ う｡ また ､ 誤謬と ペ テ ン の 党

派が反証に よ っ て

即座に打ち負かされない と しても､ 誰もわざわざそ んな派を支持 した¢は しない で し ょう｡

しか し､ そうい う証拠は どの 宗教に も見られな い の で ､ そ れに乗 じて ペ テ ン 師どもが大月旦

にありとあらゆる嘘を発明 しそれをもち こ たえる の です｡

人間 の 諸 々 の 宗教の 虚偽 ､ 特 にわれわれ の 宗教の虚偽を ､ こ れに劣らぬほ ど明白に示す

別 の 証明をさらに以下に述 べ ます ｡

倍仰の誤謬から引き出され る証明 ニ

〔対応箇所第 9 - 1 7 章〕 誤謬 の原理 で あるもの を､ また 人 々 の 間に お ける騒乱と永遠

の 分裂の 忌まわ しい 源でさえあるもの を､ そ の 玄義の基礎と しそ の 教理 と道徳の規則とす

る あらゆる宗教は , 真の 宗教では ありえませ ん し､ 本当 に神 が設けた宗教で もありえませ

ん o さて人間の さまざまな宗教､ とりわ けカ トリ ッ ク教は ､ 誤謬 の 原 理 をそ の 教理と道徳

･の 基礎 と して いますo それ故 - - -

. 私 は こ の 論証 の 第
一

命題 を否定で き るとは思 いませ

ん o それは あまりにも明白で 明瞭ですか ら､ 疑い を抱くわ けには ゆきませ ん o キ リ ス ト教

がそ の 教理 と道徳の 規則と して い る の は ､ 彼 らが信仰と呼ぶ もの で ある ､
つ まり ある法あ

る い は ある神の 啓示と神 の 存在に対する盲目的である の に確固不動た る信念で あるとい う､

第二命題の 証明に私は移ります｡ 倍仰とい うも の をキリ ス ト教は どう して も こ の ように仮

定せ ざるをえない の ですo と い うの も ､ ある神 と神 の啓示 に対す る こう い う信念 こ そ
､

そ

の 宗教が世界中で持 っ て い るあらゆる信用と権威を生み出 して い るか らで す し
､ それが な

ければ人 々 はその 宗教が命 じる こと を少 しも尊重 しなくなる か らです｡ そ の ため ､ 信徒に

その倍仰を堅持せ よ * とは っ きり勧告しない 宗教は ありませ ん ｡ です か ら､ キリ ス ト崇拝

者たちはみな､ そ の 『トリ エ ン ト公会議による公教要理』 に記され て い るよう に ( 第六会

議 〔第五会詩〕 八箇条) ､ 信仰が救い の 端緒と基盤であり
､

あらゆる義と成聖の 根本で ある

という こ とを格率とする の です｡

* 信仰ヲ堅持セ ヨ
｡

さて ､ 神 の名と権威の もとに提出される
一 切 - の 盲目的信念 が

､ 誤謬 と嘘 の 原理で ある

こ とは明らか です. その 証拠に
､ 宗教の 問題で神の名 と権威を持ち出そ うと しない

､ また

特別 に神か ら霊感 を受け遣わされたと自称 しな い ペ テ ン師は
一 人も い ない の が見られますo

キ リ ス ト崇拝者たちがそ の 教理 の 基礎とする こ の信仰と盲目的信念は
､

誤謬などの 原理 で

あるばか りで なく ､ 人び とが その さま ざ草な宗教を保持す るため に起こ す騒乱と分裂の 忌

ま わ し い 蘇でもあります｡ そうい うも っ ともらし い 名 目で
､

互 い に相手 に対 して行わな い
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悪ら つ な行為は ひと つ もありません o

さて ､ 限り なく 善良で賢明である全能の神が ､ 自分の意志を人間に知 らせるため に ､ そ

の ような手段やそ れほ ど人を欺きが ちな方法を用 い ようと したとは信 じられませ んo とい

うの も､ それは明 らか に人 々 を誤謬に誘い 込み ､ 人 々 に民を仕掛け､ 嘘 の側 に加担させよ

うとす る こ とで し ょうか らo 同様に ､ 和合と平和と善と人 々 の 救い を好む とい う神が ､ 人 々

の 間に騒乱と永遠の分裂を引き起 こ すあ の ように致命的な源を､ 自分わ宗教の 基礎と して

確立 したとも信 じられません ｡ ですか らそ の ような諸宗教は ､ 真実の も の でも神 に よ っ て

設 けられたもの でもありませ んo

しか し
､

わがキリ ス ト崇拝者たちが彼らの 信懲性 の 根拠と称するも の を必ず引き合い に

だ し､ 自分たち の 倍仰と信念は ある意味で盲目的だが ､ それでもやはりあれ ほ ど明白で説

得力 の ある真理の 証に よ っ て支えられて い る の だか ら､ 信仰に就こうと しない の は思慮が

ない だけでなく ､ 思 い 上が っ て い る の でありひ どく愚かで あると
､

彼らが反論す る ことは

私もよく知 っ て い ます｡ 彼らはたい て い そ の信潰性 の根拠と称するもの を､ 三 ､ 四箇条に

まと めて い ます｡

根拠 - と して ､ 彼 らは その宗教 の神聖さなるもの か らそれを引き出 しますo 自分た ちの

宗教は悪徳を断罪 し徳を実践するように勧めて い る し､ その 教理 はきわめて純粋であるか

ら､ 限りなく善良で 賢明な神 の純粋さと神聖さか ら しか ､ その ようなも の が 出てきえない

.の は 明らかだと言う の です｡

信懲性 の根拠 こ として ､ そ の 宗教 を愛を持 っ て信奉し擁護し､ 棄教 よりは 死 とも っ とも

残酷 な責め苦を耐 える こ とまで した人 々 の 生涯に見られる無垢と聖潔か ら､ 彼 らはそれを

引き 出します｡ あれ ほ どの偉人たちがそ の信念にお い て萌されるがままで あ っ た し､ 誤謬

と ペ テ ン を保持す るだけ の ために ､ 人生 の あらゆる利点をあきらめ､ あれほ ど残酷な迫害

にそ の身 を曝 したとは信 じられな い と言う の です｡

彼らは そ の倍 数性の根拠三 を､ あれほ ど青か ら彼 らの ために下されてきた ､ またそ の 主

張に よれば疑 い ようもな い 仕方で実現されたと い う､ さまざまな予言と神託か ら引き出 し

ます｡

さらに
､

彼ら の 信想性 の 根拠 四と して ､ またす べ て の 中でも主要なも の と して引き合 い

に 出される の は ､ そ の宗教の ために古今束西でなされた奇跡の 偉大さと数の 多さです｡

しか し ､ こうい う空 し い推論 の
一

切を反駁 し ､
こう いうすべ て の 証の 虚偽 を知らせ る の

は簡単です｡ とい うの は ､

-

､
わがキリ ス ト崇拝者たちがその 信,

7
･

uq
l性の根拠なるもの か ら引き出す論拠 は

､ 真理と

同 じく嘘を確立 し立証す る の にも等しく用 い る ことができるか らです｡ とい うの も実際ど

ん なにせ 宗教でも ､ 類似 した信濃性 の 根拠に よ っ て 支えられて い ると
､ 主張 しない もの は

ない の が見られるか らです ｡ また健全な真実の 教理 を持 つ と主張しない もの も ､ またすく

なくとも自分たちの 流儀で あらゆる悪徳を断罪 し
､

あらゆる徳の 実践を勧めない もの もあ

りませ ん ｡ またさらに
､ 自分たちの ために行われた神異や奇跡を持 っ て い ると 主張しな い
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も の もありません ｡

マ ホメ ッ ト教徒もイ ンデ ィアンたちも異教徒たちも ､ キリ ス ト教徒と同 じようにそ うい

うも の を自分たち の宗教の ため に挙げます｡ わが キリ ス ト崇拝者たちが彼 ら の 奇跡と予言

を重ん じるなら､ 異教徒の さま ざまな宗教にも ､ キリ ス ト教に劣らぬ だ けの そう い うもの

が 見られますo ですか ら､ そ の あらゆる信漕性 の根拠なるもの か ら引き 出せ る かも しれな

い利点は ､ あり とあらゆる宗教にもほとん ど等 しく存在す る の です｡

ですか らあらゆる歴史と宗教の 実際が示 して い るように ､ わが キリ ス ト崇拝者 たちが あ

れほ ど自分たち の利点を引き出そうとす る ､ そ の あらゆる倍 数性 の 根拠 なるもの は ､ 明ら

かに あらゆる宗教に等 しく 見られ る し､ した が っ てそ れらは彼 ら の 宗教 で あろうと どんな

宗教であろうと､ そ の真理 を保証する証拠や証と して は役に 立たな い と い うこ とに なりま

す｡ こ の 帰結は明白です｡

二
､ 異教の 奇跡と キリ ス ト教の 奇跡の 関係 に つ い て ある観念を与 える とすれば､ た とえ

ば､ 福音史家がみ な束にな っ てイ エ ス ･ キリ ス ト の奇跡に つ い て言う こ とを信 じるより ､

フ ィ ロ ス トラ トス が 『アポ ロ ニ ク ス 伝』 第八巻 で語る こ とを信 じる方が
､ より理に適 っ て

い る と言 えな い で し ょうか o なぜなら､ 少なくともフ ィ ロ ス トラ トス はセ ヴ ュ ル ス 帝の 妃､

皇后 ユ リ ア の 書記官で
､ 雄弁 か つ 能弁な男で あ っ た こ と､ また彼 が アポ ロ ニ ク ス の 生涯と

神奇な事績を書い たの は ､ そ の皇后 の 要請に よる という こ とが知 られ て い るか らで す｡ こ

れはまた ､ そ の ア ポ ロ ニ クス が並外れた偉業に よ っ て名 を成 した確か な しる しでもあるで

し ょ うo 何 しろ皇后が そ の 生涯 を書物に させ る ほ ど興味を持 っ た の です か ら｡ そ の ような

こ とはイ エ ス ･

キリ ス トに つ い て も､ そ の伝記 を書い た人 々 に つ い ても け っ して言 えませ

んo と いうの も､ 彼らは民衆の屑で ある無知な連 中､ 哀れな日雇い ､ 漁夫にすぎず ､ 自分

が語 る出来事を秩序立て
一

貫 して物語る頭すらなく ､ その 話は きわめて稚拙な食い違 い さ

えたび たび起 こすの ですか ら.

彼 らが そ の 生涯と事績を描い て い る男に つ い て言えば､ も し本当に彼 らが帰 して い る奇

跡をそ の 男が行 っ たの なら､ 間違い なく彼 はそのすばら しい 事績に よ っ て きわめ て 称賛に

催する人物とな っ て い たはずですし､ みなが ほ めたたえ､ 神々 の ために行 うように彼 の た

めに像を立て たことで しょ うo ところがそ の 代わりに ､ 彼は取 るに足りない 男 ､ 狂信者 - ･

と見なされま した｡

歴史家 ヨ セ フ ス も､ 自分の 民族と宗教の ため になされたと伝 えられ て い るも っ とも偉大

な奇跡 に つ い て語 っ たすぐ後で ､ これ らに つ い ては各人が好き なように考えて よ い と述 べ
､

そうい う奇跡 - の信用を傷っ けそ の信用を疑わ しい もの に して しま っ て い ます｡ こ れはそ

う い うも の を彼自身が それ ほど信用 して い なか っ たと い う ､ ま っ たく確か なしる しで もあ

りますo l また こうい うわけですか ら､ も っ とも分別 の ある人 々 は ､ そ うい う種類の 事柄に

つ い て語 っ て い るさまざまな歴史を架空の 物語と見な して い ます o モ ン テ
ー

ニ ュ と 『誤 っ

て魔術の 嫌疑をか けられた偉人たちの 弁劉 の 著者が書い て い る こ とを見てくだ さいo サ

ン トリ ニ 島宣教師報告も読ん でくだ さい o こ のすばら しい 主題 に つ い て は 三章連続で 書か

6 0



れて います ｡

こ の 間題に関 して言えるすづて の こ とが ､ 奇跡なる もの は正義と真理 の た めにも､ 悪徳

と嘘 の た めにも等 しく想像す る ことが できる こ とをわれ われに時 っ き り示 して い ますo

わ がキ リ ス ト崇拝者た ち自身が神の 言葉と呼ぶ もの の 証言と ､ 彼らが 崇め る者の 証言と

によ っ て私 は こ の ことを証明 します｡ と い うの も ､ 神 の言葉を収めて い ると彼 らが言う当

の 書物と ､ 人とな っ た神 と して彼 らが崇める キリ ス ト自身とが､ にせ手首者 ､ つ まり神か

ら遣わされ たと自称 しそ の名 で語 る ペ テ ン 師どもが存在すると､ われわれに は っ きり指摘

して い るばかり か ､ 連中は義人たちもあやうく惑わされ るほどの 偉大で神奇な奇跡を ､ 今

後も行うだろうとさらに は っ きり指摘して い るか らです｡ 『マ タイ伝』 二 四 章五
､

四節そ の 他を見てくださ い ｡

その 上 ､ そうい う奇跡の 行い 手たちは ､ 自分たちの 奇跡は信用され ､ 反対派 の他の 人 々

が行うも の は信用され ない こ とを望み ､ 互 い に殺 し合うの です｡

ある日
､ そうい う予言者 なるもの の 一 人でゼデキアとか いう男が

､
ミカ ヤ とか い う別 の

男に反対されたため ､ そ の 男に 平手打ちをくわせ こ ん な滑稽なことを言 いま した. * ｢ 神

の 霊が どの道か ら私を離れ て行 っ て ､ おまえに語 っ たの だ｣ . さらに 『列王紀三 〔上〕』
-

八草四○節そ の 他も見てくださ い ｡

* 『歴代志 二 〔下〕』 第
一 八草二 三節

しか し
､

それら の 奇跡なるもの は行 われ なか っ た ことがは っ きり して い る の ですか ら､

どう して真理の 証な の で し ょうか ｡ とい うの も､ 次の こ とをまず知らなけれ ばならな い か

らです｡

-

､ そう いう話 の 最初の 著者だと言われて い る人々 が ､ 本当に そうであるか どう

か ｡
二

､ 彼 らが誠実で信用に たる ､ 賢明で知識の ある人 々 で あ っ たどうか
､

また彼 らがあ

の ように有利な こ と を語 っ てや る人 々 に対 して ､ 好意的な先入観を持 っ て い なか っ た かど

うか｡ 三 ､ 彼らが 伝える事実 の あらゆる付帯状況を十分に検討したか どうか ､ 十分に知 っ

て い たか どうか ､ またま っ たく忠実に伝えて い るか どうか ｡ 四 ､ こうい う偉大なあらゆる

奇跡を伝える書物や昔の歴史書が
､ 他の 多く の書物と同 じように

､
時を経る中で 改憲され

ゆがめ られ なか っ たか どうか ｡

モ
ー セとそ の 民に つ い て タキ トウ ス やそ の 他多くの 著名な歴史家を参照すれば､ 彼らが

盗賊や山賊の 群れと見なされて い た の が分か るで し ょうo 魔術と占星術が当時はやり の 唯

一

の学問で したo そ して モ ー

セ は エ ジプ ト人 の 知恵に通 じて い たと言 い ますか ら ､ 田舎者

で無知なヤ コ ブの子 らに彼個人に対する尊敬と愛着の 念を吹き込 み
､

彼が与 えようと望む

規律をそ の 惨めな状況の 中で彼らに信奉させ る の は彼 にと っ てむずか しく なか っ たの です ｡

以上 の こ とは ､
ユ ダヤ 人とわ が キリ ス ト崇拝者た ちが我 々 に信じさせ ようとす る こととま

っ たく違 っ て い ます｡ どんな確実な規準に よ っ て ､ 他の 人々 よりむ しろ彼 らを信ず べ き だ

と知 る の で し ょ うか ｡ そ んなこ とに関 して
､

どん な本当らし い 理由もな い こ とは間違い あ

りませ ん｡

新約聖書の 奇跡なるもの も ､
旧約の もの に つ い て と同じく ､ 先の条件を満たす こ とが で
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きる確実性はほ とん どありません し
､

またそ の ような真実ら しささえほ とん どありませ ん｡

福音書中の 事実を伝える歴史書は神聖で聖なるもの とみ なされ ､ 常に忠実に保存され ､

そこ に含まれて い る さま ざまな真実はま っ たく 損なわれる こ とは なか っ たと言 っ ても
､ 何

の 役にも立 たない で し ょう｡ とい うの も ､ おそらくまさに こ うい う理由 の ため にそれ らの

書物は い っ そう疑わ し い はずです し
､

それ らか ら何か利点を引き出そう と したり ､ それ ら

が自分たちに十分好都合で ない こ とを恐れた りする連 中に よ っ て ､ なおの こ とゆが め られ

て い るはずだか らです ｡ そうい う種類の歴史書を書き写す著作家たちは そ の 時付け加 えた

り変えたり､ また自分 の 意図に役立 っ と思えばどん なこ とで も削 っ たりす る の が普通です

か ら｡

これ はわが キリ ス ト崇拝者たち自身が否定できな い ことです｡ なぜなら ､ 彼 らの い わゆ

る聖書が さまざま な時代に付加や削除や改憲を受けた こ とを認めた真聾な鶴多の 人物に つ

い て語らずとも､ 彼 らの仲間で著名な学者聖 ヒ エ ロ ニ ム ス が
､ 〔聖書に つ けた〕 そ の序文 の

多くの 箇所で ､ これ らの 書はゆが められ改窺されてきた し､ 彼 の 時代で も､ 好きか っ てに

何で も付加 したり削除したりす るあらゆる連中 の 手にすで に委ね られて い て
､ そ の ため写

本の 数だ け異本があると言明 して い るか らです｡

パ ウリ ヌ ス に宛てた 彼の さま ざまな序 文､ 彼 の 『ヨ シ ュ ア記』 序 ､ 彼 の 『ガラテ ヤ人 -

の 手紙』､ 彼 の 『ヨ プ記』 序､ 教皇ダ マ ス ス に宛てた 『福音書』 序 ､
パ ウ ラと ェ ウ ス キ ウム

に宛て た 『詩篇』 序などを見てくださ い ｡

とり わけ旧約 の諸書に つ い て は ､ 律法 の 祭司 ユ ズ ラ自身が ､

一

部は失われ 一

部は損なわ

れて い た 律法の 聖なる書とか いうも の を､ 自ら全体に渡 っ て修正 し復元 したと教えて いま

すo つ い で ､
- プライ文字の 数になら っ て彼はそれ らを 二十 二 巻に分か ち ､ また賢者 だけ

に伝 える べ き教理 からなる多く の別 の書物を書きま した｡
エ ズ ラが証言 し､ また学者の 聖

ヒ エ ロ ニ ム ス があれほ ど多く の箇所で証言 して い る ように ､ も しそ れら の 暑が
一

部は失わ

れ
一

部は損なわれて い たなら ､ それならそれ らが含む内容には どん な確実性もありませ ん

し､ 神自身か ら霊感 を受けてそれ らを全体に渡 っ て修正 し復元 したと エ ズ ラが言 っ たとこ

ろで ､ それ に つ い ても どん な確実性もありませ ん｡ こ れと同 じ事 を言 えな いような ペ テ ン

師は い ませ ん｡

ア ン テ ィ オ コ ス の 時代に は ､ 発見できた モ
ー セ の 律法と予 言者 の 書は こ とごとく焼か れ

ま した｡ タ ル ム ー ドは ユ ダヤ人た ちには神聖で聖なる書と見なされ ､ 神 の あらゆる律法と

命令を含み ､ あわせて ラ ビたち の も っ とも著名な格言と法令､ 神 と人間 の 法に 関す る彼 ら

の解説 ､ お よび驚く べ き数の - プライ語 に関す るその 他の 秘密や神秘を含むの ですが ､ キ

リ ス ト教徒たちには妄想と作り話と ペ テ ン と不敬が い っ ぱい に詰ま っ た書と見なされます｡

彼らは 千五 首五 十九年に ､ ク レ モ ー

ナ 市の ある図書館で発見されたそう い うタ ル ム ー ド ー

千二 百冊を ､ 宗教裁判所判事の 命令に より ロ
ー

マ で焼き捨て させま した｡

ユ ダヤ人たち の 有力セク トで あ っ た パリサイ派は モ ー セ 五害 しか受け入 れず ､ 予言書は

す べ て捨て て いま した し
､ キリ ス ト教徒 の 間で も マ ル キオ ンとそ の 一

派は ､
モ

ー セ の 書と
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予言者の 書を捨て
､ 流行 して い た別 の 聖書を導入 しま した o カ ル ポク ラ テ ス とそ の

一

派も

同様 で ､ 旧約聖書はす べ て捨て ､ イ エ ス - キリ ス トは他 の 人間と同 じく 一 人の 人間にすぎ

ない と主張 して い ま した｡
マ ル キオ ン派と至上派も旧約聖書すべ てを悪 しきも の と して否

許 し
､

また 四ネ高音書 の 大部分と聖パ ウ ロ の 書簡も捨て て いま した o

エ ビ オ ン 派は聖 マ タイ の福音書しか認 めず ､ 他 の 三福音書と聖 パ ウ ロ の 書簡 は捨て て い

ま した｡
マ ル キオ ン派は彼 ら の教理 を立証 しようと聖 マ ッ チ ヤ の 名を恵した福音書を公表

しま した｡ 同 じく純粋使徒派も自分たち の謬説を主張するために別の 聖書を導入 し､ そ の

目的 の ために聖ア ンデ レ と聖ト マ ス のもの だと彼らが言うい く つ か の行伝を用 い ま した｡

マ ニ 教徒たちも彼らの 流儀にあ っ た福音書を書き ､ 予言者と使徒たち の 書は 捨て て いま

した (『年代記』 二 八七 頁) 0
- ル ケサイ派は ある書を天が 与えたもの だと言 い ふ らし､ 他

の 聖書は勝手 にばらばらに して い ま したo オリゲネ ス 自身も､ そ の 偉大 な才能すべ てを傾

けて もや はり聖書をゆが め ､ 絶えず場違い な寓意を考え出し､ それで 予言者と使徒たちが

言う意味か ら逸脱し､ 教理の い く つ か の 主要点をゆが める ことさえ して しま っ たと言われ

て います ｡ そ の 彼の 諸著作す ら
､ 今では削られ改憲され ､ もはや後世 の 人 々 が縫い 合わせ

寄せ集め た断片にすぎません ｡ そ こ に明らか な誤謬と間違い が 見られる の は こう した わけ

からです ｡

ア ロ ゴ ス 派は ､ 聖 ヨ ハ ネの福音書と黙示録は異端者ケリン トス が書い たも の で あると し

て ､ それを理由にそ れ らを捨て去りま した｡ 近年 の 異端者たちは ､ わが ロ ー マ - カ トリ ッ

ク教徒た ちが神聖で聖なる書と見なす多くの 書物､ ト ビ ア書 ､
エ ディ ト書､

エ ス テ ル 書､ 〔ダ

ニ エ ル書中の〕 竃の 中の 三人の 子供 の賛美歌と ス ザン ナの 話と ベ ル神の 偶像の 話 ､ ソ ロ モ

ン の 知恵 〔知恵 の 書〕､ 集会書､ 第
-

･ 第ニ マ カ バイ書とい うようなもの を偽典と して捨て

て い ます｡ これ らの 不確実で 疑わ し いすべ て の 書に ､ 他の 使徒たちが書い たと思われて い

た幾多の 書をさらに付 け加 える こ ともでき るで し ょうo たとえば､ 聖 ト マ ス 行伝と彼 の 巡

歴 ･ 福音書 ･ 黙示 録 ､ 聖 バ ル ト ロ マ イ福音書､ 聖 マ ッ テヤ福音書､ 聖ヤ コ ブ福音書 ､ 聖 ペ

テ ロ 福音書など使徒たちの 福音書､ また同 じく聖 ペ テ ロ の 偉業と彼の 宣教書 ･ 黙示録 ･ 裁

きの 書､ 救い 主の 幼児物語､
そ の他 ､

ロ
ー

マ - カ トリ ッ ク教徒ならびに教皇ゲラ シウ ス や

ロ
←

マ 教皇たちに よ っ て 外典としてみ な捨て られた
~

､ 同工異曲の 多くの 書物を付け加える

こ ともでき るで し ょう.

人が それら の書に与える と主張す る権威に つ い て ､ 確実性 の どんな基盤も見か けもない

こ とをい っ そう立証 してくれ る の は
､

そ の神聖さを主張する当の 人 々 が 次の よう に告白せ

ざる をえない こ とです ｡
つ まり ､ も し自分たち の 信仰がそれらに つ い て保証 を与え､ そ の

ように信 じる こ とを絶対 の義務と しない なら､ 自分たちもそれ らの 書を確定す るどん な確

信も持てない と彼 らも言うの です｡ さて ､ 信仰とは誤謬と ペ テ ン の原理にすぎませ んか ら､

どう して その 信仰 つ まり盲目的信念が
､ それ自体が そ の 盲目的信念 の基盤 で ある書物を確

実なもの とする こ とが できる の ですか｡ なんと情けない こ と
､

なんと気違い じみた こ とで

し ょ う !
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しか し､ それら の書物が それ自体として真理 に特有な何 か の 特徴､ た とえば博識と知識

と知恵と聖潔､
ある い は神 のみに ふ さわ しい 何か他の 完全性 の 特徴を何 か備えて いる かど

うか ､ またそ の 中に引かれ る奇跡 が ､ 全能な神 と いうも の の偉大 さと蓉 と義と無限 の 叡知

に つ い て当然考えられ る こ とと
一

致す るか どうかを見てみ ま し ょ う｡

まず ､ そ の 中には どんな博識も崇 高な思想も､ また人間精神 の通常の 能力を超えた どん

な産物も ない こ とが わかるで し ょ う. 反対にそ の 中に見 られ る の は ､ t^ と つ には ､ 架空の

物語 ､ たとえば､ 男の あばらから引き出 して女を作る話 ､ 地上楽園なる もの の 話､ 言葉を

話 し不当な仕打ちを受けた ことで主人を冬め る雌 ロ バ の 話 ､ 世界的洪水 とあらゆる種類 の

動物が 閉 じ込 められた箱船の 話､ 言語 の 混乱と民族 の 分裂の 話などにす ぎな い で し ょ う｡

まともな著者なら取り合わない
､ 低俗 なくだらな い主題 を扱うそ の 他大量 の空 し い個 々 の

話に つ い て はもう言 いません
｡ そ ん なあらゆる物語は ､ 人が発明 した プ ロ メテ ウ ス の 技や

パ ン ドラ の 箱や神 々 に刃向か っ た巨人族 の 戦い の 話 ､ また古代の 詩人たちが当時 の 人 々 を

楽 しませ るため発明 した そ の 他の 似 た話 に ､ 勝るとも劣らな い 作り話 の様相を呈 して い ま

す｡

またそ の中に見られるもうひ と つ の もの は ､ 大量 の 牲と命令ある い は迷信的な宗教儀式

の 寄せ集め にすぎな い で し ょ う｡ それ らは古い 律法の 犠牲と清め の儀式 に関わ るもの
､ ま

たそ の 律法がそれぞれ清浄 ･ 不浄と想定する動物 の 無意味な区別に 関わ るもの ですが ､ そ

んな法は尊重す べ き点がない こ とで は ､ も っ とも偶像崇拝的な民族 の もの にも劣りませ ん.

さらに その 中に見られる の は
､ 大勢の 王や君侯ある い は 私人に 関す る虚 実 の入 り交 じ っ

た単なる歴史にすぎな い で し ょう｡ 彼らが善良にある い は 非道に 生きたとか ､ 何 か の 偉業

や悪行をやは りそ の中で語られ るそ の他 の つ ま らぬ取るに 足りない 行 い とも ども行 っ たと

か言う の です｡

そ の ような 一

切 を書く ために ､ 偉大な才能や神 の 啓示 を持 つ 必要な どなか っ た こ とは明

らか です｡ そ んなこ とは神なるもの を称える こ とでは ありませ ん .

さらに
､ それ らの書物 の 中に見られる の は ､ 特別に神か ら霊感を受 けた と自称す

る例の名高い 予言者たちの 言葉と指導と行動にす ぎませ ん ｡ そ の 中に彼 らの ふ るま い 方 ･

話 し方と夢と錯誤と幻想が見 られ るで し ょう｡ そ して彼 らは 賢明な知識 の ある人 々 どころ

か ､ 見神家や狂信者の 方にはるか に似て い たと判断する の は簡単で し ょう｡

それら の書物の い く つ か の中にも ､ たとえばソ ロ モ ン に帰せ られ る 『蔵言』 や 『知恵の

書』 や 『集会書』 の中に は､ たくさん の よ い教えや立派な道徳律 が ありは しますが ､ その

同 じソ ロ モ ン は彼 らの 著作家の 中でも っ とも賢明で あると同時にも っ とも信仰薄き者です ｡

彼は霊魂の 不滅すら疑い ､ そ の 作品を終えるに当た っ て
､ 平穏に自分 の 勤労を楽しみ ､ 愛

するもの とともに生きる こ と以外に 良きも の は ない と言 っ て います｡

それに ､ 神感によると人が我 々 に言うそれ らの 書物 よりも ､ 世俗 の 著作家と呼ばれ るク

セ ノ フ ォ ン
､ プラ トン ､ キケ ロ

､
ア ン ト干 ヌ ス 帝､

ユ リア ヌ ス 帝
､ ウ ェ ル ギリウ ス の 方が

どれほ ど優れ て い るで し ょうか o た と えばイ ソ ッ プ の 『寓話』 しか ない と しても ､ 私に は
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これの 方が福音書に述 べ られて い る あの低俗で粗雑なあらゆる誓えよ り ､ 間違い なくは る

か に気がき い て い る し教訓的だと言えると思われます ｡

しか し
､

こうい う種額の 書物 が神感に由来する ことはま っ たくあり
.
えな い とさらに い っ

そうは っ きり示す の は
､

文体が低俗 で粗雑 である こと ､ またそ こ に述 べ られ る ､ 付帯状況

を著しく欠く個々 の 事実 の 記述にも秩序が 見られな い こ との ほ かに ､ そ の 著者たちが互 い

に
一 致 して い るとは少 しも見えな い こ とです｡ 彼ら の言う こ とは多くゐ事柄で食い 違 っ て

い ますが｡ 彼 らは歴史をきちんと起草す るだけ の 〔知性 の〕 光と自然的才能さえ持 っ て い

なか っ たの です｡

彼 らの あい だに見られ る矛盾と食い 違い の例をいく つ か以下に挙げます｡ 福音史家マ タ

イ はイ エ ス - キリ ス トをダビデ 王 の 子孫と し､ ダビデの 息子 ソ ロ モ ン か ら､ 少なくとも推

定上はイ エ ス - キリ ス トの 父 で ある ヨ セ フまで をたどりますo ル カも同 じダ ビデ王 の 子孫

と しま したが ､ 彼は ダビデの 息子 ナタ ン か ら ヨ セ フ までとたどります0

マ タイ はイ エ ス の こ とを語 りなが ら
､

こ う言 い ます｡
ユ ダヤ人 の新 し い 王が生まれたと

いう噂が エ ルサ レ ム の 町に広が り ､ 彼を崇め ようと東方の 博士たちが捜 しにや っ て来た の

で ､
- ロ デ王 は自分の 王位をい ずれ こ の 新し い 王 なる者が奪うの を恐れ ､ そ の者が生まれ

た場所で あるはずだと いう べ ツ レ - ム 周辺 全域で ､ 二年前か ら新たに生まれた 子供たちを

こ とごとく殺させ たと言う の です｡ そ して ヨ セ フと ､ イ エ ス の 母 マ リア は
､

こ の 悪巧 み を

夢の 中で天使から知らされて い たため直ちに エ ジプ トに逃れ ､ そ の後幾年も経て - ロ デが

つ い に死ぬまでそ の 地に 留ま っ たと言 い ます｡

ル カ は反対に こう記 して います｡
ヨ セ フ とイ エ ス の 母 は六週間 の あい だ何事もなく彼ら

の 子イ エ ス が 生まれた土地に留まり ､ その 子はそ こ で ユ ダヤ の 法に則り生後八 日目に割礼

を受け､ そ してそ の 怯に定められた母親の 清め の 暗が終わる と､ 彼女とそ の 夫 ヨ セ フ は そ

の 子 を エ ル サ レ ム に連れて行き神殿で神に捧げ見せ
､
また同時に供物も捧 げたが

､ それも

神 の 法で命 じられて い る通り であ っ たと言 い ます｡ さらにその 後 ､ 彼らは ガ リラ ヤに ある

彼 らの 町ナ ザ レ - 戻り ､ 彼 らの 子 イ エ ス は そ こ で 日毎に愛ら しさと知恵 を増 して ゆき､ そ

の 父 と母も毎年彼 らの 過ぎ越 し の祭り の 大祭日には エ ル サ レ ム に行 っ たと言う の です ｡ で

すか ら ､ ル カは エ ジプト - の彼 らの 避難に つ い ても､
ベ ツ レ - ム地方 の 子供 たちに対する

- ロ デの残虐さに つ い て も
ー

言も触れて い ません .

- ロ デ の残虐さに つ い て は ､ 当時 の歴史家たちもま っ たく語 っ て いませ ん し
､ そ の ヘ ロ

デの 生涯 を播い た歴史家ヨ セ フ ス も ､ 他の福音史家たちもま っ たく言及 して い ない の です

か ら､ 星 に導かれ たそ の 東方 の博士 たち の旅や ､ その幼児の 虐殺や ､ その エ ジプ ト - の 避

難は馬鹿げた嘘にす ぎない の は明らかです｡ とい うの も､
その福音史家の 言う ことが本当

であ っ たなら
､

そ の 王 の 悪徳を非難した ヨ セ フ ス が､ これほど悪味な忌まわ しい 行為を見

逃したとは信 じられな い からです｡

イ エ ス - キリ ス ト の 公 的活動期間 の 長さに つ い て は ､ 初め の 福音史家三人が 言う ことに

従 えば ､
つ まり ル カ が言うようにイ エ ス が三十才 の 時 ヨ ハ ネの洗礼を受け

､ 彼が十 二月 二
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十 五 日に生まれたと仮定するなら､ そ の 洗礼か ら死まで はほ とん ど三 ヶ月 に満たな い こ と

に なりますo なぜなら､ そ の洗礼か ら -

チ ベ リウ ス 帝在位十五年 ､ ア ン ナ ス とカヤ パ が

大祭司で あ っ た年で した
-

三月 に行われる ､ 次の 最初の過 ぎ越 しの 祭りまで はほぼ三 ケ

月 しか なか っ たわ けですからo 初 め の 福音史家三 人が 言う こ とに従 えば
､

イ エ ス が十字架

に架けられた の は ､ 洗礼を受 けたあと次 の 最初の過 ぎ越 しの 祭 り の 前日 の こ とで
､ 弟子た

ちとともに初めて エ ル サ レ ム にや っ て来た折り の こ とになり ます. というの も
､

イ エ ス の

洗礼や旅や奇跡や説教とその 死や受難に つ い て彼らが語 る こ とは こ とごとく
､

どう しても

彼が洗礼を受けた年の こ とだとす べ きだからで す｡ なぜなら､ そ の 福音史家たちは そ の 後

の 別の 年に つ い て はま っ たく語 っ て い ませ ん し
､

イ エ ス の 行状に 関する彼 ら の 叙述か ら見

て ､ まさ しく彼はそれら 一 切 の こ と を洗礼後直ちに次か ら次 - と､ きわめ て短期間 の あい

だに行 っ たと思われるからです｡ しかもそ の期間 の 空白期と して は ､ 彼が 何 をしたの かも ､

何も七なか づたの かもわからな いイ エ ス 変容前の 六 日間 しか見 られませ ん o

以上 の こ とか ら､ 洗礼後彼がお よそ三 ケ月 しか生きなか っ たら しい とわか ります ｡ その

三 ケ月 か ら洗礼復すぐ荒野で 過ご した四十日四十夜の 六週間を引く なら､ 彼 の 公 的活動期

間は ､ 初め の い く つ か の 説教か らそ の 死 までお よそ六 週間 しかなか っ た と い うこ とになる

で し ょう ｡ とこ ろが ､ ヨ ハ ネが言う ことに したが えば､ その 期間は少 なくとも三年三 ケ月

続い たこ とになりますo とい うの も ､ こ の 使徒の福音書に よる と､ 年
一

回 しか行われなか

T , た エ ル サ レ ム の 過ぎ越 しの 祭りに ､ イ エ ス は そ の 公 的活動 の あい だに三 ､ 四回も行 っ た

ら しい か らです ｡

さて ､
ヨ ハ ネが表明して い るように ､ イ エ ス が洗礼後そ こ に三 ､ 四回行 っ た の が本当な

ら､ 彼が そ の 洗礼後三 ケ月 しか生きず､ 初めて エ ル サ レ ム に行 っ たとき十字架に架けられ

たとい うの は誤りです｡

その 初めの 福音史家三人は実際に唯
一

の 年の こ としか語 っ て い ない が ､ その 洗礼後に流

れ去 っ た他の 年 々 の こ とはは っ きり わか る よう に書か なか っ たと ､ 人が言うと仮定しま し

よう｡ ある い は ､
ヨ ハ ネは何回か の 過ぎ越 し の祭りに つ い て語 っ て い る ように見えるが ､

ただ 一

回 の祭り の こ と しか語 る つ もりは なく ､
ユ ダヤ人の 過 ぎ越 しの 祭りが 近づ き ､ イ エ

ス が エ ル サ レ ム - 行 っ たと何度も繰り返 し言う の は先取り して言うにすぎない ､ したが っ

て こ の 件に つ い て福音史家たちの あい だ には見か け上の 矛 盾 しか な い と
､ 人が言うと仮 定

しま し ょうo それは認 めてもよ い の です. しか し､ その 見か け上 の 矛盾が どこ か ら出てく

るか と言 えば ､ 彼 らが物語 る際に は注意す べ きで あ っ たあらゆる付帯状況とともに ､ 言い

たい ことを説明して い ないとい うことか らも っ ぱら出てくる の は確かです｡ 何れに しても ､

彼 らはそ の歴史を書 い た時､ だか ら神感を受けて い なか っ た とい う帰結 を引き出す理 由は

やは り あるわけです｡

イ エ ス - キリ ス トが洗礼後直ちに行 っ た最初の 事柄 にお い ても ､ また 別の 食い 違 い が見

られます｡ とい うの も､ イ エ ス は聖霊に よ っ てすぐに荒野 に運 ばれ ､ そ こで 四十日四十夜

断食し何回も悪魔に試されたと初め の 福音史家三人は言 っ て い る の に ､ ヨ ハ ネが言う こと
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に したが えば､ イ エ ス は洗礼の 二 日後に はガリラヤに 向けて出発 し ､ その ガリラヤ の カナ

で 行われた婚礼で水 をブ ドウ嘩に変え最初の 奇跡を行 っ た､ つ まりガリラヤ 到着の 三 日後

には ､ 彼が い た場所か ら三十里 以上離れた婚礼 の 宴にイ エ ス は い たと い うの です｡

荒野か ら出た の ちイ エ ス が最初に隠棲 した土地に つ い ても ､ 彼は ガリラヤ - 去 り ､ ナザ

レ の 町は捨てて 〔ガリラヤ の〕 海辺 の 町カ ペ ナ ウム に住ま っ た と マ タイ は言う の に (『マ タ

イ伝』 第四季 一 三節) ､ 彼 はまずナザ レ に行き ､
つ い で カ ペ ナ ウム に行

-

1 た と
'

Jt , カ は言いま

す (『ル カ伝』 第四章
一

六節 〔
-

六 ､ 三
-

節〕) 0

使徒たちがイ エ ス の 供とな っ た時 とそ の 仕方 に つ い ても ､ 彼らは食い違 っ て い ます ｡ と

い う の も､ 初め の 三人 に よれば ､
イ エ ス は ガリラヤ の海辺 を通りかか っ た時 シ モ ン とそ の

兄弟ア ン デ レ に会 い ､ もう少 し先で はヤ コ ブとそ の 兄弟 ヨ ハ ネが父 の ゼ ベ ダイ と 一 緒に い

る の に会 っ たの ですが ､
ヨ ハ ネに よれば これに反 し､ 最初にイ エ ス に同行 したの はシ モ ン

= ペ テ ロ の 兄弟ア ン デ レ だが彼は洗礼者 ヨ ハ ネの もう - 人の弟子と
一

緒で あり ､ 彼らがそ

の 師とともに ヨ ル ダン の 岸辺 に い た時イ エ ス が通りかか っ たの だか らです｡

最後の 晩餐に関 して初め の 福音史家三人は ､ わが ロ
ー

マ - キリ ス ト崇拝者たちが言うよ

うな パ ン と ブ ドウ酒 の 形色と外観を持 つ イ エ ス の 肉と血 という秘蹟をイ エ ス - キリ ス トが

定めたと書い て い ますが ､
ヨ ハ ネはその神秘的な秘蹟には

一 言も触れて い ませ ん ｡ ヤ ハ ネ

は ､ その 晩餐後イ エ ス が 使徒たち の足を洗 い
､ 彼 らも互 い に同じように せ よとは っ き り命

. じたと語り ､ 彼が同時に使徒たちに行 っ た長 い 談話を伝えて います (『ヨ ハ ネ伝』 第
一

三章

五節 〔五
､

一

四
一

節〕) . しか し､ 他の 福音史家たちはこ の 足 を洗 っ た こ とに つ い ても ､

そ の 時の 長い 談話 に つ い てもま っ たく語 っ て い ませ ん ｡ それと反対に ､ イ エ ス はそ の 晩餐

後直ちに使徒ととも にオリ ー ブ山上に去り ､ そこ で彼は魂を悲しみに委ね つ い に は苦悩に

陥 っ た が､ 使徒たち の 方は少 し離れたと こ ろで眠 っ て い たと彼らは証言 して います｡

イ エ ス がそ の 最後 の 晩餐を行 っ たと彼らが言う 日に つ い て も､ 彼ら自身そ の 言う こ とが

食 い違 っ て い ます｡ と い うの も ､ 過 ぎ越 しの祭 り の 前日 の 夜､ すなわち 『出 エ ジプ ト記』

第
-

二章
一

八節､ 『レ ビ記』 第二 三 章五節､ 『民数記』 第二八草
一 六節に ある通りに除酵節

ある い は種なし パ ン の 祭り の第
一

日日の 夜､ イ エ ス はそれを行 っ たと
一

方で彼 らは書い て

い ますo と こ ろがもう
一 方で ､ イ エ ス は ユ ダヤ人た ちに よ っ て夜から朝にか けて ず っ と裁

判にか けられ､ その 晩餐を行 っ た日 の 翌日 の 昼十 二 時頃十字架に架けられたと彼 らは言 っ

て い る の です｡ さて彼 らが言うこ とに したが えば､ イ エ ス がそ の 晩餐を行 っ た 翌日とは
､

過ぎ越 し の祭り の前 日では なか っ た はずです｡ 卜 般に主張されて い るように〕 彼が死 んだ

の が過 ぎ越 しの 祭り の前日 の 昼十 二 時頃であるなら､ 彼がそ の晩餐を行 っ たの はそ の祭り

の 前夜で はなか っ た の で す｡ ですか ら明らかな誤り があります｡

ガリラヤ からイ エ ス に付 い て来た女たちに つ い て彼らが伝 える ことで も ､ そ の 言う こ と

は食 い違 っ て い ます. とい うの も ､ その 女たちと
- その 中には マ グダラ の マ リヤ ､ ヤ コ

ブと ヨ セ フ の 母 マ リヤ ､ そ してゼ ベ ダイq) 子 らの 母が いま した
- イ エ ス を知るす べ て の

者た ちは
､ 彼 が十字架に吊るされて礎にな っ た時

､
そ の 成り行きを遠くか ら見て い た と初
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め の 福音史家三人は述 べ て い ますが ､
ヨ ハ ネはそれと反対に ､ イ エ ス の 母 と母 の姉妹と マ

グダラ の マ リヤ が使徒 ヨ ハ ネとと もに十字架の 傍 らに 立 っ て い た と語 っ て い る か らで す

(第 一 九章二 五節) ｡ なぜなら､ そ の 女たちとそ の弟子が彼 の 近くに い たなら､ したが っ て
､

彼女たちは他の福音史家たちが言う ように遠く には い なか っ たの ですか ら｡

イ エ ス - キリ ス トがそ の ｢ 復活｣ 後に行 っ た と彼らが伝える ｢ 出現｣ に つ い ても
､

彼 ら

の 言う こ とは食い 違 っ て います｡ とい うの も ､
マ タイ は ただ 二 回の 出魂､ すなわち マ グダ

ラ の マ リヤお よび同 じく マ リヤ と い う名 の もう - 人の 女に彼 が現れた時 と､ 十 一 人の 使徒

たちが ガリ ラヤ に行き ､ イ エ ス に よ っ て会 い に来るように指示 された 山の 上 で彼らがその

出現に出会 っ た時の こ と しか語り ませんが (『マ タイ伝』 第二 八章 一

六節 〔九 ､

- 六 - - 七

節〕) ､
マ ル コ は三 回の 出現に つ い て語 るか らです｡

一 回目は マ グダラ の マ リヤ に現れた時､

二 回目は エ マ 利 こ行く 二人の 弟子 に現れた 時､ 三回目 は十
一 人 の弟子 に 現れそ の 不信仰を

責めた時の こ
■
とです｡ ル カ は マ タイの ように初め の 二 回の 出現 に つ い て しか語りませ んが

､

福音史家ヨ ハ ネは四 回の 出現に つ い て語り ､ テ ベ リヤ の海で漁を して い た弟子の 七 人ある

い は八 人に現れた出現を マ ル コ の 三回に付 け加えるか らです｡

さらに ､ それら の 出現 の 場所に つ い て も彼ら の 言う こ とは食い 違 っ て い ます｡ とい うの

も､ そ れは はガリラヤ の ある 山の 上で ある と マ タイ は言い ますが ､
マ ル コ は彼 らが食卓に

つ い て い る時だと言 い ますし ､ また ル カ は ､ イ エ ス が弟子たちを エ ル サ レ ム の 外に連れ出

.
L ,

ベ タ ニ ヤまで行き ､ そ こ で彼らを離れ天 に昇 っ たと言うか らです o さらに ヨ ハ ネは ､

それは エ ル サ レ ム の都の中の ､ 戸 を閉め切 っ たある家の 中の こ とで あり ､ もう
一

回はテ ベ

リヤ の海辺 で あ っ たと言うか らです｡

以上 の ように これら の ｢ 出現｣ の 話に は多くの 矛盾があります｡ イ エ ス の ｢昇天｣ に つ

い て も彼ら の 言うこ とは食い 違 っ て い ますo と い うの も､ ル カと マ ル コ は十
一

人の使徒 の

眼前で 彼は昇天 した と言明 して い る の に ､
マ タイと ヨ ハ ネはそ の ｢ 昇天｣ に

一

言も触れて

い ない か らです｡ それ どこ ろ か ､ 彼はけ っ して 天 に昇らなか っ たと マ タイ はか なりは っ き

り証言 して い ます. なぜなら､ イ エ ス - キリ ス トが使徒た ちに ､ 世 の終わりま で い つ も彼

らとともにあり､ 留ま る つ もりだと請け合 っ た ､
｢ それ ゆえに ､ おま えたちは行 っ てす べ て

の 民に教えよ ､ そ して
､ 私が世の 終わりまで い っ もおまえたちとともに い ると確信 せ よ｣

とそ の ｢ 出現｣ の 際にイ エ ス が言 っ たと マ タイは言明 して い る の ですか ら｡

ル カ自身もこ の 間題 で自家撞着に陥 っ て い ます｡ とい うの も ､ イ エ ス が使徒たち の 眼前 で

昇天 したの は ベ タ ニ アだ っ たとそ の福音書で は言 い なが ら (第二 四章五 ○節 〔五○
-

五
一

節〕) ､ ル カが著者だと言われ る使徒行伝では ､ それはオリブ山上で の こ とだ っ たと言 っ て

い る の ですか ら｡ また そ の 昇天 の 別の 付帯状況に つ い ても ､ 彼 は自ら自家撞着に陥 っ て い

ます｡ と. い うの も ､ イ エ ス が昇天 したの は復活 の 当日 ない し復活後 の 最初の 夜で あ っ たと

そ の 福音書で は書い て い る の に ､ それ は復活後四十日経 っ て で あ っ たとそ の 使徒行伝 では

言うか らですo これ は
一

致 しようが あり零せん o

もし こ の 使徒た ち全員が本当にそ の 師が栄光に包まれて昇天す る の を見た の なら､
マ タ
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イ と ヨ ハ ネも他の 使徒たちそれ を見たはずですか ら､
これほ ど栄光ある ､ そ して師にと っ

て これほ ど有利な神秘をどう
.
して彼 らは黙殺 したの で し ょうかo 彼らは師の 生涯と事績に

っ い て
､

これに比 べ ればま っ たく取るに足り ない 他の あれほ ど多くの 出来事を伝 えて い る

の ですか ら｡ どう して マ タイ はそ の昇天 には っ きりと言及 しない の ですか｡ また ､ 彼は天

に昇るた め彼ら の もと を明らか に離れるけれ ども ､ い つ も彼らとともに留ま るとは どの よ

うに して なの か という こ とを ､ どう して マ タイ は明確 に説明 しない の やすれ イ エ ス は離

れ て いく の に ､ どの ような秘密によ っ て彼 らと留まれたの か はわかりやすい こ とでは あり

ませ ん ｡

そ の他多く の食い違い に つ い ては言わずにおきます｡ これらの 書が何 ら神感に よ るもの

では ない し
､ 人間的知恵 によ るもの です らない こ と､ したが っ てま っ た く信用 に催するも

の で ない こ とを示す には
､
私が これまで語 っ たことで十分です｡

第二 牽

〔対応箇所第 1 7 章末 一 第 1 9 章初め〕 しか し､ こ の 四手高音書やそ の他類似の い く つ か

の書物が どの ような特権によ っ て ､ やは り福音書と題され
､

か つ て は先の もの 同様他の あ

る使徒た ちの名で 公 にされた多く の他 の書物より ､ 神聖で聖なるもの と見なされ る の です

か ｡ 反証された福音書はそう称されて い るだけで ､ 誤 っ て使徒たちの もの とされて い ると

人が言うなら､ 先の もの に つ い て も同 じ ことが言えます｡

一 方 の もの が改憲され ゆがめ ら

れ たと仮定する なら ､ もう
一 方 に関しても同じ こ とが仮定できますo ですか ら､

一 方か ら

もう 一 方 を選り分 けるた め の どんな確かな証拠もない の です｡ 教会がそれに決定を下そ う

と望もうとも｡ 教会もより信用 でき るわけで はありませ んo

旧約聖書で伝えられ るさまざまな奇跡なるもの に つ い て言えば､ 哀れらが行われたの は ､

民族と個人 に対する神の 不正 な憎む べ きえこひ いきを示すためにすぎず ､ ある者たちを故

意にさまざまな災 い で押 し つ ぶ し､ ま っ たく特別にある者たちを優遇するためだ っ た らし

い の です｡ 族長 アブラ ハ ム とイサクとヤ コ ブの 子 孫を神が自分の 民とし ､ 地上 の 他民族す

べ てか らぬきだ し､ それを聖別 し祝福す るため にそ の族長たちに神が行 っ た召命と選びが

そ の 証拠です｡

しか し ､ 神はそ の 恩寵と恩恵 を絶対的にrB 由に しうるもの であり ､ それらを好き な者に

分か ち与える こ とがで きる し､ そ の こ とに つ い て不平を言 い 不正 だと告発する権利は誰に

もない と人は言うで し ょうo そ んな理由に根拠はありません . とい うの も ､ 自然の作り手 ､

す べ て の 人間の 父 で ある神は ､ す べ てを自分自身の 作物として等 しく愛するは ずで す し
､

したが っ て ､ 等 しくす べ て の庇護者となりす べ てに恩恵を与えるもの となるはずですから｡

なぜ なら ､ 存在を与 えるもの は ､ 幸福に存在するために必要な諸 々 の結果や帰結も与 えな

ければならな い か らです ｡ も っ とも ､ わがキリ ス ト崇拝者たちが自分た ちの神 は ､ わ ざわ

ざ惨めもの とす るた めに被造物を作ろうと したと言う つ もりなら別ですが
､

そんな ことを
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限り なく善で ある存在に つ い て考える の はふ さわ しか らぬ こ とに違い ありませ ん ｡

そ の 上 ､ 旧約お よび新約聖軍の あらゆる奇跡なるもの が真実なら ､ 神 は人 々 に最大 の 主

要 な幸福をでは なく ､ も っ と も つ ま らな い幸福を与えるように よ り酉己慮 したの だと言 える

で し ょう し ､ ある着たち の ささい な過ちを ､ 別の者たちの きわ め て 重大 な罪よ り厳 しく罰

しよう と した の だ とも言えるで し ょ う｡ さらに ､ 神 は人 々 が少 しも困 っ て い ない 時ほ どに

はも っ とも因 っ て い る時に
､

自分が恩恵を与える者である こ とを示そうと しなか っ たとも

言えるで し ょう｡
こ の こ と は ､ 神が行 っ たと主張されて い る奇跡か らも ､ また神が行わな

か っ た奇跡からも ー 一 神 は行わなか っ たけれ ども ､ 神が も し奇跡を起 こ した の が本当なら､

他の どれ よりむ しろ行 っ たはずの 奇跡か らも ー -

簡単に示 せ る こ とです o たとえば
､ 神は

ただの 召使女を慰 め助けるた め に親切 にも天使 を遣わ したと い う の に ､ 罪の ない 無数の

人 々 が貧窮の ために 日 々 惟博 して死 ぬ の は昔もまた今でも放 っ ておく と言う の です｡ 神は

惨めな 一 民族わ衣服 と靴を奇跡的に四十年間も保たせたの に ､ 諸民族 の 生存に あれ ほ ど役

に立 ち必 要である ような､ そ れ にもか かわ らず昔もまた今で もさま ざまな災難で 日 々 失わ

れ る ､ あれほ ど多く の財物に つ い て は ､ それを自然的に保存 しようと配慮な どしない と言

う の ですo 何と言うことで し ょう. 人類の 始祖ア ダム とイブに は ､ 彼 らを誘 惑 し､ そ うい

う手段ですべ て の人間を破滅させ るため に ､ 悪魔､ サタ ンある い は単なる蛇を遣わ した と

い う の ですか ｡ そん なことは信 じられません ｡ 何と い うこ とで し ょ う｡ 神 は神慮に よ る特

別 な恩寵に よ っ て ､ 異教徒であるゲラ ル の 王が他国 の 女とささ い な過 ちに落ちな い ように

しようと したの に -
-

しかもそ の過 ちは どん な悪 い結果も生ま なか っ た で し ょ う ー -

､ ア

ダムとイブが神 を傷っ け､ 不服従 の 罪に落ちる の を防ごうとは しなか っ たと いうの ですか ｡

しかもそ の 罪は ､ わがキリ ス ト崇拝者たちに よれば致命的で あり ､ 全人類の破滅 を引き起

こすはずだ っ たの ですo そ んなこ とは信 じられませ ん.

新約聖書の 奇跡なるもの に移りま し ょう｡ 人の 主張に よれば
､ それ らは主と してイ エ ス

･

キリ ス トとそ の使徒たちがあらゆる種類の病や不具を神 の 力 に よ っ て治 した こ と､ 彼 らが

望ん だ時に盲人に視力を､ 耳が聞 こ えな い者に聴力を ､ 話せない 者に言葉を返 してや っ た

こ と､ また足が不自由な者をま っ すぐ歩けるように したこ と､ 体が麻嫁 した もの を直した

こと ､ 悪魔源き の体か ら悪魔を追 い 出したこと ､ 死 人を生き返らせたこ とか らな っ て いま

す｡

多く の こうい う奇跡が福音書に見られますが､ わがキリ ス ト崇拝者の 聖人たち の 驚く べ

き生涯 に つ い て彼らが書い た書物にはさらに い っ そう多く の こうい うも の が見られます｡

と い うの も ､ そ の 中の ほとん ど至 るとこ ろで 次の ような ことが読めるか らです ｡
つ まりそ

れによれば ､ そうい うい わゆる福者は さまざまな病と不具を治 し､ 悪魔をほ とん どどの よ

うな場合にも追 い払 い ､ しかもイ エ ス の名を唱えるだけ､ 十字を切 るだけで そう した し､

また
､ 言わば彼らは自然 の 諸元 索に命令を下した し､ また

､ 神 は彼らにそ の 死 後にさえも

神の 力を保 たせ る ほど彼らを優遇 した し､

.
また

､
その 神の 力は彼らの 衣服 の ごく小さな切

れ端 にも ､ そ の 体の 影や
､ 彼 らが死刑 に処せられ た際 の も っ とも不名誉な刑具に さえも伝

70



ま

`

智

■･

えられた らし い の です ｡ 聖ホノリク ス の 靴下は
一

月 六 日に ある死人 を生 き返らせた､ また

聖 ペ テ ロ
､ 聖ヤ コ ブ､ 聖 ベ ルナル ドク ス の杖はさま ざまな奇跡を起 こ したと語 られて い ま

す し､ 聖 フ ラ ン チ ェ ス コ の 縄
､

聖ホ ア ン ･ デ ･ デ イ オ ス の杖 ､ 聖メ ラ ニ ア の 帯に つ い ても

同様 の こ と が言わ れ て います｡ 聖ダラキ リア ヌ ス に つ い て は ､ 彼が何を信 じる べ きか ､ 何

を説く べ きか を彼は神か ら教えられ ､ 彼が教会を建て る の に邪魔だ っ た山をそ の祈祷の 功

徳で退か せたと言われて い ますし､ 聖ア ン デ レ の 墓か らはありとあらゆる病を 治す液体が

絶えず流れ出て い たと言 われて い ますし､ 聖 ベネディ ク トク ス の魂は豪華な マ ン トを纏い

赤 々 と燃 える灯明に囲まれて昇天する の が 見られたと言われて い ます｡ 聖 ドミ ニ ク ス は神

に願 っ て叶えられ なか っ た こ と は
一

度もない と言 いま したo また
､ 聖フ ラ ン チ ェ ス コ が燕

や白鳥やそ の 他の 鳥に命じると彼らは言う ことを聞 い たし､ 魚や兎や野兎もよく彼 の 手の

中や膝 の うえにや っ て来たと言 われ て い ます｡ 聖 パ ウ ロ と聖 パ ン タ レ オ ン は首をはねられ

ても血 の かわりに 乳が吹き出 したと言われ て いますし ､ 福者ピ エ ー

ル ･ ド ･ リ エ クサ ン ブ

ー ル はその 死後二年の 間に ､ つ まり千三 百八十八
､

八十九年中に ､
二千 四百 の 奇跡を行 い

四十 二人 の 死者が生き返 っ た､ しかもそ の 中には 以後なされたそ の他三 千以上 の 奇跡と今

でも毎日なされて い る奇跡は含めない でで ある ､ と言われて い ます｡ 聖カ タリナ が改宗さ

せた五十人 の 哲学者はみ な燃えさか る火 に投げ込まれま したが ､ その後彼 らの 死 体は少 し

の 損傷もなく ､ 頭髪
一

本焼けて い ない姿で 見 つ か りま した し､ 聖カ タリナ の 死体は死後天

使た ちに よ っ て運び去られ ､
シ ナイ 山上に 埋葬されたと言われて います ｡

パ ドヴァ の 聖ア

ン ト ニ ウ ス の 列聖式 の 日には
､ リ ス ボン の 町中の鐘が どうしてそうなる の かわからな い が

自然 に鳴り出 した とか ､ こ の 聖人がある日海岸で魚に説教を しようと呼ぶ と､ 魚たちは群

れをな して彼 の前に来て頭を水 の 上に出し､ その 説教を熱心に聞い たとか言われて い ます｡

も し､ こ うい う戯言を全部伝えなければならな いと したらきり がなくなるで し ょう｡ こ う

い う 『聖人伝』 の 著者たちがそ こ に喜んで次 々 に奇跡を積み重ねないような ⊥
- こ ん なに

空 しい
､ こ ん なにく だらな い

､
こ んなに滑稽で さえある

- - 主題 はない の ですo 彼らは こ

う いう素晴らし い嘘を作り上げる の に それ ほど巧み なの です｡ こ の 間題 に つ い てはノ ー デ

の 見解もそ の 『偉人弁護論』 第二巻 一

三頁で見てください
｡

人がそうい う事柄を空 し い嘘と見なす の は ､ 実際理由がない こ とではありま せん o そう

い う 一

切 の 奇跡なるもの が異教の詩人たちの 作り話と虚構をまねて発明されたにすぎない

と見て取 る の は簡単だか らです ｡ 両者の あい だに見られる
- 致か らその こ とは十分明白だ

と思えます｡

第三章 古 い奇跡と新 しい 奇跡の
一

致

〔対応箇所第1 9 章 一 2 0 章〕 神が その 聖人たちに彼らの 『伝記』 に述 べ られ て い る あら

ゆる奇跡を行う力を与えた の は真実だとわがキ リ ス ト崇拝者たちが言うなら､ アポ ロ ン の

大祭 司ア ニ オ ス の 娘た ちが神 バ ッ コ ス か ら寵愛を受け
､

望めばどんなも の でも小麦やブ ド
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ウ酒や油などに変える力を授か っ たの は真実だと異教徒も同 じく言 っ て い ます｡

エ ビテ ル が自分を育て てくれた ニ ン フ たちに赤ん 坊の頃そ の 乳を吸 っ た牝山羊 の 角を与

えたが
､

そ の 角に は彼女たちが望め ばどんなも の で も豊富にで てく る と い う特性が あ っ た

とも言 っ て い ます｡

聖人 た ちが死 人を生き返 らせ る力を持ち ､ 神の 啓示を受 けたとわが キリ ス ト崇拝者たち

が言うなら､ 彼 らより前に異教徒もこ う言 っ て い た の です ｡ メ ル ク リラス の 息子 ア タリデ

ス は望み の まま に生き たり死んだり生き返 っ た りする力を父 か ら得て い た し
､

こ の 世とあ

の 世で起 こ る
一

切に つ い て の 知識も持 っ て いたと､ また ア ポ ロ ン の 息子 ア ス ク レ ビオ ス も

死人 を生き返 らせ ､ とりわけデ ィ アナ に請われてテ セ ウス の 息子 ヒ ッ ポ リ エ トス を生き返

らせた と ､ また - ラク レ ス はテ ッ サリア 王ア ドメ トス の妻ア ル ケ ス テ イ ス を生き返 らせ そ

の 夫に返 したと言 っ て い た の です｡

キリ ス トが 男を知らぬ処女か ら奇跡的に生まれた とわがキリ ス ト崇拝者たちが言うなら､

すで に彼らより前に異教徒もこう言 っ て い たの ですo
ロ ー マ 市創設者 レ ム ス と ロ ム ル ス は

イリア あ る い は シ ル ウイ アある い は レ ア ･ シ ル ウイ ア という名の ウ ェ ス タ の 砿女か ら奇跡

的に生まれ た し ､ マ ル ス ､ ア ル ゲ ス ､ ウ ェ ル カ ヌ ス そ の他は女神 ユ ノ が男 を知らずに生ん

だ し､ 学問の 女神 ミネル ウ ァ も ユ ピテ ル の頭の中で 生まれ ､ 彼 が自分の 頭 を殴 っ たおか げ

で そこ か ら全身武装 した姿で出てきたと言 っ て い たの です｡

聖人たちが岩か ら水の 泉を湧き 出させ たとわが キリ ス ト崇拝者たちが言うなら､ ミネル

ウ ァ も自分 に捧げられた神殿 の 返礼と して油の 泉を湧き出させ たと異教徒も同 じく言 っ て

い ます ｡

ロ レ ッ トやリ エ ス の 聖母像の ように天 か ら像を奇跡的に授 か っ た､ ラ ン ス の 聖油入れな

るも のや ､ 聖イ ル デフ オ ン ス ス が処女 マ リア か ら授か っ た 白い 上祭服 ､
そ の他類似物の よ

うな他の 多くの 贈り物も天 か ら授か っ たとわがキ リ ス ト崇拝者た ちが 自慢す るなら ､ 彼ら

より前に 異教徒も､ 彼 らが ロ ー マ 市を保持する しる しと して天 か ら聖なる楯を授か っ た と

自慢 して い ま した し､ そ の 前にト ロ イ ア 人も彼らの パ ラデイ オ ン ある い は パ ラ ス の神像を

天 か ら奇跡的に授か っ た ､ そ の女神を祭る ため に建て た神殿 の 自分 の場所 に像は来て収ま

っ たと自慢 して いま したo

イ エ ス ･ キリ ス トが栄光に包まれて天 に昇 る の を使徒た ちが見た ､ 多く の い わゆる聖人

たち の魂が栄光に包まれて天使たちに よ っ て天 に運ばれる の が見られたとわが キリ ス ト崇

拝者たちが言うなら､ すでに彼らより前に ロ
ー

マ の 異教徒も ､ そ の 創設者 ロ ム ル ス が死 後

全身栄光に包まれ る の が 見られた し､ ト ロ イア 王 ト ロ ス の 息子 ガ ニ ュ メ デ ス は酌 をさせ る

た めに ユ ピテ ル が天 に運んで い っ たし
､ ウ ェ ヌ ス の神殿に捧げられた フ ェ レ ニ ケ の 髪はそ

の 後天 に運 ばれ たと言 っ て いま した｡ カ ッ シ オ ペ イ ア
､

ア ン ド ロ メ ダに つ い て も､
シ レ ノ

ス の ロ バ に つ い て さえも彼 らは同 じ ことを言 っ て い ます｡

多くの 聖人たちの 体は死 後も奇跡的に腐敗を免れた
､ 長く失われて い て どこ に あるかも

わ か らなか っ た それらは神の 啓示 に よ っ て発見された とわ がキ リ ス ト崇拝者たちが 言うな
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ら､ 異教徒もオ レ ス テ ス の 体に つ い て同 じ こ とを言 い ､ 神託 の お告げで 奇跡的 に発見され

た ､ などと主張 して い ます｡

眠れ る七 兄弟は 閉 じ込 められて い た洞窟で奇跡的に百七十七年間も眠 っ て い たとわがキ

リ ス ト崇拝者たちが言うなら､ 異教徒も哲学者 エ ビメ ニ デ ス は眠り込ん で しま っ た洞窟で

五十七年間も眠 っ て い たと言 っ て い ます｡

多く の 聖人た ちが 首や舌を切 られたあと もま だ奇跡的に喋 っ たとわかキ リ ス ト崇拝者た

ちが言うなら､ 異教徒も ガビ エ ヌ ス の 首は身体から切り離されたあとで も長 い 詩を歌 っ た

と言 っ て い ます｡

聖人 の とりな しで行 われた奇蹟的治癒を示す多くの 絵や高価な贈り物で ､ 神殿や教会が

飾 られて い るこ とをわが キリ ス ト崇拝者たちが誇るなら､
エ ビダウ ロ ス に ある ア ス ク レ ビ

オ ス の神殿にも ､
こ の 神 が行 っ た奇蹟的治療と治癒の 多くの 絵が 見られます､ 少 なくとも

か つ て は見られ たの です｡

- 多くの 聖人は燃 え盛 る炎の 中でも奇跡的に守られ､ 体にも衣服 にも何 の損傷も受けなか

っ た とわがキリ ス ト崇拝者たちが言うなら ､ ディ アナの 神殿 の 女神官たちは真 っ 赤にお こ

っ た 炭火の うえを裸足で 歩い ても足 に火傷も傷も負わなか っ た し､ また女神フ ェ ロ ニ アや

ヒ ル ピク ス の祭司たちもアポ ロ ン を讃えて炊かれ るかが り火の 中で ､ 真 っ 赤にお こ っ た炭

火 の うえを同 じように歩 い たと異教徒も言 っ て い ましたo

.
聖ク レ メ ン ス の ため に天使たちが海底に礼拝堂を建 てたなら､

バ ウキ ス と ビ レ モ ン の 小

さな家は彼 らが神 を敬 っ た褒美と して奇跡的に壮麗 な神殿 に変わりま したo

聖ヤ コ ブや聖 マ ウリテ ィ ウ ス など の ような多く の 聖人たちが ､ 馬に乗り立派な武具に身

を固めて ､
わがキ リ ス ト崇拝者たちの 軍隊に幾度も現れ ､ 彼らの ために戦 っ たなら

､
カ ス

トル とポ ル ク ス も戦闘に 幾度も現れ ロ
ー マ 人の た めに敵と戦い ま した.

ィ サク の 父 アブラ ハ ム が彼 を生け勢に しようと した時､ そ の 身代わりに 卦ナ驚と して捧

げる牡羊が奇跡的に 見 つ か っ たなら､ 女神 ウ ェ ス タも生け驚と して自分に捧げられるメテ

ル ス の 娘メ テラの 身代わりとするために牝牛 を遣わ しま した し､ 同様に ､ 女神デ ィ アナ も

イ ピゲネイ ア がそ の 生け勢とされるために薪の 山の うえに載せ られた時 ､ 身代わり の 牡鹿

を遣わ し､ そ の お か げでイ ピゲネイア は奇跡的 に救われ ました｡

聖 ヨ セ フ が天使 の 警告で エ ジプ トに逃れたなら､ 詩人 シ モ ニ デ ス も奇跡的な警告を受け

て幾多の 危難を免れま した｡

モ ー ゼ が そ の杖で岩 を叩い て泉を湧き出させたなら､ 馬の ペ ガソ ス もそ の 足 で岩を叩 い

て同 じ こ とを しま した｡ そ こ か ら泉が湧き出た の です｡

聖ウ イ ン ケン テ ィ ウ ス ･ フ ェ レ リウ ス が ､ ばらばらにされ ､ しかもそ の 死体はすで に半

ば焼け半ば焦げて い た 死人を生き返 らせ た なら ､
プリ ュ ギ ア王タ ン タ ロ ス の 息子 ペ ロ ブ ス

も神 々 に食べ させ るため父 に よ っ て ばらばらに されて い ま したが
､ 神 々 はそ の 手足をみ な

集め結合 し生き返 らせ ま したo

多くの 十字架像やそ の 他の 像が奇跡的に語 っ たり返 答したり したなら､ 異教徒も自分た
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ちの 神託は神威に よ っ て下 っ た し､ 何い をた てに来た人 々 に返答を したと言 っ て い ます し
､

オ ル ペ ウ ス とポリ ュ ク ラテ ス の 首は彼 らの 死後神託を下 したとも言 っ て い ます｡

福音史家たちが引き合 い に出すように ､ 神が 天か らの 声 に よ っ てイ エ ス
･ キリ ス トはわ

が息子で あると知らせ たなら､ ウル カ ヌ ス も奇跡 の 炎を現 して ､ カ イ ク ル ス が本当にそ の

息子で あると示 しま した｡

聖人 の 幾人か に神が奇跡的に食を与 えた なら､ 異教徒 の詩人た ちも
ー
トリプ ト レ モ ス は奇

跡的に ケ レ ス に よ っ て聖なる乳 で育て られ ､ 二匹の 龍を付けた車ももら っ た と言 っ て いま

す し､ また マ ル ス の 息子 フ ェ ネ は死ん だ母 の懐か ら引き出されたが ､ 奇跡的にそ の 乳で育

て られた とも言 っ て います｡

多くの 聖人がも っ とも残忍な獣 の 残忍 さと野性 をも奇跡的に鎮めた な ら､ オ ル ペ ウ ス も

そ の 歌の 甘美さとそ の 楽器の 妙なる調 べ で獅子 や熊や虎を彼 の もと に誘 い 出 し､ 彼 らの 本

性で ある野性 を鎮め ､ 岩や木も彼 の もとに引き寄せ ､ 川さえもそ の 歌 を聞く ため に流れを

止 めたと言 われて い ます｡

手短に言うとすれば - とい うの も ､ 他の 多くの もの を伝える こ ともでき るで し ょ うか

ら 一

最後に ､
エ リ コ の城壁は ラ ッ パ の 音で崩れ落ちたとわがキリ ス ト崇拝者たちが言う

なら､ テ
ー パイ の城壁 はア ム ピオ ン の 楽器 の 音で建て られたと異教徒も言 っ て い ます｡ そ

の 調 べ の 甘美さによ っ て ､ 石 は自然に組み合 っ たと詩人たちは 言 っ て い ますが ､
これ は城

壁が崩れ落ちる の を見る より､ は るか に奇跡的で はるか に驚く べ き こ とで し ょ う｡

以上 の ように両者の あい だに大きな 一

致が見られ る の は確か ですo あの ような異教の 奇

跡 なるもの を信用す る の は ま っ たく馬鹿 げた こ とで し ょうか ら
､

キリ ス ト教の もの を信用

する の もそれに劣らずま っ たく馬鹿げた こ となの です｡ それ らはみな同 じ誤謬 の原理 に由

来す るにすぎか らです｡ まただからこ そ ､ キリ ス ト教誕生時頃 の マ ニ 教徒やアリウ ス 派 は､

聖人 - の 祈願によ っ てなされたそう いう奇跡 なるもの を噺笑 し､ 聖人 の 死 後彼 らに祈願 し

そ の 遺物 を崇める人 々 を非難したの です｡

さて今は ､ 神 がそ の 子をこ の世に送る時に
- 彼は人間とな っ たと い う の ですが

-

自

ら立 て たと い う主要目的に戻りま し ょ うo 言 われて い るように ､ それ は こ の 世か ら罪を取

り除く こ と ､ 悪魔とか の 業を完全に打ち破る こ と などだ っ たら し い の ですが ､ それ はわが

キリ ス ト崇拝者たちが主張 して い ることです｡ また同 じようにイ エ ス ･ キリ ス トはそ の 父

なる神の 意図に したが っ て彼 ら - の 愛の ため に死ぬ ことに同意 したら し い の ですが ､ これ

もす べ て の 聖書なるもの には っ きり記されて い ることです｡

何で す っ て ! 彼 ら - の 愛の た め に死す べ き人間になろうと した ､ しかも彼 らをみ な救う

た め に血の 最後の 一

価まで流そ うと した全能 の神 とい うも の が
､ そ の 力を限 っ て 自分に示

された幾人か の 不具者 の 肉体的な いく つ か の病やいく つ か の 不具を直すだけに止 め ようと

したと言 う の ですか ｡ そ して
､

われわれ の 魂の あらゆる不具を癒そ うと ､ す なわちす べ て

の 人間を彼 らの 肉体的病よりも悪 い あらゆる悪徳と不品行から癒そ うと ､ そ の神聖 な善良

さを用 い ようと は しなか っ たと言う の です か ! そ ん なこ とは信 じられませ ん o 何 です っ

7 4



トJ き

葦賢き1
r

F雷

て ! それほ ど善良な神と い うもの が死体を腐乱や腐敗か ら奇跡的に守ろ うと したの に ､ 彼

が 来た の はそ の 血で購い
､ そ甲恩寵によ っ て聖別するはずで ある無数の 人 々 の 魂を ､ 同じ

ょぅに悪徳と罪に よる汚染と腐敗か ら守ろうとは しなか っ たと言う の ですかo 何と い う哀

れな矛 盾で し ょう !

第四章

見神と神 の啓示 なるもの か ら引き出される ､ 宗教の虚偽に つ い て の 証明三

〔対応箇所第2 1
-

2 5 章〕 わがキリ ス ト崇拝者たちがそ の 宗教の 真実性 と確実性をそ

の 上に基礎づ け確立させ る見神と神 の啓示なるもの に話を進めま し ょうo

それらに つ い て正 し い 観念を与えるに は､ 総じて それらは次の ようなも の で あると言う

以上に上 手 い言 い 方が ありうると私は思い ませ ん ｡ すなわち､ 今誰かが 大胆に もそれに似

たも の を受けたと自慢 し､ そ の こ とを誇ろうとするなら
､

そ の 人は必ず狂人 ､ 狂信者と見

なされるような類 の もの で あ ると｡

そ の 見神と神 の啓示 なるもの は以下の ようなも の で した｡

い わゆる聖書に よれば､ 神が初めてアブラ ハ ム に現れた時は こ の ように彼 に言 いま したo

｢ ぉまえ の 国を出よ (そ の時彼はカル デア に い たの ですが) ､ おまえの 父 の 家を去れ ､ そ し

て 私が示す国 - 行け｣ と. またそ の 歴史によれば (『創世記』 第
一 二章

一

節 〔七節〕) ､ そ の

ァ プラ ハ ム がそ こ に行く と神が二度目に現れ､
｢ おまえが い る こ の 国をすべ ておまえの 子孫

に与えよう｣ と告げ､
アブラ ハ ム は こ の ありが たい約束を感謝して神に祭壇 を建てま したo

ィサク の 死後 ､ 彼 の 息子ヤ コ ブが ある日自分にふ さわし い妻を捜しにメ ソポタミア ヘ 行

っ た時､

一

日中歩き続けや っ て来た道 の りに疲れを感 じ､ 夕暮れ頃休もうと地面に横にな

り ､ そ こ で休息を取ろうと いく つ か の 石 に頭を載せ眠り込み ま したo

～

寝て いるあ い だに夢

で地面に立 て られ天 の 端まで達して い る
一

つ の 梯子 を見ま した が､ 彼は天使たちがその梯

子 を登り降り し
､ 神自身がそ の 最上段に座 っ て こう語る の を見たように思いま したo

｢私は

ァプラ ハ ム の 神 ､ おま えの 父イサク の 神なる主で あるo 私は おまえたちに ､
おまえとそ の

子孫とにおまえが 寝て い る こ の 国をすべ て与えようo おまえの 子孫は地の 歴と同じほ ど数

多く なり ､ 東か ら西まで ､ 南か ら北まで広が るだろうo 私はおまえが どこ に行 こうとおま

ぇの 守護者で あり ､ お ま えを無事に こ の 地か ら連れ戻し､ 私がおまえに約束したこ とをす

べ て果たすまでお まえを見捨てる こ とはない｣ と o ヤ コ ブは こ の 夢から覚め ると恐れに捉

ぇられて ､
｢何 と いう こ とだ､ 神が確か に こ こ にお られる の に ､ 私はそれ を知 らなか っ たo

ぁぁ ､
こ の 地は恐ろ し い ､ 神の 家､ 天の 門に他ならない の だから｣ と言 い ､ 起き上が っ て

石 を立て ､ それ に油を注ぎ､ 彼に起 こ っ た ことの 記念と しま したo 同時に ､ 無事に戻れ る

なら､ 彼が持 つ す べ て の もの の 十分の
- を捧げると神 に誓い ま したo

さらに次の ような別 の 見神も経験 しまレた . 義父 ラ パ ン の 羊を預か る時
､
義父は そ の報

酬 に牝羊が生む斑 の 子 羊す べ てをや ると彼に約束をしたの ですが､ 彼は ある晩 ､ 牡 羊ども
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が牝 羊どもと番 っ て い る の を彼が 見て い ると
､

そ の 牝羊どもがみな彼に 斑 の 子羊を生むと

い う夢を見ま した｡
こ ん な索嘩らし い夢に神が 現れ ､

｢ 目 を上げて見 よ､ 牡羊どもが牝羊ど

もと番い
､

その 牡羊が斑 で ある の をo お まえ の 義父 ラ パ ン が おま えに べ テ ン と不正 をはた

らく の を私は見たか らだo だか ら今おま えは立 っ て ､ こ の 国か ら出て お まえ の 国に帰れ｣

と言 い ま した * o 彼が家族をみ な連れ義父 のと こ ろで手に入れたもの を持 っ て国に帰る時､

そ の歴 史によれ ば､ 彼は夜中に見知 らぬ男と出会 い
一

晩中夜明けまで をの 男と戦わなけれ

ばなりませ んで したo そ の 男は彼 を打ち負かす ことができず ､ おまえは 誰なの か と尋ねる

の で ､ ヤ コ ブは自分の名を言 い ま した .
｢ おまえは もうヤ コ ブで はなく

､
イ ス ラ エ ル と呼ば

れるだろう｡ おまえは神と戦 っ て も強か っ た の だから ､ ま して人間た ちと戦 っ て も強 い か

らで ある｣ とその 男は言い ま した (『創世記』 第三 二章二 四 ､
二八節 〔二 五

一 二 九節〕) 0

* 『創世記』 第三 一 章
一

二節 〔
- ニ ー ー

三節〕

そう い う見神 と神の啓示とか の 最初の 一 部は以上 の 通りです. 他の も の に つ い ても これ

らと別 の 判断を下すべ きで はありません ｡ さて ､ これ ほど粗雑 な夢､ こ れ ほ どくだらない

妄想 の中に何か神聖な見か けが ありますか ｡ 今ある人 々 が私たち の と こ ろにや っ て 来て こ

んな愚 にも着か ぬ ことを物語り ､ そ れを本当の神 の 啓示 だと信 じ込 んで い る しま し ょう ､

たとえばある外国人たちが ､ わが フ ラ ン ス にや っ て来て こ の 国の ありとあらゆる も っ とも

美 し い地方を見たある ドイ ツ人た ちが こう言う と しま し ょう｡
つ ま り

､
彼 ら の 国で神 が彼

.らに現れ ､ フ ラ ン ス に来るように命 じ､ ライ ンと ロ
ー

ヌ 両河か ら大西洋まで の こ の 国の も

っ とも美し い 土地と領地と地方を こ とごとく彼 らに ､ 彼 らとそ の す べ て の 子孫に永遠に与

える ､ 彼らと永遠の 契約を結びそ の種族を増や し､ そ の 子 孫を空 の 星 ､ 梅 の砂粒と 同 じほ

ど数多いもの とする､ 等々 と神が語 っ たと言うとしま し ょう ｡ そん な愚 にも着 かぬ言古を誰

が笑い もの に しない で し ょうか
､ そ んな外国人たちを誰が狂人と見なさな い で し ょうか ｡

彼らをそ の ように 見なし､ そ ん なあらゆる素晴ら しい 見神や神の 啓示 を噸笑 しない 人など

い ない の は間違い ありません ｡

さて ､ あの偉大な聖なる族長とか い う者たち､ アブラ ハ ム とイ サクとヤ コ ブが受けたと

言う神 の 啓示なるもの に つ い て言われて い る
一

切の こ と を､ これと別様に判断 したり考え

たりす る理由はま っ たく ありませ ん o

血 を流す生け畿の制定に つ い ては
､ 聖書が明らか にそ れ を神に帰して い ます ｡ そう い う

種類 の 生け饗に つ い て ､ そ の嫌悪を催させ る詳細を語る の は不愉快にすぎるで し ょ うか ら
､

読者に は次の 箇所を見てもらう こ とに します o 『出 エ ジプ ト記』第二 五章
一

節､ 第ニ セ章
-

､

ニ ー

節､ 第二 八 草三節､ 第二 九章
一

節､ 同章二 ､ 四 ､ 五 ､ 六 ､ 七 ､ 八 ､
九

､

-

○ ､

- 一

節.

しか し､ 神自身の 創造物を引き裂き ､ 殺し､ 焼き ､ それを彼 - の 生け賓とすると称 し
､

こ う して神 の名 を高めるとイ言じるとは ､ 人間はま っ たく愚か で盲目だ っ たの では な い で し

ょ うか ｡ そ して今で も､ どう して あ の ような こ とになる の で すか
､

わ が キリ ス ト崇拝者た

ちが彼 ら の神 にそ の 聖なる子 を永遠に生け勢と して捧げ､ そ の 子 が恥辱 を受け惨め に十字

架 に 吊る され
､

そ こ で息絶えた こ とを記念 し
､

こう して父 で ある神 に こ の うえな い喜 びを
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与えると信 じるほ ど常軌を逸す る こ とがどう してでき る の ですか ｡ そん なこ と は精神の 抜

きがたい 盲目さか ら しか 出てきえない の は確かです ｡

動物 の 生 け饗 の細部は ､ 種 々 の 色 の衣服､ 血 ､ 臓物 ､ 肝臓 ､ 餌袋 ､ 腎臓 ､ 蹄､ 皮 ､ 糞､

煙 ､
小麦粉を練 っ たもの ､ ある量の 油と葡萄酒 から成 っ て い るにすぎません Q そ の す べ て

が 汚らわ し い ､ も っ とも馬鹿げた魔法の 術と変わらぬ哀れな儀式に よ っ て捧げられ､ 毒さ

れ る の です｡

も っ とも恐 ろ し い こ とは ､
あの 忌まわ しい 民 ユ ダヤ人の律法が人間を生け勢にする こ と

も命 じて い た ことです｡ その おそ る べ き律法を起草した野蛮人は(彼らが何者で あろうと) ､

『レ ビ記』 第二十八草 にお い て ､ 彼 らがア ドナイと呼ぶ ユ ダヤ人の神に奉納す ると誓 っ た

らどん な人間でも憐れむ ことなく殺せと命じ て い ま した｡
こ の 呪う べ き捷に したが っ て ､

ェ フ タ はそ の 娘を生け驚と して殺しサウ ル はそ の 息子を生け驚と して殺そうと した の ですo

しか し､ 私た ちが語 っ たそ の 啓示 の虚偽を以下でさらに明白に証明 しま し ょうo その啓

示 に伴 っ て い た ､ 偉大で壮 大なさま ざまな約束の 不 履行がそれです｡ というの も ､ それら

の 約束が け っ して果たされ なか っ たこ とに疑問の 余地はない からです0

そ の 証明は次の 主要な三点か ら成 っ て い ますo

-

､ 彼らの子孫を地上 のすべ て の 他民族

より数多い もの とする こ と
､

など｡
二

､ 彼ら の 種族か ら出る民を地上の す べ て の 民族の中

で ､ も っ とも幸福な ､ も っ とも神聖な､ も っ とも勝ち誇 っ たもの とす ること
､

など｡ 三 ､

そ して また ､ 神の 契約を永遠の もの とする こと ､ 神が 与える国を彼らが永遠に所有する こ

と｡ さて ､ こ れらの 約束がけ っ して果たされなか っ たことに疑問 の余地は ありませ ん｡

第
一

o 族長ア ブラ ハ ム
､ イ サク ､ ヤ コ ブの 子孫と見なせ る唯

- の 民 ､ またそ の中であ

の約束が果た され るはずだ っ た唯
一

の 民である
､

ユ ダヤ民族ある い はイ ス ラ エ ル の 民が ､

数にお い て地 上の他民族と 比較できる ほど数多くな っ たこ とは
一

度もない し
､

したが っ て ､

海の 砂な どと比較できるほ ど数多くな っ たことなどま してない の は確か です｡ と■いうの も､

彼 らがも っ とも数多くなり栄えた時でさえ
､

パ レ ス チナとそ の 周辺 の 小さな不毛な諸地方

を占めて い たにす ぎな い こ とが知られて い るか らです｡ そ んな所は ､ 地上 の 至 ると こ ろに

存在す る多く の栄えて い る国 々 の 広大な面積に比 べ ればほとん ど零に等 し い の です｡

第二 彼 らが授けられる はずだ っ た偉大な祝福に 関して もそ の約束はま っ たく実現され

ませ ん で したo と い うの も､ 彼 らが略奪を行 っ た哀れな諸民族 に いく つ か の 小さな勝利を

収 めたと しても ､ やは り彼 らはたい て い 打ち負かされ ､ 屈従させ られて い ま したし ､ 彼ら

の 王国も､ 彼らの 国も ロ ー マ 軍によ っ て亡 ぼされた ことに変わりはない か らですo また今

で も私たちが見て い るように ､ そ の 不幸な国民 の 生き残りは
､

どこ にも支配権も優越権も

持たない
､ 地上でも っ とも卑 し い

､ も っ とも軽蔑す べ き民としか見られて い ませ ん o

第三｡ さらに ､ 神が彼 らと結ぶはずだ っ た あの 永遠 の契約 に関してもそ の 約束は果たさ

れませ ん で した o なぜ なら､ 今そ の契約 の どんな しる しも見られません し､
い まだか つ て

見られた ことす らな い か らです｡ また逆に､ 永遠に享受するために神か ら約束されたと彼

らが 主張す る小さな国 の 領有から ､ 彼らは幾世紀も前から排除されて い るか らです｡ です
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か ら､ そ の 約束なるもの がす べ てそ の 効果を発揮 しなか っ たわ けです か ら､
これこ そ ､ そ

れが虚偽で ある確か なしる しです｡ さらに これに よ っ て ､ そ の約束を含む あの 神聖で聖な

る書なるもの が神感 によ っ て作 られた の では ないと明らか に証明され ます ｡ それ故 ､
わが

キ リ ス ト崇拝者た ちが そ の 宗教 の 真実性を証明す るために ､ それ らの 書 を無謬 の 証と して

用 い ると 主張 しても無駄なの です ｡

第玉章

第
一 部 旧約聖書に つ い て

〔対応箇所第2 6 章〕 わが キリ ス ト崇拝者た ちはさらに予言を､ 彼 ら の 宗教が真実で あ

る と い う信潰性 の動機 と確実な証拠 の 列 に加 えます｡ 彼ら の 主張によれ ば､ 予言は そ の 中

で ､ 啓示 あるいは神感の 真実性 を保証す る証 なの で す｡ 未来の事柄を ､ 予言者たちに よ っ

て予言された事柄がそうで あるように ､ 起 こ るあれほ ど前に確実に予言 でき る の は神た だ

一 人だか らだと言う の ですo

で は ､ そ の 予言者たちとか いうも の が何で ある の か ､ わがキ リ ス ト崇拝者た ちが 主張す

るほ ど彼 らを尊重す べ きか どうか を見て みま し ょうo

そ の 人 々 は見神者､ 狂信者にすぎませ んで した｡ 彼らは 自分の 支配的 な情念 に衝き動か

され ､ ある い はそれ に我を忘れ て行動 し語 っ て い た の ですが ､ 自分が行勤 し語 る の は神 の

霊に よる の だと思 い 込んで い たの です｡ さもなければそ の 人 々 は ペ テ ン師で した｡ 彼らは

予 言者をまね ､ 無知な者や単純な者をよりたやすく隔すため に ､ 神の 霊 に よ っ て行動 し語

っ て い ると吹聴したの です.

私は エ ゼ キ ェ ル の ような男が どの ように受け取られるか知り た い と思 い ます ｡ そ の 書の

第三 牽
､ 第四章で彼は こう言 っ て い る の です｡ 神が昼食と して羊皮紙 の 巻物を食 べ させ た

､

気違 い の ように縛られるままにな っ て い ろと命 じた､ 右脇 〔左脇〕 を下に して 三百九 十日
､

左脇 〔右脇〕 を下に して 四十 日疲て い ろと命 じた ､
パ ン の うえに糞を塗 っ て 食 べ ろと命 じ､

次に妥協して牛の 糞に変えてくれ たと｡ われわれの 田舎者の 中でも っ とも間抜 けな人 々 の

あい だで さえ､ そん な馬鹿 げた男は どの ように受け取られ るかと私は尋ねます｡ 〔こ の 節は

『覚え書』 に対応 しない
｡〕

さらに ､ 神の名 を締 っ て語るこ とに つ い て その予言者たちが互 い に投げ合う激 し い 非難

の言葉こそ
- 投げ合うそ の非難の 言葉さえ神か らの もの だと彼 らは言 っ て い ま した が -

-

そ の 予言 なる もの が虚偽で あるとい う何と い っ そう大きな証拠で し ょ う｡ 『ェ ゼ キ ュ ル

書』 第 一 三 章三節､ 『ゼ パ ニ ヤ書』 第三 章四節､ 『ェ レ ミヤ書』 第二 章八節を見てくださ い
.

彼 らはみ な ｢ 偽予言者に気を つ けろ｣ と言 い ます ､ 毒消 し売りが ｢偽造 の 丸薬に気を つ

けろ｣ とい うの と同じに｡

そ の哀れな連中は ､ 人足で さえ敢えて しな いような語り方で神に語らせ ます｡ 『ェ ゼ キ エ

ル 書』 第二 十三 牽で神 は こう言 い ます ｡ 若 い ア ホ ラは ロ バ の 陰茎と馬 の 精液を持 つ 男 ども
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しか愛さなか っ たと. 〔二○節､ ただ しアホ ラでは なく妹アホ リバ
o〕 こ ん な馬鹿 げた詐欺

師どもが どうや っ て 未来を知 ? たと い うの です かo 彼ら ユ ダヤ国民 の た めの 予言は
-

つ と

して実現されません で した｡

エ ルサ レ ム の 幸運と偉大を告げる予言の 数は ほとん ど数 えられな い ほ どです o また､ 征

服 され捕虜とな っ た - 民族がそ の 現実的な災 い の 中で ､ 架空 の希望に よ っ て自らを慰 める

の は ごく当然の こ とだと人は言うで し ょう o ジ ェ
ー ム ズ王 〔ジ ェ

- ム 東二 駄
一

六三 三
一

-

七 ○
一 年〕 が廃位されて

一

年も経たな いうちに ､ 彼の党派の アイ ル ラ ン ド人は多く の 予

言を彼 の ために作り上げたの ですか らo 〔以上三節は 『覚え書』 に対応 しない o〕

しか し､
ユ ダヤ人に なされた こうい う約束が 実際に真実であ っ た なら ､ すで には るか昔

か ら ､ そ して今で も ユ ダヤ国民はも っ とも数の 多い ､ 強大な､ 幸福な､ 勝ち誇 っ た民族で

あるはずで し ょう ｡

第二部 新約聖書に つ い て

〔対応箇所第2 7 - 2 8 章〕 福音書に含まれる予言なるもの を今は検討しなければなり

ませ ん｡

まず､
マ リヤ の 息子イ エ ス の少なくとも推定上 の 父 ､

ヨ セ フ とか い う男に
一

人の 天使が

夢で現れ ､
こう言 い ます ｡

｢ ダビデの 子 ヨ セ フ よ､ 心配せずに マ リヤを妻として迎えるが よ

い ｡ そ の体内に宿 っ て い るもの は聖霊による の だか ら *
o 彼女は男の 子 を生むが ､ そ の 名

をイ エ ス と名づ けよ. そ の 子 こ そおの れの 民をそ の罪か ら解放するか らだo ｣

* モ ン テ
ー ニ ュ は こ う言 っ て います｡

｢ あわれな人間どもを踏み つ けに し､ 神 々 によ っ

て与え られた こ の ような姦通 の物語が どれほ どたく さん ある こ とか
- -

｣ (『エ セ - 』 五

0 0 頁) 0

そ の 天使は マ リヤ にも言 い ま した｡
｢恐れ るな､ おまえは神 の 寵愛を受けた の だか らo 私

はおまえに告げる｡ おまえは身寵もり ､ 男の 子を生むo その名をイ エ ス と名づ けよo 彼は

偉大となり ､ い と高き者の 子と呼ばれる o 神 なる主は彼にそ の 父ダビデの 王座を授 け､ 彼

は永遠にヤ コ ブの 家を支配 し､ その 支配は終わる ことがない o｣ (『マ タイ伝』 第
一

章二 ○節

〔二○ 一 ニ
ー

節〕､ 『ル カ伝』 第
一 孝三節 〔三○ 一

三 三節〕) o

イ エ ス は宣教を始 め､ 語り始めま した .
｢悔い 改め よ､ 天 の 王 国が近づ い て い る の だからo

(『マ タイ伝』 第四章
一

七節) 思い煩うなo 何を食べ ようか ､ 何を飲もうか ､ 何を着ようか

と言うな｡ そう い うす べ て の物が おまえたちに必要だとおまえたち の 天の 父 は知 っ て い る

の だか らo だか ら ､
まず神 の 王国と神 の 義を求め よo そうすれば ､ そうい うす べ て の 物は

そ の 上におまえた ちに与えられる｣ (『マ タイ伝』 第六章三○､ 三
-

､
三 二節 〔三

- 一

三三

節〕) 0

さて今 ､ どん な人でも良識を失 っ て いない 人にお願 い しますが､
こ のイ エ ス が 王だ っ た

ことが あるか どうか
､

そ の 弟子 たちがあらゆるもの を豊か に所有したか どうか ､ 少 し検討
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してく ださい
｡ 〔こ の 節は ｢ 覚書｣ に対応 しない

｡〕

こ の イ エ ス は ､ 自分が世界を罪か ら解放するとい う約束を繰り返 します｡ これほ ど偽り

の予言が あるで しょ うか ｡ 私たちの 時代が そ の い い 証拠で は ない ですか ｡

イ エ ス は お の れの 民 を救 い にきたと言われ て います｡ どん なやり方で 救うの で し ょ う !

事物に名称 を与える の は最大部分なの ですo たとえば､

- ダ ー

ス か ニ ダ ー

ス の ス ペ イ ン人

や フ ラ ン ス 人は フ ラ ン ス 国民で も ス ペ イ ン 国民でもありません . また ､ 十 二 万人の 軍隊が

より強力な敵軍によ っ て捕虜に され ､ そ の 軍の 隊長が身代金 を払 っ て 幾人か だけを､ たと

えば十な い し十二 人の 兵隊や将校だけを貰い 受ける なら､ それ だ からと い っ て ､ 彼は 自分

の 軍隊を解放 した ､ 購 っ たとは言われな い で し ょう｡ ですか ら ､ すべ て の 人間を救うため

に十字架に架けられ死に に来たの に ､ あれほ ど多く の諸 々 の 国民が地獄に落とされるまま

に しておく神とは何なの ですか ｡ 何と情けな い ､ 何とおぞま し い こ とです か !

イ エ ス ･ キリス トは言 っ て います ｡ 願 えばよ い ､ そうすれ ば受け取 る ､ 探せ ばよ い ､ そ

うすれ ば見出すと｡ 神に彼の名 で願 う ことは どん なことで も得られ る ､ 芥子種ほ どの 量の

信仰さえあれば言葉だけで 山々 をある場所 か らある場所 - 移 せる とも請け合 っ て い ます｡

そ の約束が本当で あ っ たなら､ そ の キリ ス ト - の 信仰を持 つ わがキリ ス ト崇拝者たちに不

可能なことは何も現れな い で し ょ う｡ とこ ろが ､ 正反対 の こ と が起こ っ て い る の です ｡

キ リ ス トが彼 の信徒に行 っ たの と同様の 約束を マ ホメ ッ トがそ の倍徒に し､ 不首尾 に終

わ っ たと したら人は何 を言わな い で し ょ うか｡ さぞか し叫び 立 て る こ とで し ょう ､ 見ろ ､

詐欺師め ! 見ろ
､

ペ テ ン 師め ! 見ろ ､ そ ん な ペ テ ン師を信 じる とは 愚か な連 中だ ! と ｡ そ

れ こ そ ､ こ の わが キリ ス ト崇拝者た ち自身 の 立場な の です｡ ず っ と昔か らそ うい う立 場に

立た されて い る の に ､ 自分たちの 盲目さを捨てない のです｡ 反対に ､ 彼 らは次の ように主

張する ほ ど自らを編す の に巧み なの です｡ す なわち､ それら の 約束は早く もキ リ ス ト教の

初期か ら実現 した ､ 当時はその宗教の真理を不信仰者に納得させ る ために奇跡が必要だ っ

たが ､
こ の 宗教が 十分に確立され ると奇跡はもう必 要が なくな っ た の だと言う の で す｡

い

っ たい
､ どこ にそん な命題 の 確実性が ある の ですか｡

その 上 ､ そ の 約束をした者はそれに ある時 ､ ある場所 ､
ある人 々 に限ると いう限定は付

けず ､ すべ て の人に向けて
一

般的な約束をしたの です｡
｢信じる者たち の 信仰には次の よう

なあらゆる奇跡が伴う｡ すなわち､ 彼 らは私の 名に よ っ て悪霊 を追 い払 い ､ さま ざまな言

語を話 し､ 蛇 に触れても - - ･

｣

山 の移動 に つ い ても ､ 彼は こうは っ きり言 っ て い ます｡ 誰でも心 の 中で ため らわず信 じ

て
､ ある山にそ こを退き海に入れと言うなら

､ その 命ずる こ とはす べ て なされ ると｡ これ

らはま っ たく
一

般的な､ 時
､ 場所､ 人に つ い て 限定され て い ない約束で はない で し ょ うか o

誤謬 と ペ テ ン の 宗派 一 切は面目を失 っ て終わりを遂げると言われ て い ます o しか し ､ け

つ して悪徳と誤謬に陥らな い信徒か らなる
一

団体を自分は創始 し確 立 したとイ エ ス ･ キリ

ス トがも っ ぱら言う つ もりなら､ その 言葉は絶対に偽りで す｡ キ リ ス ト教の 中には誤謬と

悪徳に満ちて い ない宗派や
､ 団体や ､ 教会は

一

つ もな い か らで す｡ とりわ け
､ す べ て の 派
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の 中でも っ とも純粋で神 聖で あると自称する ロ
ー マ 教会とい うあの 一 派 ある い は団体臥

そう自称は して い て もず っ と背か ら誤謬に陥 っ て います｡ それは誤謬 の 中で 生まれたの で

す ､ も っ と上手 い 言い 方をすれば､ 誤謬 の 中で宿され形成されたの です｡ そ して今では ､

そ の創始者 の 意向と見解と教理 に反するさまざまな誤謬の うちに さえあります｡ なぜなら､

そ の 教会は彼 の意 図に反 して彼が是認す る ユ ダヤ人の律法を廃止 したか らです｡ 彼自身は､

｢ そ の律法を打ち倒すためで はなく成就するた めに｣ 来た と言 っ て いf =
-
の ですか ら. また､

そ の 教会は異教の さま ざまな誤謬と偶像崇拝に陥 っ たか らです｡ その教会が自分たちの ね

り粉の神や ､ 自分たち の 聖人や ､ 彼らの像や遺品に捧げる偶像崇拝的な礼拝に よ っ てその

こ と は見て 取れる の ですか ら｡

そ の 約束と予言を表現されて い るまま文字通り に受け取ろうとす る こ と を､ わがキリ ス

ト崇拝者たちが精神の 低俗さと 見なす の は 私も よく知 っ て います｡ 彼らは言葉の 文字通り

の 自然な意味を捨て ､ 彼 らが神秘的 ･

軍的と呼ぶ意味､ 寓意解釈による
･ 象徴的聖書解釈

によると名付 ける意味をそれ らに与えます ｡ たとえば､ その 約束が与えられたイ ス ラ エ ル

と ユ ダの 民と は ､ 肉に よるイ ス ラ エ ル 人ではなく霊に よるイ ス ラ エ ル人 ､ すなわ ち神 のイ

ス ラ エ ル
､

選ばれた真の 民で あるキリ ス ト教徒 と解釈されなければならな いと言う の です｡

また ､ 捕囚か らの 解放とい うそ の 奴隷 の 民に与えられた約束は ､ 捕らわれたただ 一

つ の

民の 肉体的解放で は なく ､ 彼ら の聖なる救い 主に よ っ て行われ るはずの ､ 悪魔 - の 隷属か

ちのす べ て の 人間 の 霊的解放と解釈されなければならな いと言う の です ｡

また ､ こ の 民に約束された豊かな富と現世 の あらゆる幸福とは､ 豊か な恩寵と解釈され

なければならな い と言う の ですo さらにまた､
エ ルサ レ ム の 町とは ､ 地上 の エ ルサ レ ム で

はなく ､ キリス ト教会で ある霊的 エ ル サ レ ム と解釈されなければならな い と言う の ですo

しか し
､ それ らの 霊的 ･ 寓意的意味は外的な架空の 意味､ 解釈者の ごまか しにすぎませ

んか ら､
ある命題にせ よ約束にせ よ ､ そ の 真偽 を示す の にそ の ようなも の はま っ たく役立

ちえな い と簡単にわか り ます｡ 寓意的意味をあ の ように作り上げる の は滑稽でもあります｡

真偽を判定できる の は 自然な本当 の 意味に関 して にすぎな い か らです ｡ たと えば
､

ある命

題で あれ約束で あれ ､ そ れが言 い表されて い る言葉の 固有で 自然な意味にお い て真である

と確認され るなら ､ 人が名目 を設けそれに あり も しない 外的な意味を与えようと しても､

それ自体が偽り になる ことはない で し ょう｡ 同様 に ､ その 固有で自然な意味におい て明ら

か に偽りで あると確認されるもの は ､ 人が名目を設けそれに ありもしない 外的な意味を与

えようと しても
､

そ れ自体が真になる ことはない で しょ う｡

新約聖書で補われる 旧約聖書の さまざまな予言とは ､ ま っ たく馬鹿げた子供染みたもの

と言 えます. たとえば ､ ア ブラ ハ ム には二人の 妻がい て
､ 召使女にすぎな い そ の 一

人は ユ

ダヤ教会を表 し
､

正式の 妻で あるもう
一

人はキ リ ス ト教会を表 して い たと言 い ますo そ し

て
､

そ の アブラ ハ ム は 二人の 息子 を設け
､ 召使女か ら生まれた

一 人は旧約聖書を表 し
､

正

式の 妻から生まれたもう 一 人は新約聖書を表 して い たとい う名目 をさらに掲げます o こ ん

な滑稽な教理を誰が噺笑 しな い で し ょうか *
o
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* 友 ヨ
､ 見 ル タメ ニ 招カ レ タ ト シ テ モ

､ 噺笑ヲ禁ジ ュ ヨ■ウカ ｡ ｣ ( ホ ラテ ィ ウ ス 『詩法』

五行)

旧約聖書 の 中にある ､ 密偵 - の合 図に使うために淫売婦が掲げた赤 い布切れ が
､ 新約聖

書の 中で流されるイ エ ス ･ キリ ス ト の 血 の表象だと いうの は さらに面白 い で は ない ですか ｡

ユ ダヤ人の あの 古い律法で言われ ､ 行われ ､ 慣行とされた こ との
一

切 を寓意的に解釈す

る こ の 仕方に した が っ て ､ 有名な ドン ･

キホ ー

テ ･ デ ･ ラ ･ マ ンチ ャゐ演説 ､ 行動 ､ 冒険

の 一 切 を同 じように寓意的に解釈 しようとす るなら､ そ こ にも間違い なく 同 じだけの 奥義

と表象を見 い だせ るで し ょうo

しか し､ こ の 空 しい 滑稽な基礎 の 上に こ そ キリ ス ト教の 全体が存続 して い る の です｡ だ

か らこ そ ､ そ の 古い 律法の 中で キリ ス ト崇拝者の 博士たちが神秘的に説 明 しようと努めな

い もの は ほとん どありませ ん｡

か つ て行われた中で も っ とも偽り ､ も っ とも滑稽な予言 は 『ル カ伝』 第二 十
一

章の イ エ

ス の 予 言です0 日と月 に しる しが現れ人 の 子が 雲に乗j 3 て人 々 を裁き にくると予言されて

い ますが 〔二 五 一 ニ セ節〕､ 同時代 の 人 々 に対 して彼はそう予言 したの です. それが起 こ り

ま したか
､ 人の 子が雲に乗 っ てきま した か

｡ 〔こ の節は 『覚書』 に対応 しない ｡〕

第六 章

教理と道徳の誤謬から引き出され た証明五

〔対応箇所第3 0 -

3 7 章〕 使徒承伝 ･ ロ
ー

マ ･ キ リ ス ト教 は ､ 唯 一 神 しか存在 しない

が
､ そ の 各 々 が本当に神で ある

､ 神 の 三 つ の位格が存在するとも同時に 教え ､ 信 じる よう

に義務づ けて い ます｡
これは明らか に馬鹿 げて い ます｡ と いう の も ､ 本当に神で ある三 つ

の 位格が存在す るなら､ それらは三人 の神で ある の が本当だか らですo 唯 一 押 しか存在 し

ない と言う の は誤りです｡ ある い は ､ そ う言う の が正 し い なら､ 神 であ る三 つ の 位格 が本

当に存在すると言うの は誤りですo 同
一 物 に対 して

-

で あり 三で あるとは真実と して言 い

えな い の で すからo

また 次の ようにも言われて いますo そ の 神の 位格なるも の の 第
一

､ 父 と呼ばれ る位格が

子 と呼ばれ る第二 の位格を生み ､ そ の 初め の 二位格があい ま っ て聖霊と呼ばれ る第三 の 位

格 を生み 出 したとD それな の に こうも言われ る の です. そ の 神の 三位格 なるもの は互 い に

依存するとこ ろはなく ､ 何が先と い うこ とさえな い と｡ こ れも明らかに馬鹿 げて い ます ｡

なぜなら ､ 何の 依存関係もなくあるもの が他の もの から自己 の 存在を受け取 る こ とは あり

えませ ん し､ 他 の もの に存在を与えられ るため には自分自身が どう して も存在して い なけ

れ ばならな い か らですo ですか ら､ 神の 第二
､ 第三 の位格が第

一

か ら自己 の 存在を受 け取

っ た なら､ どう しても ､ 彼らに存在 を与えてくれた
､ 言い か えれば彼らを産出 した とい う

そ の 第
一 の位格に ､ お の が存在にお い て依存して い なければなり ません o また ､ 他の 二者

に存在を与えたとい う第
一 の位格は前に どう しても存在して い なければなりません ｡ 存在
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惑

しないもの は どん なも の に存在を与える こ ともできませ んか ら｡ さらに ､ 産 出され生み 出

されたも の に始まりが ない と買うの は矛盾 し馬鹿げて い ます｡ さて ､ 第二 と第三 の位格は

産出され生み 出されたとわが キリ ス ト崇拝者たちは言い ますo ですか ら､ それ らには始ま

りがあ っ た の で す｡ そして ､ それらに始まりがあり ､ 第
-

の位格は他の どん なも の から産

出され生み 出された の でもな い以上始まりが なか っ た とするなら､ どう しても前後関係 が

あ っ た こ とに なります｡

こ れ らの 不条理 を感 じて は い ても ､ し っ かり した論拠でそ れらをかわせな い わが キリ ス

ト崇拝者たちは 次の ように言う しか手がありませ んo すなわち､ 敬度に 人間理性の 眼を閉

ざし
､

かくも高い奥義に対 しては身を低く し､ それらを理解 しようとせ ず崇拝しなければ

ならな い と｡ しか し､ 彼らが信仰 と呼ぶもの は前で し っ かりと反駁されて い る の ですか ら､

服従しなければならな い と彼らが私たちに言う時 ､ それ はまさに信 じない もの を盲目的に

信 じなければならない と語るようなも の です｡

わが神 ･ キリ ス ト崇拝者た ちは多数の神を崇拝した古代異教徒の盲目さを公然と断罪 し､

彼 らの 神 々 の 系譜 ･ 誕生 ･ 婚姻 ･

子供の 出産 などをか らか っ て いますo しか も､ 自分た ち

が は るかに滑稽で馬鹿げた事柄を語 っ て い る ことには気が つ きません 0

異教徒たちは男の 神だけで なく女の 神もおり ､ それらの 男神と女神は結婚 し子供を作る

と信 じま したが ､ それは何 ら不自然なこ とを考えて い たわけで はありません o 神々 には体

.も感覚もな い と彼らはまだ想像 して い なか っ たからですo 神々 も人間 の ようにそれらを持

っ と信 じて い たの です o それなら､ 男の 神と女 の 神が い ない はずがあ っ たで し ょうか o ど

ちらか
一 方だけを否定す る理由も承認す る理由も見 つ か りませ ん. また､ 男の 神と女の神

が い ると仮定 したら､ 彼 らが普通 の仕方で 子 を生まな い はずがあるで し ょうかo 異教徒の

の 神 々 が い る こ と が正 し い なら
､

こう した 教理に はどう見ても滑稽なと こ ろ ､ 馬鹿 げたと

こ ろは何ひ と つ ありませ んo

しか し､ わが キリ ス ト崇拝者たちの 教理に は ､ それより はるか に滑稽で馬鹿げた点が あ

ります ｡ と い うの も ､

一

に して三 ､ 三 に して
- なる神 と いうことに加 えて

､
こ の 三 に して

- なる神 には体も形も姿もない と彼 らは言うか らです｡ 父 と呼ばれる こ の 三 にして
- なる

神の 第
一

位格が ､ ただ 一

人で子と呼ばれ る第二位格を生み ､ そ の子もま っ たく父 とそ っ く

りで体も形も姿もな い と彼らは言うからです｡ しか し､ そうで あるなら､ 第
一

位格が母で

は なく父 と呼ばれ る の はどう して ですか ｡ 第二位格が娘でなく息子と呼ばれ る の は どうし

てで すか o と い うの も ､ 第
一

位格が本当に母では なく父 ､ 第二位格が娘でなく息子 である

なら､
こ の 二 つ の位格の 各 々 に ､

一 方を母 ではなく父 に し ､ もう
一 方を娘で はなく息子に

する何かが どう してもなければならない か らです｡ さて ､ 両方とも雌で はなく雄だと い う

こ と以外に ､ そ うさせ うるもの が どこ に ありま し ょ う｡ しか し､ それらに は体も形も姿も

ない の ですか ら､ どう して雌 でなく雄に なる の ですか ｡ それはは想像できな い こ と
､
本来

成り立たない こ とです ｡ 彼らはそ んなことには委細かまわず ､
い つ でも こ う言 い ますo 体

も形も姿もなく ､ した が っ て性 の 区別 の ない こ の 二 つ の位格はなお か つ 父 と息子で あり ､
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こ の 両者は相互 の 愛により聖霊と呼ばれ る第三 の位格を生ん だ､ しか もこ の位格も前二者

同様に体も形も姿も持たない と｡ 何と いうひ どい
､ 訳の わか らな い 詣で し ょう !

わが キリ ス ト崇拝者たちは父 なる神 の 能力を限り息子
一 人 しか 生ませ ない わ けですが ､

それ に して も､ なぜ彼 らはそ の第二 ､ 第三 の位格に は
､ 第

一 の位格 と 同 じく自分に似た 息

子 を生む能力が あると したが らな い の で し ょうo

一 人 の 息子 を生むそ の 能力が第
- の位格

が持 つ 完全性 の
一

つ なら､ そ れは第二
､ 第三 の 位格には ない完全性 と飴力と いう こ とに な

りますo したが っ て ､ 両者は第
一

の 位格に あるとされる完全性 と能力 を欠く以上 ､ こ の 三

者は どう見ても ､ お互 い 同等と い うわけに はい かなくなり ます ｡ 反 対に ､ 息子 を生む こ の

能力は完全性の -

つ で は ない と彼らが言うなら､ 他の 二 つ と同 じく 第
一 の位格 にもそれを

付与す べ きで はない こ と になります ｡
こ の 上なく完全な存在に は完全性 しか付与す べ きで

はない の ですか ら｡

も っ とも彼らとて ､ 神の位格を生む能力が完全性でない とは言 えますま い ｡ また ､ 第
一

の位格は 息子や娘をたくさん生む こ ともできたが あの 息子 一 人 しか 生もうと しなか っ たの

だとか ､ 同様に第二
､ 第三 の位格も他 の位格を生もうと しなか っ た の だとか彼 らが言うな

ら､ そ の 時には次の ように問う こ とがで きるで し ょ うo

-

､ 彼 らは どこ か らそんなこ とを

知 っ た の か とo というの も､ これら の神 の位格の 一

つ と して ､ その 点に関 し意志をは っ き

り表明 した とは彼ら の い わゆる聖書にも載 っ て い ない か らで すo で は ､ わが キリ ス ト崇拝

者たちは どの ように してそうだと知る こ とが でき る の です か｡ ですか ら､ そ ん なことを言

う の は自分 の観念と空疎な想像に した が っ て い るにすぎませ ん ｡

二
､ 次の ようにも言えるで し ょう｡ これ らの 神 の位格なるもの は子 をたく さん生む 力が

ある の に ､ 何も しようとしなか っ た の なら ､ その 神の 力は彼らに あ っ て は実効の ない もの

に留ま っ て い ることになるとo
つ まりそ の 力は ､

-

つ の位絡 も生みも作りも しなか っ た第

三 の位格で はま っ たく実効が ないも の で し ょう し
､ 他の 二 つ の位格で も ､ そ の 効果をあれ

ほ ど小 さく 制限 しようと したの ですか らほ とん ど実効の ない もの で し ょ う｡ ですか ら､ 多

く の 子 を生み作る能力 は三 つ の瞳格にお い て は無為 ､ 無用 の もの に留ま っ て い る ことに な

りますo 神 の位格に つ い て ､ そ んなこ とを言う の は何ともふ さわ しく な い で し ょう.

異教徒は 死す べ き人間に神性を与え､ またそ の 人 々 を死後神 々 と して崇拝したとわが キ

リ ス ト崇拝者たちは非難断罪 して い ます｡ それはも っ ともな こ とで すが ､ そ の 異教徒たち

はわがキリ ス ト崇拝者たちがまだ行 っ て い る こ とをして い たにすぎませ ん ｡ 彼 らも自分た

ち の キリ ス トに神性を与えて い る の ですか ら､ 自らをも断罪す べ きで し ょう｡ その 異教徒

た ちと同 じ過ちを犯 し､ 死すべ き人間であ っ た者を崇拝して い る の ですか ら｡ 彼は確か に

死す べ き者で あ っ たか らこそ ､ 十字架上で不名誉な死 を遂げた の です 0

わ が キリ ス ト崇拝者たちが 次の ような 口 実を設けて述 べ ても何 にもならな い で し ょうo

つ まり
､ 我 々 の イ エ ス ･ キリ ス トと異教徒の 神 々 とは大違い だ

､ 我 々 の キリ ス トは真の神

で あるとともに真 の 人なの だ ､ そ れ は神が彼の 中に本当に受肉 し
､

それに よ り神 の本性が

人間 の 本性 に結ばれ神人
一

体的になり
､

こ の 二 つ の本性 がイ エ ス ･ キ リ ス ト の中で真 の 神
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言募霞

と真の人 を作 っ たか らだ ､ こうい うことは異教徒の神 々 におい ては起こ らなか っ たと｡

こ んな反論 の 弱点を示すの 時､ しか し簡単な ことです｡ とい うの も ､

一

つ に は ､ 神 々 と

して 自分たちが崇拝す る人間 の 中に神性が受肉 した と異教徒が言う の も ､ キリ ス ト教徒の

場合と同 じく ら い 簡単だ っ た の で はな い で し ょ うか｡ もう 一

つ には ､ 神性が イ エ ス ･ キリ

ス ト の 中に受肉 し､ 神人 一 体的に人性と合体 しようと した なら､ 美徳や長所や善行 の 点で

一 般の 人 々 か ら抜きんで て い たため ､ 男神や女神と して あの ように崇拝された偉大な男性

や素晴らし い 女性たち の 中に ､ その 間じ神性がやはり受肉 し､ 神人
一

体的に人性と合体し

ようとは しなか っ たとどう して わか る の ですか ｡ そ して ､ わが神 ･ キリ ス ト崇拝者たちは

そ の偉大な人物 たちの 中に神性が受肉したと倍 じたくない なら､ 彼 らの イ エ ス 中には受肉

したとどう して私たちに信 じさせ たがる の ですか ｡ そ の 証拠がどこ にある の ですか｡ 彼ら

の 持 つ 信仰 と信条と い うなら､
そん なも の は異教徒にも等 しくあ っ たも の です｡ そ こ から

明らか なの は ､ 両者は等 しく誤 っ て い ると い うこ とです｡

しか し
､ 異教徒 の 説 よりキリ ス ト教の 方が こ の 点でも っ と滑稽なの は ､ 異教徒が 普通神

性を与えた の は偉人 ､ 技芸や学問 の作り手 ､ 祖国に有益な美徳にお い て 衆に抜きんでて い

た者に限られて い たの に ､ わが神 ･ キリ ス ト崇拝者たちは い っ たい どの ような人物 に神性

を与えて い る かとい う ことです｡ くだらな い
､ 卑しい ､ 軽蔑す べ き男に なの です｡ 彼は才

能も学問も腕前もなく ､ 貧し い 両親か ら生まれ ､ 世に出て評判になりたが っ て からは気違

い ､ 誘惑者と見なされ るばか りで ､ 軽蔑と噺笑の 的になり迫害され鞭打たれ
､

つ い には吊

るされて命を落と した の で すo 同 じ役割を演 じようと し､ 勇気も巧みさも持ち合わせ なか

っ た大方 の連中と同 じように｡

当時は他 にもたく さん彼に似た ペ テ ン 師たちが い て ､ 自分こ そ律法で約束された真の メ

シ ア で ある と言 っ て い ま した o 中でもガリラヤ の ユ ダ
､

チ ウダ､
パ ル コ ク バ その 他の連中

は こ うい う空 し い名目で 民衆を隔 し､ 蜂起 させ自分の 味方に付けようと努めましたが
､ す

べ て殺 されま した ｡

彼が行 っ た話や いく つ か の 行動に移りま し ょう｡ それ らは こ の種の もの の 中で も っ とも

奇異で人目を引くも の です｡
｢ 悔い 改めよ ､ 天 の 王国が近づ い た の だか ら｡ こ の福音を倍ぜ

よ｣ と彼 は民衆に語り かけま した｡ ガリラヤ 中をか けめ ぐり､ こ の ように天の 王 国の 間近

い到来とか を説 いたの です ｡ そ の 王国到来の 気配すらまだ見られた ことはない の ですか ら､

それはそん な国が架空の もの にすぎなか っ たと いう明白な証明です｡

しか し､ 彼が 他の 宣教にお い て行 っ たそ の 素晴らしい 王 国の 賛辞と記述を見てみま し ょ

う｡

民衆に こう話 した の です｡
｢ 天 の 王国は良い種 を自分の 畑にまい た人に似て い る ｡ と こ ろ

が､ 人 々 が日民っ て い るあい だに彼の 敵がきて
､
良い種の あい だに毒麦をま い て 立ち去 っ たo

それは畑に隠してある宝に似 て い る｡ 人がそれを見 つ けるとまた隠 しておき ､ 喜び の あま

り持ち物をみ な売り払 い そ の 畑を買うの である｡ それは 良い真珠を探して い る商人に似て

い る ｡ 高価な真珠 一

個を見 い だすと ､ 行 っ て持ち物をみ な売り払い そ の 真珠を買う の で あ
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る o それ は海 に投げられてあらゆる種類 の 魚を囲み いれ る網 に似て い る. それが い っ ぱい

にな ると漁師が 引き上げ ､ 良い魚は い っ し ょ に器に入れ悪 い 魚は外 へ 捨て る の で ある｡ そ

れ 蜂人が畑 にまい た
一

粒 の から し種 に似て い る ｡ これほ ど小 さな種はな い が
､ 成長すると

野菜 の 中で いちばん大きくなる の である ､ 等 々
. ｣

一

体これが神 にふさわ し い 詣で し ょうか ｡

彼の 行動 を子細に検討するなら彼 に つ い て さらに同 じ判断 を下せ るで し ょ う｡ と い うの

も ､

-

､

一 地方中をか けめ ぐりある王 国とか の 間近 い 到来を説く こ と,

-

二 ､ 悪魔によ っ て

高い 山に運ばれて
､

そ こ からこ の 世 のす べ て の 国 々 を見た と信 じる ような こ と ､ そ ん なこ

と は見神者に しか当て はまらな い こ とですか ら｡ なぜ なら
､

フ ラ ン ス の あの 小さなイ ヴ ェ

ト王 国は別 に して
､

地上には
一

国全部を見渡せ るだけの 山さえな い の は確か だか らです｡

ですか ら､ 彼がす べ て の 国 々 を見た の も ､ そ の 山や神殿 の 尖塔 に運ばれ た の も想像にすぎ

なか っ た の です｡ 三
､ 『聖 マ ル コ 伝』 に語られて い る聾唖者の 治癒 の 場合 ､ 彼 はその 人 を -

人だけ連れ出し､ そ の 両耳に指を差 し入れ
､

つ ばきを吐 い て そ の 舌を引き出 し､ それか ら

天 を仰い で 大きな溜* J巨､ を つ き ､ そ の 人に ｢ エ パ タ｣ と言 っ たと語 られて い ます｡ 要する

に ､ 彼に つ い て 述 べ られて い る こ とをみな読み ､ 世の 中に これ ほ ど滑稽な ことが あるか ど

うか判断 して下さればよ い の ですo

キリ ス ト崇拝者たちが神に帰 して い るくだらな い事柄の
一

部を見てきた の ですか ら､ 続

けて彼ら の 神秘に つ い てもいく らか語りま し ょう｡ 彼らは三位格に して
- なる神 ､ ある い

は唯
一

の 神 に して 三なる位格を崇拝 し､ ねり粉と小麦粉の神 を作る力 ､ それ も好きなだけ

作る力さえ自分たちに はあるとして い ます｡ と い うの も ､ 彼 ら の原 理に よれ ば､ 杯に 入れ

たある量の 葡萄酒､ ある い は ある量の 小さなねり粉像の 上で ただ四 つ の言葉を唱えさえす

れば ､ それ が何百万で あろうと､ 彼らは 同 じ数だけ神を作る こ とに なるか らです ｡ 何 と い

う愚 かさで し ょう! い わゆる彼ら の キリ ス トの 力を い か に用 い て も､ も っ とも小さな ハ エ

- 匹彼 らは作れ ない の に ､ 何千も の神 を作る こ とができ ると信 じて い る の で すo これ ほ ど

馬鹿げた こ とどもを主張する の は ､ しかも
一 狂信者の 暖味な言葉 と い うこ れ ほ ど空疎 な基

盤の 上に立 っ て そうする の は ､ 療神が 奇怪な盲目さによ っ て 冒されて い るに違い ありませ

A J o

こ の 盲目的な博士たちにはわか らない の で し ょうか ､ 司祭たちにはね り粉像を聖別 し神

に変える力があるとい う名目で ､ その ようにそ れらの 像を人に崇拝させ ようとすれ ば､ あ

りとあらゆる偶像崇拝に門戸を広く開け放つ こ とになるとい う ことが ｡ どん な偶像に仕 え

る祭 司で もそうい う資格を持 っ て い ると自慢 できたし
､ 今で も自慢でき る の で はない で し

ょうか ｡

また彼 らには わか らな い の で し ょ うか
､ 異教徒が崇拝して い た木石 などの 神 々 や偶像 の

虚妄を論証する同 じ理 由が
､ わが神 ･ キリ ス ト崇拝者たちが 崇拝 して い るねり粉や小麦粉

の 神 々 や偶像 の 虚妄をも同様 に論証す ると い うこ とが ｡ 彼 らが異教徒 の神 々 や偶像 の 虚偽

を噸笑す る の は どの ような点にお い て なo? ですか ｡ それらが 人間 の 手に よ っ て作られた物

にすぎな い ､ 言葉も感覚も持たな い ただの像にすぎな い からで は ない の ですか ｡ 〔『覚え書』

8 6



宅窺

と の 対応は こ こ までで 終わ る｡〕 で は ､ 我 々 が 二十 日鼠を恐れ て箱に しま っ ておく我 々 の神

とは
一

体何なの ですか o

で は ､ キリ ス ト崇拝者たちの 空 しい 手段は
一

体どんなもの で し ょ う｡ その 道徳ですか .

それならどん な宗教でも実際には 同じもの です｡ しか し､ そ こか ら種 々 の 残酷な教義が生

まれ ､ 迫害と争い を説 い たの です｡ 彼らの さま ざまな奇跡ですか｡ しか し
､ 自分たちの 奇

跡を持た ない 民族が い ますか ､ そ ん な作り話を軽蔑しない 賢者が い ます か .

●

彼 らの さま ざ

まな予言ですか
｡ それ らは虚偽だと論証されなか っ たで し ょうか｡ 彼ら の習俗 ですか｡ そ

れ らは往々 に して破廉恥で はありませ んか ｡ 彼らの 宗教が確立 した こ と ですか ｡ しか し､

こ の 建造物は明らかに狂信が始め
､ 策謀が育て

､ 権力が 支えた の で はない ですか ｡ 教理で

すか
｡ しか し

､ それ こ そ不条理の極み では ない ですか｡

みなさん
､ 私は これ ほ ど多く の 馬鹿げたことに対 してみなさんが十分抵抗できる予防薬

を与 えたと信 じて い ます｡ み なさん の理性は私の 論説 よりず っ と役 に立 つ で し ょう し､ ま

た ､ .%
-

されたと私たちが嘆く必要などな い とよ い の ですが ! しか し ､
これら の おそる べ き

ペ テ ン の確立 の ために ､ 人間の 血が コ ン ス タ ン テ ィ ヌ ス の時以来流され て い ます｡ ロ
ー マ

教会 ､ ギリ シ ア 教会 ､
プ ロ テ ス タ ン ト教会､ そ して あれ ほど多く の論争と､ あれ ほど多く

の 野心 的な偽善者どもが ヨ
ー

ロ ッ
パ とア フ リカとア ジア を荒廃させま した｡ みなさん ､ こ

うい う争い で殺された 人々 の 数に ､ そ の 身分 の ために不毛とな っ た修道士 ､ 修道女とい う

あ の 有象無象を加えて みてくださ い
｡ どれほ どの 被造物が 失われて い るかを考えてくださ

い ｡ キリ ス ト教が人類 の 半分を失わせ たことがお分かりになる こ とで し ょう｡

こ の 一 派に よ っ てあれほ ど冒涜された神にむ か っ て ､ どうか私たちを自然宗教 - 立ち返

らせ てく ださる ように と最後 に私は願い ま し ょ う｡ こ の 宗教こ そ キリ ス ト教の 断固たる敵

であり ､ こ の 簡潔な宗教こ そ神が すべ て の人間 の 心 の 中に 置い たもの であり ､ 自分自身が

して ほ しい と思う こと以外 の どの ような こ とも他人に して はならな い と私たちに教えるも

の です｡ その 時 ､ 世界は 良き市民と
､

正 し い 父親と ､ 素直な子供と､ 優 しい 友人から成る

こ とで し ょう｡ 神は私たちに理性を与える こ とに よ っ て こ の宗教を私たちに与えた の です｡

もはや狂信が理性を乱す こ とがありませ んように ! 希望より
､

こ ういう願 い をより多く心

に抱い て 私は死 んで い く つ もりですQ

以上が
､

二 つ 折り判ジ ャ ン ･ メリ エ の遺言書 の 正確な摘要である ｡

神 に許 しをこ い 死んで ゆく - 司祭の こ の 証言が ど

の ような重み を持 つ か を､ どうか判断 して い ただ

きた い ｡

千七百 四十二年三月 十五日
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